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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　理事長と生徒会長







「まずはおめでとうございます、と言っておくべきでしょうね。チーム・メルヴェイユとの試合はお見事でした」

「ああ、いえ、その……ありがとうございます」

　ペトラの言葉にどう答えればいいのかわからず、美み奈な兎とは曖昧な笑みを作りながらぺこりと頭を下げる。

　がらんとした理事長室は寒々しく無機質で、その主も笑顔こそ浮かべているものの、美奈兎はその奥にどこか得体の知れない不気味さを感じ取っていた。サンドラのような作り物めいた──つまり偽るための笑みとは違う、むしろ他者との隔かく絶ぜつを明示する笑みだ。

「……ご無ぶ沙さ汰たしております、理事長」

　すると美奈兎の横へ進み出たソフィアが、硬い声でそう挨拶した。

「ええ、薔薇の夜会ローズボール以来ですね」

「えっ？　ソフィア先輩、理事長とお知り合いなんですか？」

　理事長など雲の上の存在だと思っていたが、既知の間柄らしいソフィアに美奈兎は目を丸くする。

「ロ、薔薇の夜会ローズボールって、すごく有名な上流階級のパーティだよ。わたし、テレビで見たことがあるもん」

　と、そんな美み奈な兎とにこっそりニーナが耳打ちをしてくれた。

　そう言われてみれば、美奈兎もどこかで聞いた覚えがあるような気もする。確か旧世紀、元女優から某国の王妃にまでなった女性が始めたパーティだ。クインヴェールの運営母体である統合企業財体Ｗ＆Ｗは、元々はアメリカのエンターテインメント産業を下地にしていたので、各地には未いまだにそういった繫つながりの跡あとが残っている。

「知り合いというか、まあ……時折ご挨拶させていただく程度ですわ」

　が、どこか気まずそうに目を逸そらすソフィア。

　それを見たペトラはわざとらしく不満そうな溜ため息いきを吐ついた。

「あら、つれないですね。あなたをこのクインヴェールへ招いたのは他ならぬ私だというのに」

「そ、それは……」

「ブランシャール家の息そく女じよにフォースター一族の嫡ちやく男なん、それになによりもあなたのお兄様であるアーネスト・フェアクロフ……ここしばらく、欧州名家の目ぼしい逸材は皆ガラードワースが押さえてしまいましたが、あなたが我が学園を選んでくれたことには感謝しているのですよ、ソフィア」

　そう言うペトラの表情は、バイザーグラスに半分以上が覆われてしまっているため正確には読み取れない。

　ただ、なぜだかソフィアは唇を嚙かむようにして俯うつむいてしまった。

「未だにあなたは責任を感じているようですね。私は最初からあなたの瑕きずを承知で招いたのです。成績が振るわなくとも、必要以上に気に病む必要はありませんよ？」

　その言葉はソフィアを気遣い、慰なぐさめているようであったが、同時に酷ひどく突き放しているようにも感じられる。

　事実、ソフィアは必死になにかを堪えているようだった。

「──お話の途中申し訳ありませんが、我々はクロエさんの件で呼び出しを受けたのではないのでしょうか？」

　と、そこへ柚ゆず陽ひがやんわりとした口調で割って入る。

「ああ、そうでした。確かにあまり時間を無駄にするわけにもいきません、本題に入りましょう」

　その言葉に、ソフィアがほっと安あん堵どの息を吐いた。

　美奈兎がちらりと柚陽を見ると、それに気が付いた柚陽も小さく微笑ほほえんでくれる。ナイスフォローだ。いつも柚陽は的確にチームの皆を助けてくれるが、それは闘いに限った話ではない。

「さて……このところ、あなた方は学内でクロエのことを聞いて回っているようですね？」

「……はい。だって、クロエはあたしたちの仲間ですから」

　いよいよ本題ということで、美み奈な兎とも再度気合を入れ直してそう答える。

「仲間、ですか……」

　ペトラはどこか感慨深い様子でそうつぶやいたが、小さく頭を振ると指を組み合わせながら言った。

「率直に言いましょう。クロエ・フロックハートのことはもう忘れなさい」

「なっ……!?」

　突然の宣告に、美奈兎は思わず絶句する。

　しかしすぐに気を取り直すと、執務机に手を叩たたきつけるようにして身を乗り出した。

「そんなことできません！」

「……」

　美奈兎は断固として引かない構えだ。

　一方でペトラもそんな美奈兎の視線を真っ向から受け止め、無言のままバイザー越しに美奈兎を見つめ返してくる。

　これ以上踏み込むなという、無言の圧力。

　わきまえろ、そうでないとどうなるかわかっているのか。

　ペトラが滲にじませる冷徹なプレッシャーは言葉の形さえ取ってはいないものの、ここまで露骨であればいくら美奈兎でも察することができる。

　──でも、だからどうした。

　たとえ相手が理事長であろうと、そんなことで怯ひるむものか。

　美奈兎もまた言葉にすることなく、そんな意地を視線に込めて睨にらみ返かえす。

　そこへするりと入ってきたのは、またしても柚ゆず陽ひだった。

「では、せめて理由をご説明いただけますか？　クロエさんご本人がそうおっしゃるのならまだしも、なぜ理事長が学生同士の関係に直接干渉されるのでしょう？」

　その途端、張り詰めていた糸がわずかに緩ゆるんだ。

「……彼女がただの学生であればそうでしょうね」

　ふっと短く息を吐いてから、ペトラがわずかに姿勢を崩す。

「つまり、クロエさんはただの学生ではないと？」

「あなた方も大方の見当はついているのでしょう？　彼女──クロエ・フロックハートは我が学園の諜ちよう報ほう工作機関ベネトナーシュの一員です」

　柚陽の問いに、思いの外あっさりとペトラはそれを認めた。

「っ……！」

　ある程度想定していたとはいえ、やはりクロエがそうしたアスタリスクの暗部に関わっていたということに、美み奈な兎とは今更ながら少なからぬショックを受けた。

　いや、正確にいえばショックを受けたのは、クロエがそれを隠していたという点だ。

「では、やはりクロエさんはなんらかの任務で美奈兎さんに接触を？」

　さらに柚ゆず陽ひはもう一歩、核心へと踏み込む。

　美奈兎にとってそれは最も気になっていたことだったので、自然と身体からだが堅くなった。

　もし、クロエが最初から全てを欺いていたのだとしたら。

　もし、クロエが美奈兎にしてくれたことが、全て打算の産物だったとしたら。

　──しかし。

「いいえ、それは違います」

　ペトラはゆっくりと首を横に振った。

「彼女の名誉のために言っておきますが、あなた方のチームに関わっていたのはベネトナーシュの任務とはなんの関係もありません。あくまで彼女自身の意思であり、それはこの私が保ほ証しようします」

「……ほ、本当ですか？」

　ほっとしたせいか美奈兎は思わずへたり込みそうになるが、今度はまた別の疑問が浮かんでくる。

「ですが、だとしたらなぜクロエさんのことを忘れろなどとおっしゃるのでしょう？」

　それを柚陽がそのまま口にしてくれたので、美奈兎はうんうんと何度もうなずいた。

「……本来、ベネトナーシュの一員である彼女が必要以上に目立つことは、好ましい事態ではありません。それでも私は彼女の行動をある程度大目に見てきました。彼女がそれに値するだけの結果を残してきた、優秀な人材だったからです」

　そこまで言うと、ペトラは残念そうに溜ため息いきを吐つく。

「ですが、今回彼女はその許容範囲から逸脱してしまいました。私としては、とても見逃すことはできないのですよ」

「逸脱？」

「確か……ニーナ・アッヘンヴァルさんでしたね？」

　首を傾かしげる美奈兎には構わず、ペトラは一同の奥で小さくなっていたニーナに声を掛けた。

「っ！」

　ニーナはびくんと身体を竦すくめると、柚陽の背後に隠れるように縮こまる。

「あなたは先の決闘で彼女の能力を体感したはずです。そう、彼女──クロエ・フロックハートの《魔女ストレガ》としての能力を」

「……やっぱり、クロエは《魔女》だったんだ」

　これもまた予想していたこととはいえ、美奈兎にはショックだった。

　友人だと思っていたはずの少女が、話だけ聞いているとまるで別人のようにも思えてくる。諜ちよう報ほう工作機関に所属する《魔女ストレガ》という肩書きから想起されるイメージと、美み奈な兎とたちをずっと支えてくれていたクロエの姿はまるで一致しない。

「詳しく説明することはできませんが、彼女の能力は精神感応系の一種です。それ自体、極めて珍しい能力ですが、なによりも大事なことは彼女が《魔女》だと知られていないことなのですよ」

「え……？」

《魔女》や《魔術師ダンテ》は国家への登録が厳しく義務付けられており、一定の権限を持った人間ならば簡単にそれを調べることが可能だ。つまり普通ならば誰にも知られていない《魔女》や《魔術師》は存在しえない。

　だが、何事にも例外はある。

　たとえば紛争地域など国のチェックが行き届かない場所で生まれ育った子どもたちに能力が発現するケースだ。

　もしかしたら、クロエもそういった出自なのかもしれない。

「けれど彼女は私の言いつけを破り、その能力を人前で──それもあれほどの衆人環視の中で披露してしまった。もちろんどのような能力だったかまではわからないでしょう。ですが目め敏ざとい者からすれば、万応素マナの反応を見るだけで彼女が《魔女》だと察するには十分です。それだけでもう、彼女は自身の価値を大きく損なってしまったのですよ。これは由ゆ々ゆしき事態です」

　ペトラの声は淡々としていたが、そこには静かな怒りと失望が滲にじんでいた。

「だとしたら……クロエさんは、どうなるのでしょう？」

　柚ゆず陽ひがそう訊たずねると、ペトラは背もたれに身体からだを預けるようにして深く息を吐く。

「しばらくは休学ということで裏方の仕事に徹してもらうことになるでしょう。なんにせよ、もはやあなた方には関係のない話です」

「……クロエはそれで納得してるんですか？」

　ペトラの台詞せりふに嚙かみ付つくようにして、美奈兎が言った。

「彼女が納得しているかどうかなど関係ありません」

「そんな……！」

「どうやらわかっていないようですので、はっきり言っておきましょう。クロエ・フロックハートは、クインヴェールの学生である以前にクインヴェールの所有物なのです。なぜならば、彼女は彼女が持つ全ての権利を含めてこの学園に購入されたのですから」

「え……？」

　美奈兎を含め、その場の全員が凍りつく。

「そんなに驚くこともないでしょう？　アルルカントの特待献身生のように、学園が学生の身柄を買い上げることは少なからずあることです。レヴォルフの《悪辣の王タイラント》も独自に私兵を集めていると聞き及んでいますし、欧州には《研究所》と呼ばれる専門の機関もあるのです。そう珍しいことではありませんよ」

　ペトラは平然とそう言ってのけた。

　確かに統合企業財体の支配するこの世界において貧富の格差は拡大し、人身売買めいた取り引きも行われているとは聞く。とはいえ、通常そういった部分が表に出ることはない。いかに旧世紀に比べて倫理観が希薄になっていると言われる現代とはいえ、あからさまな非人道的行為に嫌悪感を抱く層は少なくないのだ。

「元々彼女はとあるＰＭＣに所属していた孤児でした。それを私が買い受け、新たにクロエ・フロックハートという名前を授けたのです。ある意味で、彼女は私が振るう道具の一つと言えるでしょうね」

「道具……？」

　その言い様に、今までずっと柚ゆず陽ひの背後に隠れていたニーナが震える足で半歩踏み出した。ペトラを睨にらむその視線には、強い非難の色が滲にじんでいる。

　が、ペトラはそれをまるで意にも介さない。

「そして、これも理解しておいてください。私は別段、あなた方と交渉したり議論を戦わせるためにここへ招いたわけではありません。これはあくまで宣告なのです」

　そして、ペトラはゆっくりと一同を見回しながら言った。

「もう一度言いましょう。クロエ・フロックハートのことは忘れなさい。──以上です、退室して結構ですよ」





　　　　＊






　──それはすぐに夢だとわかった。

「聞いたぞ、ミネルヴィーユ。随分と法外な値段をつけてもらったそうじゃないか」

　窓も飾りもない、無味乾燥としたＨＲＭＳ本部の通路。

　前からやってきたロヴェリカが、意地の悪い笑みを浮かべながらそう言った。その背後には、メデュローネとネヴィルワーズの姿もある。

「あなたが本こ部こに顔を出すとは珍しいこともあるものね、ロヴェリカ」

　ＨＲＭＳ創設以来の問題児は、堅苦しい雰囲気が嫌いなのかあまりこの本部に顔を出すことはない。

「ふん！　来たくて来たわけじゃないさ」

「我々は今度納入される新型煌式武装ルークスの性能試験に呼ばれたのですよ。その場であなたの件も聞きました」

　メデュローネが淡々とした口調で事務的に説明する。

「ああ……なるほど」

　今度ＨＲＭＳが正式に採用を決めた拳銃型の煌式武装ルークスは、ＨＲＭＳ代表リベリオ・パレートの姪めいが設計に関わっているのだという。資本的にはソルネージュの系列に当たるこのＨＲＭＳが、フラウエンロープ系列の研究施設が開発した煌式武装を採用することは極めて異例だ。統合企業財体同士はどこも対立しているが、中でもこの二つは昔からの因縁があって特にそれが強い。

　リベリオは早くに両親を亡くした姪を大層可愛かわいがっているそうだから、彼の意向が働いているのは間違いないだろう。

「しかし、よりにもよってアスタリスクとはまたつまらないところに買われたな。ご愁傷様だ」

　癖になっているのか、ほとんど無意識にそんな益体もない分析と考察を繰り広げていた思考が、ロヴェリカの声で中断される。

「……別に。私はどこであろうと与えられた任務を全まつとうするだけよ」

「まあ、おまえはそうだろうさ。どこだろうと、誰が相手だろうと、そのすました顔で手際よくこなすのだろうよ。眼めに浮かぶぜ」

　くつくつと喉を鳴らすロヴェリカ。常に苛いら立だっているこの少女にしては滅めつ多たにないことだが、どうやら機嫌が良いようだ。

　対照的に、メデュローネとネヴィルワーズは難しい顔をしている。

「まさかリベリオ様があなたを手放すとは思いませんでした、ミネルヴィーユ」

　眼鏡の位置を指で直しながら、メデュローネがうんざりとした溜ため息いきを吐ついた。

「これでロヴェリカのお守もりができる貴重な人材がまた一人失われると思うと目眩めまいがします。必然的に、私の比重が増えるわけですからね」

「別に頼んだ覚えはないぞ」

　メデュローネを睨にらむロヴェリカ。

　そしてポケットからピルケースを取り出すと、中の錠剤を乱暴に口に流し込み、バリボリと嚙かみ砕くだく。《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の代償によって常に飢餓感に苛さいなまれているロヴェリカは、胃の中で膨張して一時的にそれを和らげる特殊な錠剤を服用していないと、ただでさえ凶暴な性格がさらに悪化するのだ。

「……だが、客観的に見てミネルヴィーユの才覚と能力は我々のチームにとっても欠かせないものだった。役に立つ者が抜けるのは残念に思う」

　ネヴィルワーズが淡々と言う。

　チーム。

　そう。チームだ。

　ＨＲＭＳにおいて、クロエはずっと彼らとチームを組んでいた。それも短い時間ではない。なにしろクロエにとっての人生とは、このＨＲＭＳに居た期間を指していると言っても過言ではないのだから。

　だが──彼らとはチームではあっても、決して仲間ではなかったと今になってそう思う。

　おそらく、彼らにとってのクロエもそうだっただろう。

「心配しなくとも、あの方ならばそのあたりの手配も恙つつが無なく行うでしょう」

「ああ。わかっている」

　クロエの言葉に、当然とばかりにネヴィルワーズがうなずく。

「それじゃ」

　だからこそ、クロエはただそれだけ言って彼らと別れた。

　彼らも、それ以上なにか声を掛けてくることはなかった。

　お互いに、なんの感慨もなかったのだ。

　本当に、なにも。




「……」

　クロエがゆっくりと瞳を開くと、真っ白な天井が闇の中に浮かび上がった。

　ベッドから上半身を起こして時刻を確認すれば、まだ夕刻。おそらく外では夕日が世界を赤く染めている頃だろう。












　もっともクインヴェール女学園の地下にあるこの部屋からは、それを窺うかがい知しることはできない。ベッドと端末以外にほとんど物がないがらんとした部屋ではあるが、元より寮の自室もほとんど変わらないような有様だったのでさほど違いはないとも言える。

　別段、監禁されているわけではない。

　この区画はベネトナーシュ専用のエリアとなっており、一定の権限を持った人間以外は出入りすることができないが、クロエがそうしようと思えば問題なく外へ出られるはずだ。

　ただ、そうしないだけで。

『──あなたにはしばらくこの部屋で仕事をしてもらいます』

　クロエの主あるじであるペトラがそう命じた以上、それに背くという考えはありえない。どんな事態、いかなる状況であれ、命令は絶対だ。

　結局のところ、先ほど見た夢の──あの頃とクロエはなにも変わっていないということなのだろう。それなのに、ニーナに向かって『道具以上であることを証明しろ』とはよくも言えたものだ。

　……ただ。

「本当に、なぜ私はあんなことをしたのかしらね……」

　苦笑しながら思わずそう口をつく。

　あんなことというのは、もちろんチーム・メルヴェイユとの試合で能力を使ってしまったことだ。あれほど強く使用を禁じられていたというのに。

　クロエが自らの意思で命令を破ったのは、生まれて初めてのことだった。

　いや、自らの意思というのは適切ではないかもしれない。

　あの時、クロエは考えることもなく、ほとんど反射的にそうしていたのだから。

　だが、不思議なことに後悔はなかった。

　あそこでクロエがニーナに攻撃のタイミングを指示しなければ、チーム・赫かぐ夜やは間違いなく敗北していただろう。だが、逆に言えばあの瞬間こそ唯一の勝機だったのだ。

　あの勝利はニーナをサンドラの呪縛から解放し、美み奈な兎とたちは大きな一歩を踏み出すことになるだろう。

　無論、クロエが欠けることはマイナス要因ではあるだろうが、チーム・メルヴェイユに勝利したとなればメンバー集めも格段に楽になるはずだ。

　戦略に関しては、ある程度までなら柚ゆず陽ひがどうにかできると踏んでいた。彼女は大人しく控えめだが、それができるだけの能力を持っている。だから、なにも問題ない。

　強いて言えば……遥はるかな空の向こうへ伸ばした美奈兎の手が、本当に夢を摑つかむことができるのか──それを傍そばで見届けることができなくなってしまったのは、少しだけ残念だったろうか。

　とはいえ、それも仕方がないことだ。

「……元より夢なんて言葉、私には縁遠いものなのだから」

　クロエはそうつぶやくと、再びベッドへその身体からだを沈めた。





　　　　＊






「はぁ……」

　とぼとぼと宵よい闇やみの道を歩く美み奈な兎とは、知らず重い溜ため息いきを吐ついていた。

　理事長からクロエのことを忘れろと言われた時には徹底抗戦するつもりだったのだが、柚ゆず陽ひとソフィアに半ば強引に部屋から連れ出されたのだ。

　曰いわく、

『相手はこの学園の理事長です。無む為い無む策さくで感情的に反抗したところで良い結果に繫つながるとは思えません』

『とにかく一度頭を冷やして整理すべきですわ。それから再度作戦会議を開きましょう』

　落ち着いてみると、二人の言い分は至極もっともだ。

　ただ、ニーナだけは憤慨した様子で美奈兎の肩を持ってくれた。

『わたし、こんなの絶対に許せない……！』

　チームに入って一番日が浅いニーナがそれほどクロエのことで怒ってくれるのは少し意外だったが、どうやら思うところがあるらしい。

　とにもかくにも一ひと先まず今日は解散という流れになり、一度は皆で寮へと戻ったのだが、部屋にいても様々な思いが頭を巡ってまるで落ち着かず、こうして当て所どもなく学園をさ迷い歩きながらなにか良い考えは浮かばないかと頭を捻ひねっているのだった。

　見上げれば、月。

　それは美奈兎にとっての目標であり、夢の象徴だ。

　ただし、今日は雲が多くその姿も隠れがちだった。

「クロエと初めて会った日は、本当に綺き麗れいな満月だったなあ……」

　まだそれほど前のことではないはずなのに、随分と昔のことのように感じられる。

（そうだ。確かあの時も、こんな風に月を見上げながら歩いていて、それで……）

　──と。

「おっと……！」

「わわっ!?」

　遊歩道の辻つじでふいに現れた人影が、美奈兎とぶつかりそうになる。

　まさしくあの時の再現のようだったが、クロエの時と違って今回の相手は衝突寸前でひらりと軽やかに身をかわしていた。

　一方で、慌てた美み奈な兎とのほうがバランスを崩して尻餅をついてしまう。

「あいたたた……」

「あらら、大丈夫？　私のほうも不注意だったけど、あなたも上ばかり見て歩いてると危ないよ？」

「あ、あの、はい……すみません」

　美奈兎はそう謝りながら、差し出されたその手を取った。

　月が隠れてしまっているせいか夜の闇が深く、美奈兎からはいまいち相手の顔が判然としない。

「あれ？　あなた、もしかして……若わか宮みや美奈兎ちゃん、だよね？」

　一方で、相手の少女はすぐに美奈兎のことがわかったようだ。

「え……？」

　どこかで会ったことがある人だろうか。

　そういえば、その声には聞き覚えがあるような気がする。

「ああ、やっぱりそうだ。ふふっ、ちょっと嬉うれしいな」

　その時、強い風が吹き抜け、少女と美奈兎の髪を揺らした。

　同時に雲から月が顔を出し、淡い光が世界を蒼あおく照らし出す。

「実を言うと──私、あなたのファンなんだ」

　そう言う少女の顔を見て、美奈兎は思わず固まった。

　声に聞き覚えがある？　当然だ。ないほうがおかしい。

　この学園の人間で、その声を──その歌声を耳にしたことがない者は存在しないだろう。

　いや、この学園どころではない。この少女の歌は世界中を巡り、あらゆる人々を魅了し、その心を満たしているのだから。

「まさか……」

　美奈兎は呆ぼう然ぜんとしたまま、震える声でつぶやいた。

　稀き代たいの歌姫にして、世界の頂点に立つ史上最高のアイドル。

　クインヴェール女学園の現生徒会長であり、不動の序列一位。

　そして、前《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者。

　その名は──

「シルヴィア・リューネハイム、さん……？」

　美奈兎がかろうじてそう搾しぼり出だすと、その少女──シルヴィアはにっこりと微笑ほほえんだ。




《星武祭フエスタ》で活躍するアスタリスクの学生には、世界的な人気を博する者も少なくない。

　各学園の序列一位は様々なメディアから出演オファーが絶えないし、そこまでではなくとも《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスになれば下手なタレントよりもずっと脚光を浴びることができる。












　中でもこのクインヴェール女学園はそうしたアイドル性に特化した学園であり、今現在その頂点に立つ者こそ──稀き代たいの歌姫と呼ばれるシルヴィア・リューネハイムだ。

　その人気と実力は圧倒的であり、少なくともクインヴェールにおいては一切の追随を許さない。そもそも先の《王竜星武祭リンドブルス》で準優勝しているということはつまり、今のアスタリスクにおいて二番目に強い学生ということなのだから。無論、《王竜星武祭》に出場していない有力選手も少なからずいるので、あくまで目安であるにしても、だ。

　正直、美み奈な兎とにとっては雲の上どころか成層圏の彼方かなたにいるような人物と言えた。ある意味では理事長であるペトラよりもずっと縁遠い存在だ。

「それで、らしくない顔してどうしちゃったの？」

　そのシルヴィアがまるで十年来の友人と接するように、気安く話しかけてくる。

「えっ、あ、あの、その……！」

　一方の美奈兎はそれどころではなかった。何か答えなければとは思うのだが、まるで言葉が出てこない。

「あはは、そんなに緊張しなくてもいいのに。ほら、落ち着いて深呼吸、深呼吸」

「は、はい！」

　言われるがまま、大きく息を吸って吐く。

　それを何度か繰り返すと、ようやく落ち着いてきた。

　すると同時に、先ほどシルヴィアが言った言葉が思い返される。

「あの……シルヴィアさん。さっき、らしくない顔って……」

　その言い方だと、まるで普段の美奈兎を知っているかのようだ。

「うーん……だっていつもの美奈兎ちゃんってもっとこう、『やってやるぞ！』って顔してるでしょ？」

「えええっ!?　あ、あたしのこと、知ってるんですか!?」

　美奈兎が思わずそう叫ぶと、シルヴィアは一瞬きょとんとした後、可愛かわいらしく噴き出した。

「あはっ！　そりゃあ知ってますとも。前代未聞の五十連敗を達成しそうになった、高等部の一年生──結構な有名人だもん」

「あ……」

　そう言えばそうだった。

　ここのところチーム戦のことで頭が一杯になっていたのですっかり忘れていたが、美奈兎は不名誉な記録を持つ悪い意味での有名人なのだ。

　しかしそれがまさか、シルヴィア・リューネハイムの耳にまで届いていようとは。

　恥ずかしさで俯うつむく美奈兎に、しかしシルヴィアはこう続けた。

「でもね、私が美み奈な兎とちゃんを覚えてたのは、負け続けてたからじゃないよ」

「え？」

「──それは、あなたが挑み続けてたから」

　シルヴィアは、じっと美奈兎の瞳を見つめながらそう言った。

「あれだけ負けたら、大抵の人はどこかで挫くじけちゃうと思うんだよね。だけど美奈兎ちゃんは、いつだって前向きで、何度でも立ち向かって、絶対に諦めないで……それってとってもすごいことなんだよ」

「……」

　美奈兎は何を言われたのか理解が追いつかず、ただぽかんと口を開いたままだ。

「それに言ったでしょ？　私、あなたのファンなんだって。夢に向かってまっすぐ全力で闘う美奈兎ちゃんはね、きっと自分で思ってるよりもずっとかっこいいんだから」

「ファン……シルヴィアさんが、あたしの……？」

　ありえない。あべこべにもほどがある。

　美奈兎はすっかり固まってしまった。

「だからこそ、さっきは美奈兎ちゃんっぽくない表情だったなって思ったんだけど……もしかしてなにかあったのかな？」

　シルヴィアはあくまで優しく美奈兎に問いかける。

　どうやら本気で心配してくれているようだ。

「その、実は……」

　その優しさにほだされて、気が付けば美奈兎はクロエのことを打ち明けていた。

　本来初対面であるシルヴィアに話すようなことではないのはわかっていたが、シルヴィアは真剣な顔で耳を傾けてくれる。

「……それで、クロエのことは忘れろって理事長が……」

「なるほどね……それは確かに大変だ」

　話し終えると、ほんの少しではあるが肩の荷が軽くなったような気がした。

　シルヴィアが褒ほめてくれた通り、美奈兎の長所は前向きで挫けないことだ。だとしたら、このくらいのことで足を止めてしまうわけにはいかない。

「あ、あの、シルヴィアさん！　話を聞いてくれて、ありがとうございました！」

　美奈兎は直立不動になると、シルヴィアに向かって深々と頭を下げた。

「ん、いいよいいよ。それより、これからどうするつもりなの？」

「……正直、どうすればいいかはまだわかりません。でも、あたしはやっぱりクロエと一緒に闘いたいし、クロエともう会えないなんて絶対に嫌なんです。だから、諦めないで何度でも理事長にぶつかってみるつもりです」

「そっか……」

　するとシルヴィアはしばらく考え込んでから、美み奈な兎とに温かな笑みを向ける。

「そういうことなら、少しだけ協力してあげようか？」

「え……？」

　意外な申し出に、目をパチクリさせる美奈兎。

「もちろん、最終的に解決できるかどうかはあなたたち次第だけど、そこまでの道案内くらいならしてあげられると思うんだ」

「で、でも……」

「困ってる生徒を放っておくわけにはいかないからね。これでも一応、この学園の生徒会長なんだから」

　言って、シルヴィアは悪戯いたずらっぽく片目を閉じた。
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　翌日の放課後、美奈兎はシルヴィアに指定された場所──ツインホールのエントランス前にチーム・赫かぐ夜やのメンバーを集めた。

　何をどう説明しても信じてもらえないと思ったので、ほとんど事情は話していない。何しろ当の美奈兎本人が、昨夜のことは夢だったのではないかとまだ疑っているのだ。朝起きてから五回は頰ほおをつねったくらいに。

「……それで、これから一体どうするつもりですの？」

　すでにメンバー全員が集まっているのにそわそわしているだけの美奈兎を見て、ソフィアが訝いぶかしげに眉を寄せる。

「ええっと、それは……」

「まさか、なんの策もなく理事長に直じか談だん判ぱんなどと考えているわけではありませんわよね？」

「いえ、そうじゃなくてですね、あの……」

　と、そこへ。

「お待たせー。ごめんごめん、少し遅れちゃったかな？」

　高等部校舎の方から手を振りながら現れたのは、夢ではなく本物のシルヴィア・リューネハイムだった。

「はい……？」

「え……？」

「ふぇ……？」

　その姿を見たソフィア、柚ゆず陽ひ、ニーナの三人が、昨日の美奈兎同様ぽかんとした顔で立ち尽くす。

　他の二人はともかく、柚陽のこんな表情は珍しい。

「シ、シ、シ……シルヴィア・リューネハイム!?」

　最初に我に返ったのは──失礼ながら──意外なことにソフィアだった。愕がく然ぜんと目を見開きながら、素すっ頓とん狂きような声を上げて後ずさる。

「お久しぶり、フェアクロフ先輩」

　そんなソフィアに、シルヴィアはにっこりと微笑ほほえみかけた。

「うぐっ……！　ご、ご無ぶ沙さ汰たですわね、シルヴィア」

「えっ？　もしかして、ソフィア先輩ってシルヴィアさんともお知り合いなんですか？」

　美み奈な兎とがそう訊たずねると、ソフィアはぷいっとそっぽを向いてしまう。

「む、昔、公式序列戦で一度剣を交えたことがあるだけですわ！」

「うん、さすがの剣技だったよ」

「へぇー……」

　理事長の時もそうだったが、やはりソフィアは元《冒頭の十二人ページ・ワン》だけあって随分と顔が広い。

「お初お目にかかります、《戦律の魔女シグルドリーヴア》。蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひと申します」

　するといつの間にかすっかりいつもの穏やかな笑顔に戻った柚陽が、いつも通り落ち着いた様子で丁寧に一礼する。

「うん、初めまして柚陽ちゃん。聞いてるよ、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの使い手ということは、綾あや斗とくんの知り合いなんでしょう？」

「あら、リューネハイムさんは綾斗さんをご存ぞん知じなのですか？」

「ふふっ、まあちょっとね」

　意外そうな顔で柚陽が口元を押さえると、シルヴィアは意味深な笑みを浮かべつつそうはぐらかした。

「……あれ？　でもどうしてシルヴィアさん、柚陽の流派を知ってるんですか？」

　チーム・メルヴェイユ戦以降、チーム・赫かぐ夜やの注目度は急速に高まっている。

　元より（悪い意味で）知名度のあった美奈兎と、かつての《冒頭の十二人》であるソフィア、四十七位とはいえ在名祭祀書ネームド・カルツに名を連ねているニーナの三人はある程度名前や情報が知られていたが、ほとんど無名だったクロエと柚陽は一躍注目の的となってしまった。しかも当のクロエが姿を消してしまったせいで、そうした視線を柚陽が一身に集めることになってしまったのだ。

　ところが、そうした外部に対して柚陽は笑顔でやんわりと──しかし、有無を言わせぬ迫力で一切の詮索を断っていた。曰いわく、「隠したいわけではありませんが、先方に迷惑がかかるかもしれませんので」とのこと。

　そうしたこともあって、柚陽の流派を詳しく知るものはかなり限られているはずなのだが……。

「まあほら、私はこれでも生徒会長だからいろいろ情報は耳に入ってくるんだよ。それに……綾あや斗とくんのことは少し調べていたところだったからね」

「ふえー、さすが……」

　アスタリスクの生徒会長が持つ権力の強さは各学園ごとに異なるものの、その中で最もお飾りに近いとされているのがこのクインヴェールだ。それでもやはり一般生徒とは比べ物にならない力を持っているらしい。

「とまあ、そんなことはさておき、あとは……」

　シルヴィアはそう言うと、残った一人──ニーナに視線を向けた。

「ぴっ……!?」

　ソフィアのそれとはまた違う奇妙な声を上げて、ニーナが美み奈な兎との後ろに隠れる。

「こんにちは、ニーナちゃん」

　ニーナの性格を考えれば仕方ないとはいえ、明らかに礼を失した態度だ。

　それでもシルヴィアはまるで機嫌を損ねた様子もなく、目線をニーナに合わせて陽光のような笑顔で言った。

「チーム・メルヴェイユとの試合、見てたよ。最後のフィニッシュシーン、あのギリギリの場面でよくがんばったね」

「──っ！」

　その言葉に、ニーナの表情がぱぁっと明るくなる。

「あ、ありがとう……」

　もごもごと小さい声でそれだけ返すニーナの頭にぽんと優しく手を置いてから、シルヴィアは再びぐるりと一同を見回した。

「さて、と……それじゃ行きましょうか。なんだかギャラリーも集まってきちゃったみたいだし」

　言われて見れば、美奈兎たちを取り巻くようにして学生たちが集まってきている。もっともシルヴィアはツアーやイベントなどで学園にいることのほうが少ないくらいなので、こうなるのも当然と言えば当然だ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいな。行くってどこへですの？　そもそも、どうして美奈兎さんとシルヴィアが……」

「あれ？　何も説明してないの？」

　困惑を隠せないソフィアを見て、シルヴィアが美奈兎にそう言った。

「あはは……いや、なんて説明したらいいのかわからなくて……」

「ふーん……まあいいか、別にそう大したことじゃないよ。あなたたちを、クロエ・フロックハートのところへ連れて行ってあげるってだけ」

　シルヴィアがさらりとそう言うと、ソフィアたち三人は再びぽかんとした顔で固まった。
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「ツインホールの地下は、こんな風になっていたのですね……」

　塵ちり一つ落ちていないがどこかうら寂しい通路を歩きながら、柚ゆず陽ひが物珍しそうに言った。

「このあたりは普通の学生が簡単に入れるような場所じゃないからね。特にここはベネトナーシュ専用のエリアだし」

　先頭を行くシルヴィアが、振り向くことなくそう答える。

　実際、ここに到いたるまでには何重ものセキュリティチェックがあったのだが、シルヴィアの胸にある校章が認証されるとほとんど全てのチェックがフリーパス状態で通り抜けることができた。

　人の姿は滅めつ多たになく、稀まれに見かけたとしても学園の職員らしき人ばかりだ。

　そのまま迷路のような通路を進んでいくと、やがて両サイドの壁面にずらりと扉が並ぶ一角へと辿たどり着ついた。

「えーと、Ｎ３０８だから……ああ、ここかな」

　小さめの空間ウィンドウを展開して何やら調べながら進んでいたシルヴィアが、一つの扉の前で立ち止まる。

「はい、到着」

「ここにクロエが……？」

　美み奈な兎とはごくりと唾を飲み込んだ。後ろに立つ仲間を見ると、無言でうなずいてくれる。

　一度瞳を閉じて心を落ち着かせ、意を決して扉をノックすると、しばらくしてブラックアウト状態の空間ウィンドウが開いた。

『……はい』

　その声はまさしくクロエのもので、途端に抑えが利かなくなる。

「クロエ！　あたし、美奈兎だよ！」

『……！』

　空間ウィンドウの向こうから、動揺する気配が伝わってくる。

『美奈兎……？　どうしてあなたがここに……？』

「その前に、ここを開けてクロエ！」

『だ、だけど……』

「いいから！」

　美奈兎の勢いに押されるようにして、扉が開く。

「クロエ！」

　次の瞬間、美奈兎は部屋へ飛び込んでいた。

　ベッドに腰掛けていたクロエが驚いた顔で立ち上がろうとするが、それよりも早く美み奈な兎とが抱き付き、そのまま二人してベッドへ倒れこむ。

「クロエの馬鹿！　事情があるのはわかったけど、それにしたってあんな別れ方じゃ納得できないよ！　あのまま本当に会えなくなってたら、一生恨んでたんだからね！」

「……こんなところまでやってきて、第一声がそれ？」

　馬乗りになる形で涙を浮かべる美奈兎に、困ったような苦笑で応えるクロエ。

「はぁ……一応、ごめんなさいと言っておくわ。確かに、もう少しちゃんと話しておくべきだったかもしれないわね」

「そうだよ！」

　ごしごしと目を擦り、美奈兎は頰ほおを膨らませながらうなずいた。

「それにしても、一体どうやってここまでやってきたの？　いえ、そもそもどうしてここに私がいると……」

　クロエは視線を扉の方へ向けると、そこに立つ人物を見て啞あ然ぜんとした声を漏らした。

「シルヴィア・リューネハイム……！」

「元気そうでなによりね、クロエ」

「なるほど……あなたの差し金だったの」

　そして全て合点がいったとばかりに、息を吐く。

「差し金とは心外な言い方だなあ。少しお節介を焼いただけなのに」

　どうやらクロエとシルヴィアも面識があるらしい。

「まあいいわ。それじゃ用件を聞きましょうか、美奈兎。私に文句を言いに来たわけでもないのでしょうし」

「用件も何も、クロエを連れ帰りにきたんだよ！」

　美奈兎がそう言うと、クロエはやっぱりとでも言いたげに右手でその額を押さえた。

「あのね、美奈兎。ここにやってきたということは、もう私の正体も事情も知っているのでしょう？　だったら私がここから出て行くことができないことも、わかっているはずよね？」

「そんなの関係ない！」

　美奈兎はきっぱりとそう言った。

「関係ないって、そういうわけには……」

「クロエがもうあたしたちと一緒に闘いたくないって言うなら、諦める。でもそうじゃないなら──もしクロエが少しでもあたしたちと一緒にいたいと思ってくれてるなら、何があってもここから連れ帰る！」

「そんな無む茶ちやな……」

「無茶でもやるの！　だから教えてクロエ！　理事長もベネトナーシュも関係ない、あなた自身の気持ちを！」

　美み奈な兎とがそう言ってクロエの肩に手をかけると、クロエは逃げるように視線を逸そらす。

「それは……」

　それでも美奈兎はただまっすぐにクロエを見つめ続ける。

「はぁ……」

　やがてクロエは根負けしたように溜ため息いきを吐つくと、今まで一度も見たことがないような穏やかな目で美奈兎を見返した。

「わかった、降参よ。そうね……私も、あなたたちと一緒にいたいのだと、そう思うわ」

「……なんでそんな他ひ人と事ごとみたいな言い方なの？」

「そんなの……恥ずかしいからに決まってるでしょ」

「うわ！　クロエかわいい！」

　ぷいっと顔を背けるクロエに、感極まった美奈兎が再度抱き付こうとしたその時──

「クロエさん！」

「クロエー！」

　今まで黙って成り行きを見守っていたソフィアとニーナが、美奈兎諸もろ共ともに抱き付いてきた。ニーナの瞳は涙で潤うるみ、ソフィアにいたってはすでに涙で顔がぐしょぐしょだ。

「ちょ、ちょっとあなたたち……！　苦しいから……！」

「あははは！」

　美奈兎も笑いながら、二人と一緒にクロエを抱きしめる。

　二度と離すもんかというくらい、力いっぱいに。

「ちょ、ちょっと柚ゆず陽ひ、なんとかしてちょうだい……！」

　たまらず柚陽に助けを求めるクロエに、柚陽はにこやかな笑顔で応えた。

「まあ、せっかくですから甘んじて受けるべきかと」

「そんな……」

　──だが、しかし。

「なるほど、麗しい友情ですね。私としても、あなたにこのような友人ができたことは嬉うれしく思いますよ、クロエ」

　唐突に響いたその無機質な声に、その場の空気が一気に凍りついた。

　美奈兎が目を遣やれば、部屋の入り口にはクインヴェール女学園理事長ペトラ・キヴィレフトの姿。

「……あなたにはあとで話があります。わかっていますね、シルヴィア」

「はーい」

　ペトラはバイザーグラスに覆われた顔を脇わきに立つシルヴィアに向けてそう言った後、改めて美奈兎たちに向き直った。

「ただし、残念ながらクロエをここから出すわけにはいきません。理由はすでに説明した通りです」

「……」

　ペトラの声には一切の反論を許さないような強い圧力がこもっていたが、美み奈な兎とはそれをものともせずにペトラの前へと進み出た。

「どうしました？　まさか、力ずくでクロエを連れ出すつもりというわけでもないのでしょう？」

「あたしだって、そこまで馬鹿じゃありません」

「でしたら嘆願ですか？　生あい憎にくと、何を言われても私は──」

　そう言いかけたペトラの声を遮るように、美奈兎は言った。

「いいえ、理事長。これは交渉です」

「……交渉？」

　訝いぶかしげに美奈兎を見下ろすペトラに、美奈兎は臆さずに続ける。

「クロエは理事長に……このクインヴェールにお金で買われてきた。だからその金額分、この学園に奉仕し、貢献しなければならない……そうなんですよね？」

「ええ、その通りです」

「だったらそれと同等以上の貢献を、クロエが別の形で賄えば問題ない──そういうことでしょう？」

「別の形……？」

　まだ理解できないといった顔のペトラに、美奈兎は堂々と胸を張って言った。

「──はい、《獅鷲星武祭グリプス》の優勝です！」
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「……《獅鷲星武祭グリプス》の優勝？」

　ペトラの声は憮ぶ然ぜんとした、そしてやはり冷たいものだった。バイザーグラスの奥で、その瞳が美み奈な兎とを馬鹿にするように睨にらんでいるのがわかる。

「そうです。もし優勝できたなら、その時はクロエを自由にしてもらえますか？」

　それでも美奈兎が負けずに睨み返すと、ペトラは聞き分けのない子どもを前にしたように肩を竦すくめてみせた。

「はぁ……お話になりませんね」

「どうしてですか！　チームの優勝は十分な貢献じゃ……！」

　確かにクインヴェール女学園はアスタリスクの六学園中唯一、《星武祭フエスタ》の総合成績を重視しない方針を採っている。しかし、だからといって《星武祭》そのものを蔑ないがしろにしているわけではない。

　クインヴェールにとって《星武祭》とは学生を売り出すための舞台であり、学生はそこで得た評価を最終的に学園へ還元することになるからだ。クインヴェールはその割合が他の学園とは比較にならない。

　だが。

「理由を言わなければわかりませんか？　その話を飲んだところで我々には損とリスクしかないからです」

　ペトラはあっさりとそう言った。

「まず客観的に見て、あなた方が《獅鷲星武祭》で優勝する可能性は極めて低いと言わざるを得ません。それは理解できますね？」

「う……は、はい……」

　美奈兎もさすがにここで強弁できるほど自分たちが見えていないわけではない。

　サンドラたちチーム・メルヴェイユとの闘いも、もし相手が最初から勝ちに徹していたら、美奈兎たちが勝利できたかどうかは怪しいところだ。

「仮にあなた方が優勝できたとしたなら、まあそれはよいでしょう。契約上、クロエには《星武祭》で優勝しても願いを叶かなえてもらう権利はありませんが、確かに《獅鷲星武祭》優勝という貢献そのものは彼女を自由にしてあげるだけの価値があるものです。ただし、それはあくまでクロエの身柄との交換であり、我々にとっては差し引きゼロでしかありません」

「それは……」

「そしてクロエが表舞台で闘うということは、その能力を曝さらけ出だすということに他なりません。そうなればクロエはベネトナーシュとして我々が求める任務を遂行することが困難になるでしょう。それは我々クインヴェール女学園にとって大きな──とても大きな損失なのです」

　ペトラの声に、怒りにも似た感情が篭こもる。

「わかりますか？　我々にとっては、クロエが《星武祭フエスタ》に出場した時点で損失が確定するのですよ。彼女の能力は非常に貴重で、替えがきくようなものではないのです」

「ぅ……」

　その冷徹な理屈の壁とペトラの言葉に秘められた迫力に、美み奈な兎とは一歩後ずさった。

　と。

「──つまり、最低限その分の担保を用意しろと？」

　そんな美奈兎の代わりに柚ゆず陽ひが一歩前へ進み出て、そう言った。

「ええ、そうですね。それを用意できるというのであれば、考えてあげてもいいでしょう。ただ──」

　ペトラはそう言うと、空間ウィンドウを展開して何やら操作を始める。

「クロエの能力を過去の実績から評価し、以後卒業までに彼女がもたらすであろう利益を金額に換算した場合……そうですね、ざっとこれくらいになりますか」

「んなっ……!?」

　くるりと回転した空間ウィンドウに表示された数字──そこに並んだゼロを八個まで数えたところで美奈兎は卒倒しそうになった。

　とてもではないが、逆立ちしたところで払えるような金額ではない。半世紀かけてローンを組んでもらっても無理だろう。

「ズ、ズルい……！　だって、そんなの理事長の好きな金額にできるもん……！」

「おや、信用がありませんね」

　ニーナがソフィアの背中に隠れながらもそう言うと、ペトラは心外と言いたそうにバイザーの奥の眉を寄せる。

「うーん……細かい計算まではわからないけど、総額としては私から見ても結構妥当な数字だと思うけどなー、これ」

　すると今まで黙って成り行きを見ていたシルヴィアが、まじまじと空間ウィンドウを覗のぞき込こみながら言った。

「ちょ、ちょっと、あなたはどちらの味方なんですの！」

「まあまあ」

　嚙かみ付ついてくるソフィアを軽くいなしつつ、シルヴィアがペトラの前に立つ。

「さすがに物の道理がわかりますね、シルヴィア」

「うん──でもペトラさん、相変わらず妙なところで誠実だよね。それこそニーナちゃんが言ってたみたいに、こんなのいくらでもごまかせたのに」

　言って、シルヴィアはにんまりと笑った。

「これくらいなら、私でも払えちゃうよ？」

「なっ!?」

「ええっ!?」

　その言葉に、美み奈な兎とたちはおろかペトラまでもが驚きよう愕がくの声を上げる。

　シルヴィアは確かに世界的なトップアイドルとして圧倒的な人気と評価を得ているものの、普通に考えれば先ほどの金額は到底個人が──ましてや一学生が支払えるようなものではなかったはずだ。

　どうやらシルヴィアがいる世界は、美奈兎の想像も及ばない領域らしい。

「何を……言い出すのですか、シルヴィア」

「もちろん、無条件ってわけじゃないけどね」

　シルヴィアはそう言うと、啞あ然ぜんとしているクロエの耳元で何事か囁ささやく。

「え……っ？」

　クロエが目を見開き、シルヴィアの顔を見てぽかんと口を開いた。

「さあ、どうするクロエ？　決めるのはあなた自身だよ」

「わ、私は……」

　シルヴィアに何を言われたのかはわからないが、クロエの顔には見たこともないような困惑の表情が浮かんでいる。

　シルヴィアがクロエにだけ伝えたということは、そこは美奈兎たちが踏み込める話ではないのだろう。だとしたらもはやシルヴィアを信じるしかない。

「クロエ……！」

　だからこそ、美奈兎はクロエの手を強く握った。

「美奈兎……」

　そんな美奈兎を見るクロエの目には、ありありと逡しゆん巡じゆんが滲にじんでいる。

「別に迷う必要なんてないでしょ？　ようは、あなたがどれだけ美奈兎ちゃんたちと一緒にいたいと思っているのかなんだから」

　シルヴィアが諭さとすように、柔らかく微笑ほほえみながら言った。

「もし私が出した条件がそれに釣り合わないっていうのなら断ればいい。だけど……もしあなたが踏み出すことにただ竦すくんでいるだけだとしたら、それはきっと後悔しか生まないよ？」

「っ！」

　まるで心の中を見透かされたとでも言うようにクロエが声にならない声を発し、シルヴィアを見返す。そしてゆっくりと視線を美奈兎に、それから柚ゆず陽ひ、ソフィア、ニーナへと向け──それは最後にペトラへと据えられた。

「……」

　クロエはペトラの無言の圧力に一瞬目を伏せそうになったが、しかし意を決したようにぎゅっと美み奈な兎との手を握ってくる。

「……申し訳ありません、理事長。私は……私はどうしても彼女たちと一緒に、《獅鷲星武祭グリプス》を闘ってみたいのです」

　声をわずかに震わせながらも、クロエがきっぱりとそう言い放つ。

「……そうですか」

　ペトラは溜ため息いき混じりに短くそう答えた。

「それじゃ私との交渉は無事成立ってことかな？」

　対照的に朗らかな顔でクロエに手を差し出してきたのはシルヴィアだ。

　クロエはその手を取りつつ、小さくうなずいた。

「ええ、どういうつもりかはわからないけれど、あなたの提案を受け入れるわ」

「おっけー、だったら私も担保金を負担してあげる。ペトラさんも、まさか自分で提示した金額なんだから嫌とは言わないよね？」

「……あなたは一体何を考えているのです、シルヴィア」

「ふふっ、私は私なりにこの学園のことを考えてるだけだよ」

　ペトラのバイザーグラス越しの睨にらむような視線にまるで怯ひるむことなく、シルヴィアがさらりと答える。

「ペトラさんとは違う形で、ね」

「……」

　ペトラはしばらく無言のままシルヴィアと睨み合っていたが、やがてペトラのほうからそれを崩した。

「──わかりました、不本意ではありますが仕方ありません。もう一つ、私の出す条件をクリアできたなら、それを認めましょう」

「もう一つの条件……？」

　ごくりと美奈兎が唾を飲み込む。

「ええ、チーム・ルサールカを相手に勝利してみせることです」

「ル、ルサールカ……!?」

　シルヴィアを除いたチーム・赫かぐ夜やの全員が息を飲んだ。

　さすがに美奈兎もその名前は知っている。現在このクインヴェール女学園においてシルヴィアに次ぐ知名度と人気を誇るガールズロックバンド。そしてなにより、前回の《獅鷲星武祭》でベスト八に入ったクインヴェールの最強チームだ。

　サンドラたちチーム・メルヴェイユもこのルサールカ打倒を宣言していたが、逆に言えばそうするだけの意味を持った名前だとも言える。

「《獅鷲星武祭グリプス》で優勝するというのでしたら、これくらいはクリアしてもらわなければ話にならないでしょう？」

「んー、そうだね。確かにあの子たちに勝てないようじゃ、優勝なんて無理な話だし」

　シルヴィアも、ペトラの言葉にうんうんとうなずいている。

「ですから、あなたはどちらの味方なんですの！」

「あははー」

　ソフィアがそう激げき昂こうするが、やはりシルヴィアはそれを華麗にスルー。

　一方で、美み奈な兎とは何も言わずにクロエの顔を覗のぞき込こむ。

　クロエが黙ったままうなずくのを確認し、大きく息を吸ってから答えた。

「わかりました……その取り引き、受けて立ちます！」





　　　　＊






　──一週間後、トレーニングホール。

「はぁああっ！」

「……甘いですわね！」

　真正面から繰り出した美奈兎の拳は、しかしソフィアの剣に容易たやすく受け流された。

「ほらほら、力が入りすぎですわよ」

　思わず蹈鞴たたらを踏んだ美奈兎の足元を、尋常ではない速度の剣けん閃せんが払いのける。

「うわわっ！」

　前のめりに転びそうになったところを転回の要領で跳んで堪え、着地と同時に背後を振り向くが、すでにそこにソフィアの姿はない。

「残念、チェックメイトですわ」

　と、真横から聞こえてきたその声に、美奈兎はようやく喉元に突きつけられた剣先を認識した。

「──はい、そこまでです」

　審判である柚ゆず陽ひの宣言を受け、美奈兎はへなへなと床に座り込む。

「ふぃ～……やっぱり強すぎですよ、ソフィア先輩」

　正直に言って、今まで美奈兎が見てきたソフィアとはまるで別人だ。

「そ、それほどでもありませんけれど……」

　満更でもない様子のソフィアの手には、威力を最弱に設定した剣型の煌式武装ルークス。これならば、どうやっても相手に怪け我がをさせることはありえない。

　つまり人を傷つけることができないソフィアでも、本来の実力に近いところまで力を発揮できるというわけだ。ただ、これでも意識的にブレーキをかけてしまっている部分はどうにもならず、やはりまだ全力を出し切るというわけにはいかないようだが。

「……普段からずっとそれで闘えばいいのに」

　壁際で見学しているニーナがそうつぶやく。

　美み奈な兎とも同意見ではあるものの、そうもいかないのが悲しいところで、最弱に設定された煌式武装ルークスでは校章を破壊することもできないのだ。また、通常の威力の煌式武装とぶつかり合えば力負けしてしまう。とても試合で使えるようなものではない。

「まあ、私わたくしの実力はともかくとして……美奈兎さん」

「えっ、な、なんですか？」

　ずいっと顔を寄せてくるソフィアに、座ったまま後ずさる美奈兎。

「どうにも集中力が足りませんわよ。本来のあなたなら、もう少し善戦できるはずですのに」

「う……」

　集中できていない自覚はあっただけに、言葉に詰まる。

「クロエさんのことが気にかかっているのですね？」

「……うん」

　柚ゆず陽ひに図星を指された美奈兎は素直にそれを認めた。

　あれから一週間。

　すでにクロエはあの地下から寮へと戻り、自由に行動できるようになっている──はずだった。

　ところが今もなお授業は欠席したまま一度も顔を出さず、美奈兎たちに対しても連絡こそあるものの直接顔を合わせるということがない。

「シルヴィアさんとの約束を果たすのに、しばらく手が離せないってことだったけど……やっぱり気になっちゃうよ」

「それは私わたくしだって気になることは気になりますけれど……クロエさんはこうしてちゃんと練習メニューも考えてくれているわけですし、それに身が入らないほうが問題じゃありませんの？」

　そう言ってソフィアが開いた空間ウィンドウには、びっしりと細かなトレーニングメニューが表示されている。最弱設定の煌式武装を使ったソフィアとの近接戦闘特訓も、その一つだ。

　ペトラが提示したルサールカとの対戦は、多忙であるルサールカのスケジュールを考慮して年明けということになった。

　まだまだチームとしての経験が少ない美奈兎たちとしては、先であればあるに越したことはないので、正直助かったとも言える。

　とはいえ、あのルサールカを相手にするのだから、時間はいくらあっても足りないのが実際のところだ。

「そうですね。私も今は目の前の練習に集中されるべきかと」

　柚ゆず陽ひもソフィアの言葉にうなずく。

「うー、でもやっぱり……」

　それでも美み奈な兎とがぐじぐじと言っていると。

「あー、いたいたいた！」

　突然そんな素すっ頓とん狂きような声を上げながら、トレーニングホールにチェルシーが息を切らして駆け込んできた。

「あれ、チエちゃん？　どうしたの？」

　確か今日は例のカフェ『マコンド』でバイトだったはずだ。

「どうしたもこうしたもないってば！　ほら、これ見てこれ！」

　そのチェルシーの剣けん幕まくに顔を見合わせた赫かぐ夜やの一同は、何事かと首を捻ひねりつつ集合する。

　チェルシーはそんな美奈兎たちの前で空間ウィンドウを開くと、ぐっと身を乗り出して言った。

「一体全体、彼女に何があったの？」

「何って……」

　さっぱり意味がわからないまま、空間ウィンドウに目を向け──

「え……？」

「は……？」

「あら……？」

「ふぇ……？」

　そこに映し出されていた光景に、美奈兎もソフィアも柚陽もニーナも全員が固まる。

　どうやら記者会見か何かの様子らしい。テロップには『新たなる歌姫、衝撃のデビュー』と表示されている。

　が、問題はその中央に立つ、その新たなる歌姫とやらだ。

「ク、クロエ……？」

　美奈兎が口をぱくぱくとさせながら、なんとかそれだけ搾しぼり出だす。

　シックで蠱こ惑わく的てきな衣装に身を包んだ美び貌ぼうの少女は、紛まごうことなくクロエ・フロックハートその人だった。

「……」

　たっぷりと十秒以上、まるで時間が止まったような沈黙がその場を支配する。

「ええええええええええええええええええええ!?」

　やがて、驚きよう愕がくに満ち満ちた赫かぐ夜やメンバーの声がトレーニングホールに響き渡った。





　　　　＊






「……さて、これはどういうことなのか、ちゃんと説明していただけるのでしょうね、クロエさん？」

　いつの間にか美み奈な兎とたちの指定席となったマコンド最奥のテーブル席で、ソフィアは周囲に数個の空間ウィンドウを展開させながら、ようやく美奈兎たちの前へ顔を見せたクロエに向かってずいっと迫った。

「ですから、それは以前お話ししたように……」

　──気が付けば、季節はすでに初冬の十一月。

　湖上を吹き抜けて都市を巡る風は日々冷たさを増し、外出には厚手の上着が必要になってくる頃合だ。

　だというのに、クロエは──実に珍しいことに──薄うっすらと汗を浮かべながら、そんなソフィアから逃げるように視線を逸そらしていた。

「もう一度、ここでしっかりとご説明願いますわ！」

　ソフィアはそんなクロエに展開していた空間ウィンドウを突き付ける。

「一体全体、どうしてこんな事態になっているんですの？」

　その空間ウィンドウに映し出されているのは大手サイトの芸能ニュースからゴシップ記事まで様々だが、扱われている内容は皆同じだ。『ミステリアスな超新星クロエ、鮮烈デビュー！』『突如として現れた新たな歌姫の謎めいた素顔に迫る！』『クールな美び貌ぼうのアイドルが、ヒットチャートを席せつ巻けん！』などなど、どれもアイドルとしてのクロエを特集したものばかりだった。

「……ですから、本当に私にもわからないんです。私は彼女に──シルヴィア・リューネハイムに言われた通りにしているだけで」

　盛大に溜ため息いきを吐ついたクロエは、そう言って力なく首を横に振る。

　クロエが言うには、あの日シルヴィアが担保金を負担する代わりに持ちかけてきた条件……それこそが、クロエが新たな歌姫としてデビューすることだった、らしい。そのためのお膳立ても全てシルヴィアが手配したということだった。

「ですが、それはシルヴィアさんにとってどのようなメリットがあるのでしょう？」

　たおやかに首を傾かしげながらそう言うのは柚ゆず陽ひだ。

「それは本人に聞いてほしいわね。彼女の意図は、私にもさっぱりよ──もっとも、またしばらく仕事でこちらには戻ってこないみたいだけれど」

「いくら世界の歌姫とはいえ、あの金額をただの道楽で支払うとは思えませんけれど……」

　同じように怪け訝げんそうな顔で首をひねるソフィア。

　理事長がクロエの担保金として提示した金額は、気まぐれや単なる同情などで容易たやすく支払えるようなレベルではなかった。

　シルヴィアがどれだけ稼いでいるのかは知る由もないが、ほとんど縁もゆかりもないような相手にぽんと出せるものではなかったのは間違いない。

「……クロエからは、聞いてみなかったの？」

「当然真っ先に訊たずねてみたわ。でも、笑ってはぐらかすばかり」

　ニーナからの問い掛けに、クロエはお手上げとばかりに小さく手を上げて見せる。

「まあまあ、細かいことはいいじゃん！　こうしてクロエが無事戻ってきてくれたんだしさ！」

　そんな中、ずっとにこにこと満面の笑みを浮かべていた美み奈な兎とは、隣に座るクロエの腕に抱き付きながらそう言った。

「……本当にあなたは単純ですわね、美奈兎さん。もしシルヴィア・リューネハイムがなにかよからぬことを企たくらんでいたらどうしますの？」

「それはないよ。だって、シルヴィアさん、いい人だもん」

　きっぱりと断言する美奈兎に、ソフィアはがくりと肩を落とす。

「はぁ……わかりましたわ。一ひと先まずこの件は置いておくとしましょう」

「ね、ね、それよりクロエの曲、あたしも買ったんだ！　すっごく良かったよ！　なんか、こう……上う手まく言えないけど、とっても綺き麗れいだった！」

「あ……じ、実はわたしも……！」

　美奈兎が携帯端末を差し出すと、負けじとニーナも同じように割って入ってきた。

　そんな二人を見てクロエは呆あつ気けにとられたような顔をしていたが、やがて少しだけ表情を柔らげると、小さな声でつぶやく。

「そう……あ、ありがとう」

　それを聞いた美奈兎とニーナが顔を見合わせ、笑みを交わしていると。

「あら、それなら私もちゃんと購入しましたよ」

「わ、私わたくしだって……！」

　柚ゆず陽ひとソフィアも揃そろって携帯端末を取り出して見せた。

「ぅ……」

　クロエは見るからにたじたじで、押されっぱなしだ。

「でもでも、本当にこのままクロエがシルヴィアさんみたいなトップアイドルになっちゃったらどうしよう！」

「う、うんうん！」

　まだクロエはデビュー曲を発表したばかりで、その人気もあくまで新人としてのものでしかないとはいえ、勢いと注目度はかなりのものだ。

「曲もしっとりとしていてクロエさんの雰囲気に良く合っていましたね。このプロモーション映像もあちこちで見かけますし」

　柚ゆず陽ひが新しく空間ウィンドウを開くと、ボリュームを抑えたクロエのＰＶ映像が流れ出した。霧に包まれた森の中をクロエがゆっくりと歩く姿は幻想的で、何度見ても美み奈な兎とはうっとりとしてしまう。

　ちなみにクインヴェールにおける「アイドル」とはいわゆる女性アーティスト全般を指し、その範囲は旧時代のそれより格段に広い。

「確かに素敵な曲だと思いますけど、ただ少しシルヴィアの曲に似ていたような……」

「──それは当然ね。この曲はシルヴィアが作詞作曲したものだし、そもそも私をプロデュースしているのは彼女本人だもの」

　クロエがさらりとそう言うと、一瞬その場がしんと静まり返った。

「えええええええええええ？　シルヴィアさんの曲!?　ってゆーか、シルヴィアさんがプロデュース!?　そ、そんなの初耳だよ！」

「そ、それを発表すれば、もっとばーんて売れたりするんじゃ……!?」

　直後、美奈兎とニーナががばっと身を乗り出してまくし立てるが、クロエは困ったような苦笑を浮かべて首を横に振る。

「それも条件の一つなのよ。決して彼女の名前を出さないこと。……本当に、なにを考えているのだか」

　そしてクロエはそこまで言うと、少しだけ寂しそうに微笑ほほえんだ。

「だから申し訳ないけれど、美奈兎たちの期待には応えられそうもないわ」

「え？」

「こうして今私が騒がれているのは、全てシルヴィアのお膳立てがあってのものよ。それはもちろん、この見てくれが多少プラスに働いているのは事実でしょうけど、借り物の歌では本物には決して敵かなわないわ」

　まるで他ひ人と事ごとのように言うクロエは、最初からわかっているといわんばかりだ。

　見てくれというのは、クロエ自身の容姿のことだろう。

　見目麗しい美少女ばかりを集めたこのクインヴェール女学園においても、クロエの容姿は際立っていると言わざるを得ない。

　聞けばベネトナーシュとしての任務に支障が出ないよう、常日頃から目立たず気配を消すようにしているらしいが、それでも少しでも注視すればすぐにそれとわかるくらいの美少女っぷりなのだ。

「借り物……で、でもでも、歌だってちゃんと練習すれば……」

　食い下がるニーナに、諭さとすようにクロエが言う。

「違うのよ、ニーナ。確かに練習をすれば技術は上達するでしょう。でも、そういうことじゃないの。私には……歌いたいという気持ちが、そこに込めて伝えたいという想おもいがないのよ」

「あぅ……」

　黙りこむニーナの隣で、美み奈な兎ともしゅんと肩を落とす。気持ちは同じだったからだ。

　クロエの歌は、つい先日まで素人だったとは思えないほど上う手まかった。それは間違いない。

　ただ──シルヴィアやルサールカたちクインヴェールでトップを走る彼女たちのそれと比べた時、なにかが足りないように感じられたのもまた確かだった。

「そう遠からずこの騒ぎは収まり、私は忘れ去られることになるでしょうね。──さあ、これでこの話はおしまい。それよりも、トレーニングホールに行って練習を始めないと」

　ぱんぱんと手を叩たたいてクロエが席を立ち、他のメンバーも一度顔を見合わせた後、仕方なく腰を浮かせる。

「あ……」

　タイミングを逸した美奈兎は、言葉にしかけたその考えを仕方なく胸の中へとしまいこんだ。

（……確かに今のクロエには歌いたい想いがないかもしれないけど、でも、もしいつかそれが……クロエ自身が変わったなら……？）

「ほら、美奈兎さん、行きますわよ」

「あ、うん……！」

　置いていかれそうになった美奈兎は、慌てて皆の後を追った。




「──さて、それじゃ訓練開始……といきたいところなのだけれど、その前に皆、私が出した個別メニューはこなしてくれたかしら？」

　トレーニングホールに集まった美奈兎たちをぐるりと見回しながら、改めてクロエがそう言った。

「ああ、うん、それはもちろん。でも、ちょっと疑問なんだけど……」

　クロエがいない間、美奈兎たちは指示されていた訓練メニューをこなしてきたのだが、その内容に違和感を覚えなかったと言えば噓うそになる。

　それはおそらく美奈兎だけではなく、他のメンバーも同じだろう。

「なにかしら？」

「これって、次のルサールカ戦に向けての訓練メニューだったんだよね？　でも、あたしとソフィア先輩は近接戦闘訓練、柚ゆず陽ひは射撃訓練、ニーナちゃんは能力の精度向上……どれも個別の訓練ばっかりで……その、連係攻撃とかそういうチームプレイの練習はしなくていいのかなって」

「当然、連係の訓練もするわ。でもそれはあくまで《獅鷲星武祭グリプス》に向けてのものであって、対ルサールカではないけれど」

「え？　それってどういう……」

　美み奈な兎とが首を傾かしげると、クロエは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「ルサールカとの試合まで、あと二ヶ月もないのよ？　その間に身につけられるような付け焼刃の連係が、彼女たちに通用すると思う？」

「う……そ、それは……」

　確かにルサールカは実質的にクインヴェール最強チームと言っても過言ではない。生半可な攻撃では話にもならないだろう。

「でもそれでは、クロエさんが以前おっしゃっていた構想から外れるのではないでしょうか？　我々の力を組み合わせることで、試合を勝ち抜く……そういうお話だったと思うのですが」

　柚ゆず陽ひがそう指摘すると、クロエは小さくうなずいた。

「そうよ。だから、その組み合わせ部分を私が補ってあげるわ」

「補う……？」

　きょとんとするソフィア。

「実際に体感してもらったほうが早いでしょうね。それじゃあ……美奈兎と柚陽、ソフィア先輩とニーナのタッグで今から模擬戦をやってみて」

「と、突然だね……まあ、それはいいけど……」

　言われるがまま、二組のタッグに分かれて向かい合う。

「ルールは《鳳凰星武祭フエニクス》に準じて、タッグ両名の校章が壊れた時点で敗北よ」

「了解っ！」

　とにもかくにも、模擬戦とはいえいざ試合となれば気を抜くわけにはいかない。

　美奈兎はナックル型の煌式武装ルークスを起動させると、それを打ち合わせながら横に立つ柚陽に微笑ほほえんだ。

「それじゃ柚陽、よろしくね！」

「こちらこそ」

　柚陽も弓型の煌式武装を起動させながら、にっこりと穏やかな笑みを返してくる。

　できれば簡単にでも作戦の打ち合わせをしておきたいところだったが、そんな時間もなく校章が試合開始を告げた。

「っと、こうなったら臨機応変で行こう、柚陽！」

「はい……！」

　美奈兎は一ひと先まず柚陽を守るように一歩前へ出る。

　こちらは前衛一人に後衛一人。対してあちらは前衛一人に遊撃一人。この状況でまず狙われるのは接近戦ができない柚ゆず陽ひだ。それくらいは美み奈な兎とでもわかる。

　だからまずは、なんとしてもそれを食い止めねばならない。

「参りますわよ！」

　案の定、先陣を切って斬り込んできたのはソフィアだ。

「させません！」

「ふふん、私わたくしを止められて？」

　美奈兎はその行く手を阻むように立ち塞ふさがったものの、ソフィアは美奈兎の間合いに入る寸前でフェイントを織り交ぜた華麗なステップを踏み、あっさりとそれをかわす──

「っ!?」

　が、絶妙のタイミングで放たれた柚陽の援護射撃が、ソフィアの足を一瞬押しとどめる。

　その隙すきに美奈兎はソフィアの懐ふところへ飛び込むと、ほとんど密着するような間合いから三連打を放った。

「くぅっ……！」

　この距離はソフィアの使う剣よりも、美奈兎の拳が有利な間合いだ。

　もっとも一対一で闘う場合はここまで入り込むことなどまずできない。柚陽の援護があればこそと言えた。

　ただ、それでも美奈兎の拳を全て防ぎ切るソフィアの技量には感服するしかない。

（まずい……！　ここであんまり時間をかけると、柚陽が……！）

　ほんの一瞬だけ視線を向けると、すでに柚陽はニーナの牽けん制せいに移っていた。

　そのニーナはダイヤの防御能力を上う手まく使って柚陽の矢を防ぎつつ、縦横無尽にフィールドを駆けながらも少しずつ柚陽へと近付いている。

　ニーナを見ているとその性格と容姿からついつい忘れてしまうのだが、彼女の実力は元より序列入り。近接戦闘においても遠距離攻撃においても、このクインヴェールでは十分に上位なのだ。

　それでも柚陽の正確無比な射撃を搔かい潜くぐるのは容易ではないはずだが……。

「あら、余よ所そ見みとは余裕ですわね！」

「っ！」

　はっとした時にはすでに遅い。

　すでにソフィアは短いバックステップで間合いを取り直していた。

「うわわっ……！」

　閃せん光こうのような斬撃が美奈兎の校章を襲い、慌ててガードする。

「美奈兎さん……！」

　それを見た柚陽が、とっさに美奈兎のサポートに入ろうとこちらへ矢を向けた、が。

「ちょっ、ダメだって柚陽！　ニーナちゃんに集中しないと……！」

　柚ゆず陽ひらしからぬミスだ。

　無論、ニーナがこの絶好の機を逃すはずもない。

「……い、行くよ！　王太子の葉剣ジャツク・フアルシオン！」

　その手に近接戦闘用の光剣が顕けん現げんし、真まっ直すぐ柚陽目掛けて走り出す。

「くっ！　こうなったら……！」

　美み奈な兎とは多少無む茶ちやではあったが、拳で校章を守りながらソフィアに身体からだごとぶつかっていった。

「なっ……！」

　当然、お互いもつれるようにしてバランスを崩すが、体勢を立て直すのは美奈兎のほうが一歩早い。

　これは回転と跳躍を基本とする玄空流において、リバランスを徹底的に鍛えられている美奈兎ならではだ。

　そしてそのまま、柚陽を助けようとニーナ目掛けて駆け出したところで、ふいに悪寒が走った。

「美奈兎さん、危ない！」

　柚陽の声が美奈兎の耳に届いた時には、ニーナは光剣を構えてすでに美奈兎を迎撃する体勢に入っている。

（しまっ……！　罠わな……！）

　柚陽を狙いに行くと見せかけて、最初から美奈兎を釣り出すのが目的だったのだろう。

　近接戦闘の技術だけに限ればニーナよりも美奈兎のほうが上だが、このタイミングではほぼ手の打ちようがない。

　美奈兎が敗北を覚悟したその瞬間。

《跳びなさい、美奈兎！》

「えっ!?」

　唐突に頭に響いたその声に、美奈兎は混乱しつつも反射的に従っていた。

　わけもわからないままプールに飛び込むようにジャンプすると、まるで示し合わせたかのようにニーナの斬撃がその下を横切っていく。

「っ！」

　一方のニーナの顔にも驚きよう愕がくの色がありありと浮かんでいる。

　そして美奈兎が飛び込み前転の要領で地面を転がってから身体を起こしたのと、ニーナの校章が柚陽の矢に打ち抜かれたのとはほぼ同時だった。

「え……？」

　美奈兎も、ニーナも、ソフィアも、そして矢を放った柚陽でさえもぽかんとしたまま、その場が止まる。

「……ふぅ、それじゃ一ひと先まずここまでにしておきましょうか」

　静まり返った部屋にそう声を響かせたのは、ただ一人涼しい顔をしていたクロエだ。

「ちょ、ちょっと待って、クロエ。今、あたしの頭にクロエの声が響いたんだけど……じゃあ、あれが《魔女ストレガ》としてのクロエの能力？」

　ニーナやペトラから聞いてはいたが、いざ実際に体験してみるとなんとも不思議なものだった。

「あの、私にもクロエさんの声が……。わざと美み奈な兎とさんのサポートに入って、ニーナさんに隙すきを見せろと……」

「わ、わたしもわたしも……！　美奈兎が強襲を仕掛けてくるから、柚ゆず陽ひを狙うと見せかけてそれを待ち構えろって！」

「私わたくしにもですわ……！　美奈兎さんを足止めして、柚陽さんの注意を引けって……」

　次々と手を挙げるメンバーたち。

「ええっ？　そ、そうなの？」

　ということは、つまり……。

「そうよ。申し訳ないけれど、この模擬戦は私がコントロールさせてもらったわ」

　クロエはあっさりとそう言ってのける。

「それと……皆にお礼を言っておくわね。初めて私の能力を体験しておきながら、ちゃんとその声を信じて指示に従ってくれたことに」

「まあ、それは……ねえ」

「え、ええ、チームメイトですもの」

　美奈兎とソフィアが顔を見合わせ、照れくさそうに笑った。

「でも、これで私の能力とやろうとしていることがわかってもらえたのじゃないかしら。つまり……」

「つまり、連係を一から身につけるのではなく、その状況に応じてクロエさんが創り上げる……ということでしょうか？」

　クロエの言葉を柚陽が解説するように受けて続ける。

「ええ、そうよ。無論、皆が皆お互いに完璧な連係プレーができるならそれがベストだけれど、最初に言った通りルサールカ戦には時間が足りないわ」

「そ、それはわかるけど……でも、それって、ちょっと……」

　ニーナが言いい辛づらそうに目を伏せながら、それでも我慢できないといった風に声を上げる。

　クロエはそんなニーナに優しく微笑ほほえむと、彼女の前まで歩いていってその頭にぽんと手を乗せた。

「安心なさい、ニーナ。私は別段、あなたを……そしてチームの皆を駒のように動かすつもりはないわ」

　そう言ってから、クロエはぐるりとメンバーを見回す。

「私は作戦や状況を随時皆に伝えるけれど、当然不満な場合もあるでしょう。その場合は、私に向けてそう『思って』ちょうだい。それだけで私に伝わるわ」

「え……？」

「それでは……クロエさんの能力は、他人に思考を発信するだけではなく、受信もできるということでしょうか？」

「そう。それが私の能力の第一段階よ」

　さらりと言ってのけるクロエに、その場がざわめいた。

「そ、それって、もしや他人の思考が読めるということですの……？」

　若干引ひき攣つった顔でソフィアが問いかけると、クロエはゆっくりと首を横に振る。

「まさか、私が感じ取れるのはあくまで私に向けられた思考だけです」

「ほっ……」

　安あん堵どの息を漏らすソフィア。

　確かにいくらクロエといえども、頭の中で考えていることを自由に読み取られるというのはぞっとしない。

　とはいえ、分類すればクロエの《魔女ストレガ》としての能力は精神感応系になるはずで、この手の力は星辰力プラーナによって阻そ害がいされてしまうため《星脈世代ジエネステラ》には効果が薄いというのが定説だ。いらない心配ではあるだろう。

「もっとも、闘いの場ではもう少し応用が利くのだけれどね」

「え？　どういうこと？」

　美み奈な兎との問いかけに、クロエはほんの少しではあるが口元を緩ゆるめた。

「攻撃を仕掛ける際は、どうしてもその相手に意識を向けざるを得ないでしょう？　そこからどういった攻撃を仕掛けてくるのか、ある程度読み取ることができるの。まあ、漠然としたイメージでしかないし、それが読めたからといって私が対応できるとは限らないけれど。特に達人になればなるほど、そういう思考の漏出も少なくなるし」

「なるほど……では先のチーム・メルヴェイユ戦で、クロエさんがワインバーグさんの攻撃を凌しのげていたのはそういう理由だったのですね」

　合点がいったというように、柚ゆず陽ひがぽんと手を叩たたく。

「そういうこと。単純な実力だけで言えば──特に遠距離戦ではヴァイオレット・ワインバーグは私よりもずっと上うわ手てだけれど、すこぶる思考が読みやすくて助かったわ。あれは本人の性格でしょうね」

「あはは、そっか。言われて見ればあの人は確かに……」

「笑い事じゃないわよ、美奈兎。あなただって相当に読みやすいほうなのだから」

「えっ!?　そ、そうなの!?」

　思わぬ指摘に後ずさる美み奈な兎と。

「……あー、そうですわね。クロエさんのような能力がなくても、美奈兎さんの考えを読むのは簡単ですわ」

「相手に意識を向けすぎる……それは相手に集中できているとも言えるけれど、ことチーム戦においては欠点にもなりうるわ。相手だけではなく、常に広い視野を持って闘わないと駄目よ。その点、ソフィア先輩と柚ゆず陽ひはさすがね」

「ふふん、それは当然ですわ」

「恐縮です」

　ソフィアは嬉うれしそうに胸を張り、柚陽は対照的に深々と頭を下げる。

　悔しいがソフィアのそれは持って生まれた才覚と積み重ねた鍛たん錬れんの賜たま物ものであろうし、柚陽のそれはある種の性格だろう。

「ね、ねえ、クロエ。わたしは……？」

「ニーナはむしろまだ自分のことで手一杯といった感じかしら。遊撃としてはもう少し周囲に気を配るべきだけれど、《魔女ストレガ》としての能力に影響があるとまずいから、修正するとしても少しずつのほうがいいわね」

「な、なるほど……」

　うんうんと小さく何度もうなずくニーナ。

「まあ、ともかく」

　クロエはそこでこほんと小さく咳せき払ばらいをして、緩ゆるんでいた空気を引き締めた。

「次のルサールカ戦では私が連係をサポートするわ。ただし、一から連係を身につけるよりは早いとはいえ、私の能力に対応するのにも多少の慣れが必要よ。今日からは個々の能力を伸ばす訓練と並行して、私の能力へ適応してもらうメニューも組み込むので、そのつもりで」

「了解！」

　クロエのその言葉に、チーム・赫かぐ夜やの面々は大きくうなずいた。





　　　　＊






「はふぅー、つっかれたぁ！」

　控え室に戻ってくるなり、ルサールカのリーダーであるミルシェはソファに飛び込むようにして身を投げ出した。

　クインヴェール女学園においてシルヴィア・リューネハイムに次ぐ人気と知名度を誇るガールズロックバンド・ルサールカは、現在北米ツアーの真っ最中だ。今もまさに、ステージを一つ終えてきたところだった。

「ったく、本当に理事長は容赦なく仕事ぶちこんでくれるよなぁ」

　リズムギターのトゥーリアも、女性らしい奥ゆかしさとは無縁の豪快さでドリンクを呷あおっている。

「しかも、年明けくらいにはなんだかよくわからない練習試合まで勝手に組まれちゃったんでしょお？　あーん、このままじゃモニカ働きすぎでダウンしちゃうよお」

　愛用のぬいぐるみに抱き付きながら、ベースのモニカが口を尖とがらせれば。

「まったくね。これはもう試験の成績が落ちるのも当然だわ。むしろ必然」

　ドラムのパイヴィがうんうんとうなずいてみせる。

　各自思い思いの愚痴が飛び交う中、ただ一人距離を取るようにして苦笑していたキーボードのマフレナが、ふと思い出したかのように言った。

「ああ、でもその練習試合の相手……確か先日あのチーム・メルヴェイユに勝ったみたいですよ」

「メルヴェイユ……あーあのサンドラ・セギュールのチームだっけか」

　マフレナの言葉に、ミルシェが首だけを動かして応える。

「なんだよ、打倒オレたちとかほざいてたくせに、所詮口だけだったってことか。しょぼい連中だぜ」

「まあまあ、いいじゃない。純星煌式武装オーガルクスを手に入れて調子に乗っちゃったんでしょお。よくあるよくある」

　トゥーリアとモニカの評価は厳しいが、マフレナとしてはチーム・メルヴェイユは侮れない相手だと思っていた。それを倒したとなれば、今度の練習試合の相手も相当なレベルのチームのはず……なのだが、どうやら他のメンバーはそのあたりにまで考えが回らないらしい。

「それで、その練習試合の相手チーム、データはあるの？」

「はい。先日届いたことは届いたんですけど……」

　パイヴィの問い掛けに、マフレナは少しだけ言葉を濁す。

「うん？　どしたの、マフレナ。歯切れが悪いじゃん？」

「いえ、その……本当にこの人たちがあのチーム・メルヴェイユに勝ったのかなって」

　マフレナはそう言いながら、データを他のメンバーの端末と共有させる。

「どれどれ……って、なんだこりゃ？」

「《冒頭の十二人ページ・ワン》どころか、序列入りしてるのさえ碌ろくにいないじゃない。モニカたちを舐なめてるのお？」

「……なぜ理事長はこんな連中と練習試合を……もしや嫌がらせ……？」

「多少気になるのはソフィア・フェアクロフくらいなもんか……って、うん？」

　それぞれが率直過ぎる感想を口にする中、ミルシェがふいに首を傾かしげた。

「ねえ、この子、どっかで見たことない？」

「クロエ・フロックハート……？　って、確かベネトナーシュの！」

　トゥーリアがそう言うと、ミルシェもぽんと手を叩たたいて体を起こす。

「そうだ！　ベネトナーシュのなんか暗くてテンション低いやつ！　え、でもなんでベネトナーシュが表舞台に……？」

「あああっ！　しかもこの子、最近デビューした新人じゃないのお！　ここのところちょっと話題になってるやつ！」

「……なにそれ。意味不明すぎるわね」

　一転、ざわめきはじめたメンバーに、マフレナはもう一つの情報を伝えるべきかどうか悩んだ。

　これはマフレナが理事長から直接伝えられた話であり、ベネトナーシュからのデータには入っていない情報だ。

　ただ、クインヴェール上層部にはすでに知れ渡っている話らしく、ここで黙っていてもいずれ皆の耳に入るのは間違いない。

「えっと、それとですね。もう一つお伝えしておくと……そのクロエ・フロックハートをプロデュースしているのは……シルヴィアさんらしい、です」

　次の瞬間、控え室をあまり好ましくない雰囲気の静寂が支配した。

　そして。

「えええええええええええええええ!?　ちょ、なにそれずるい！」

「てゆーかシルヴィアがなんで!?　どーしてさ!?」

「そ、そうよそうよ！　こんなぽっと出の子がシルヴィアにプロデュースしてもらうとかありえないでしょお!?」

「理解不能だわ……！」

「あ、あの、皆さん落ち着いて……！」

　案の定といった反応に、マフレナは半泣きになりながらメンバーを宥なだめる。

　ルサールカにとって、シルヴィアは打ち倒すべき目標であると同時に、尊敬する偉大なる先達でもあるという愛憎半ばする存在なのだ。

「ぐぬぬ……クロエ・フロックハート！　何者だかは知らないけれど、このままってわけにはいかないぞ……！」

　ミルシェが拳を握り締めながら、きっとマフレナに視線を向ける。

「マフレナ！　次にあたしたちが学園に戻るのはいつ？」

「え？　えーと、このツアーが終わってからですから、二週間後でしょうか……」

「よし！　だったら、そのタイミングで……」

　ミルシェはそう言って、他のメンバーを手招きで集め円陣を組んだ。

「……というのはどう？」

「……いいねえ、乗った」

「……きゃはっ！　大賛成！」

「……異存なし」

　ミルシェのその提案に、トゥーリア、モニカ、パイヴィがあっさり賛同し、残ったマフレナに視線が集まる。

　無論、本来ならば反対したいしむしろマフレナの立場上反対しなければならないのだが、そうしたところでこの結論が覆ることがないことはわかっている。

「はぁ……わかりました」

　だからこそ、マフレナは早々に抵抗を諦め、力なくうなずいた。





第三章　エキセントリック・ガールズ







「そこっ！」

「くっ……！」

　美み奈な兎との拳を輝く剣で受け止めたニーナが、その衝撃に顔を歪ゆがめて体勢を崩す。

　追撃を仕掛けようとした美奈兎は、しかし頭の中に響く柚陽の声にその手を止めた。

《横から来ます、美奈兎さん！》

　直後、美奈兎の校章目掛けて閃せん光こうのような鋭い突きが襲い掛かる。

　美奈兎はなんとか紙一重でその攻撃をかわしたものの、その警告がなければあっさりと校章を割られていただろう。

　さらにそれを繰り出してきたソフィアは間かん髪はつ入れずに二の太刀、三の太刀と連続で見舞ってくるが、今度は美奈兎の背後から放たれた柚ゆず陽ひの援護射撃がソフィアの追撃を押おし留とどめてくれた。

　その隙すきに美奈兎はソフィアの脇わきを駆け抜け、まだしゃがんだままのニーナに拳を──

「えっ!?」

　が、その寸前、美奈兎の周囲に牢ろう獄ごくの檻おりのような光の壁が地面から競り上がり、動きを封じられてしまう。

「──九封の牢獄ナイン・ジエイル！」

　俯うつむき加減のニーナの口元に、してやったりという笑みが浮かぶ。

　あらかじめ仕込んでおいたのであろう、ニーナの設置型能力だ。美奈兎はまったく気が付かなかった自分の迂う闊かつさを呪ったが、すでに遅い。

「これで終わりだよ、美奈兎！」

　立ち上がったニーナが、手にした剣を構え直す。光の檻おりに閉じ込められた美奈兎は、ほとんど身動きが取れない。

　完全に罠わなに嵌はめられた形だったが、それでも美奈兎はまだ諦めていなかった。

《柚陽！　あたし目掛けて撃って！》

　頭の中で、クロエに向けてそう念じる。

《……わかりました》

　一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、そう返ってきた柚陽の言葉を受けて、美奈兎は冷静にタイミングを待った。

　そしてニーナがその剣を美奈兎の校章に突き立てようとしたその刹那。

《今です、美奈兎さん！》

　頭に響いたその合図に美奈兎が身を屈かがめると、柚陽の放った光の矢が光の檻の隙すき間まを縫うようにしてその頭上を走り、ニーナの校章へと吸い込まれた。

「きゃっ……!?」

　その衝撃で尻餅をついたニーナが、呆ぼう然ぜんと破壊された校章に視線を落とす。何が起こったのか、まるでわからないという顔だ。もっとも美奈兎がギリギリまで柚ゆず陽ひの射線を完全に塞ふさいでいたのだからそれも当然だろう。

　機械音声が模擬戦の終了を告げると、それまで一言も喋しやべらず壁際に立っていたクロエがぱんぱんと手を叩たたいた。二対二のタッグ戦ではあるが、今回はチーム戦を想定してそれぞれ美み奈な兎ととニーナをリーダーとして設定している。

「それじゃ今日の練習はここまでにしておきましょう」

「はふぅ……」

　美奈兎は汗を拭いながら、自分もトレーニングホールの床へと座り込んだ。

「うーん、設置型能力に誘い込むまでは上う手まくいきましたのに、詰めが甘かったですわね。勝利を確信した時こそ、最も心を引き締めないといけませんわ」

　対照的にほとんど息を切らしていないソフィアは、ドリンクを取ってニーナへと手渡しし、やや悔しさを滲にじませた苦笑を浮かべた。

「ごめん、ソフィア……」

　ニーナも悔しそうにそう言って唇を嚙かむ。

「まあ、そうは言っても勝負は時の運、気になさらないでくださいまし」

「で、でもでも、前にも似たような形でやられたことがあるし……」

　項垂うなだれるニーナが言っているのは、一番最初にクロエの能力を体験した時の模擬戦だろう。ギリギリで美み奈な兎とが身をかわして柚陽が狙い澄ました一撃を決めるというのは、確かにあの時と同じだ。

　とはいえ。

「いいえ、これに関してはむしろ美奈兎たちを褒ほめるべきでしょうね。私がコントロールした状況と同じような動きを自分たちだけでできるようになったということなのだから。正直、ここまで短期間で私の能力に対応できるようになるとは思っていなかったわ」

「えへへ、それほどでも」

　クロエがストレートに美奈兎を褒めることはあまり多くない。後頭部を搔かきながら素直に喜んでいると、腕組みをしたソフィアがうなずきながら落ち込んでいるニーナの頭を優しく撫なでる。

「私わたくしたちも負けていられませんわね」

「う、うん……！　次は上う手まくやってみせるね！」

　そんなソフィアとニーナを微笑ほほえましい目で眺めていた柚陽が、ふと改めて感心したようにつぶやいた。

「しかし……今更ながら、クロエさんの能力は本当にすごいものですね。ここまで意思の疎通が完璧にできるとは思いませんでした」

「うんうん！　言葉にするよりもずっと速いよね！」

　美み奈な兎とがキラキラした目で見ると、クロエは恥ずかしそうに目線を外しながら小さく応える。

「それは……単純にあなたたちが私の能力に慣れてきたからよ」

《魔女ストレガ》としてのクロエの能力はいわゆるテレパシーであり、自分に向けられた思考を読み取ることができるというものだ。

　だがそれはあくまで能力の基本部分でしかない。クロエはそれを応用することで、複数の人間の思考を中継・伝達することができるのだ。

　今の模擬戦も、美奈兎と柚ゆず陽ひ、ニーナとソフィアはそれぞれのタッグ内での意思疎通をこのクロエの能力を使って行っていた。

「柚陽に伝えることをクロエに向けて思うっていうのは、最初は少し戸惑ったけど……」

「はい、慣れてしまえば口で伝えるよりもずっとスムーズですね」

「ただ、場合によっては声に出したほうがいいこともあるから、そこはケースバイケースよ。注意しなさい」

　この思考伝達とクロエの指示によって、美奈兎たちチーム・赫かぐ夜やの総合力は見違えるほどに強化されたと言っていい。正直、サンドラたちチーム・メルヴェイユと闘った時とは雲うん泥でいの差だ。

「もっとも、チーム・ルサールカに勝つにはまだまだ実力不足よ。今のままなら、勝率はゼロだと断言できるわ。彼女たちの使う純星煌式武装オーガルクス《ライア＝ポロス》の能力は本当に厄介なのだから」

「う……」

　珍しく少しだけ良い気分になっていたところを、クロエの冷静なコメントに冷や水を浴びせられ、美奈兎は口を尖とがらせた。

　音を操るという純星煌式武装《ライア＝ポロス》は、あまりにも強力だったため誰もその代償に耐えられず、コアであるウルム＝マナダイトを五分割することでようやく制御可能になったという。

　故に、ルサールカは他にほとんど例のない『五人で一つの純星煌式武装』を使うチームなのだ。

「でも、ルサールカっていまいち実力がわからないんだよね。チームとしての試合映像は前回の《獅鷲星武祭グリプス》しかないし……」

「確かに、最近の試合映像はチームメンバーの公式序列戦のものくらいですわね」

　美奈兎の言葉に、ソフィアもうんうんとうなずく。

「それも……負けてばっかりだよね？」

「いえ、ですがそれは相手があの《戦律の魔女シグルドリーヴア》ですから仕方ないかと……。実際、格下相手にはちゃんと勝っているようですし」

「でもでも、結構苦戦してたりするシーンも多かったし……」

「そうそう、なんかうっかりミスとか多いよね」

　ニーナと柚ゆず陽ひも加わりそんな風にわいわい言っていると、ふいにトレーニングルームの片隅でがたんとなにやら物音がした。

「え……？」

　一瞬でその場が静まり返り、一同の視線が物音のしたほうへと注がれる。

　全員が反応したとなると、どうやら気のせいではないらしい。

「今のは……」

　険しい顔をしたクロエがそちらへ足を踏み出した、その時。

『おーい、赫かぐ夜やのみんないるー？　ちょっと開けてもらえるかなー？』

　ふいに空間ウィンドウが開いて、あっけらかんとした声が響いた。

「えっ!?　シ、シルヴィアさん!?」

　驚いたことに、そこに映し出されているのはシルヴィア・リューネハイムその人だ。クロエの件ではこれ以上ないくらいお世話になっている相手だが、実際に顔を合わせるのはクロエを迎えに学園の地下へと赴いたあの日以来だった。

　まあ、恐らくこの学園で最も忙しい学生なのだからそれも仕方のないことではあるが。

「……今開けるわ」

　クロエは物音がしたほうを睨にらみつつも、手元の空間ウィンドウを操作する。

　トレーニングホールは使用時間が決まっており、その間は利用者が許可しない限り他の人間は入室できないようになっているのだ。

「やっほー、がんばってるみたいだね。ん、感心感心」

　クロエが扉を開くと、相変わらずの気さくさでシルヴィアが入ってきた。

「ツアーの最中だと伺っていましたが、お時間は大丈夫なのですか？」

「今日は移動日なんだけど、途中野や暮ぼ用ようでどうしても六りつ花かに寄らなくちゃならなくってさ。まあ、そのついでかな。クロエの様子も気になったしね」

「……私は特に問題ないわ」

「ふーん……まあ、今はまだそれでいいけどね」

　シルヴィアはそう言って、仏頂面のクロエに意味深な笑みを向ける。

　歌手としてのクロエをプロデュースしているのはシルヴィアということなので、そのあたりについてのことなのかもしれない。

「ああ、それと今日はもう一つ別の懸念があって来たんだけど……」

　と、シルヴィアは突然きょろきょろと周囲を見渡しはじめた。

「え？　あ、あの、シルヴィアさん？」

　何事かと思っていると、その視線がぴたりと止まる。その先は、先ほど何やら物音がしたあたりだ。

「ふふーん、あそこか」

　そしておもむろにホルダーから煌式武装ルークスを取り出すと、それを起動させた。

「うわっ……！」

　シルヴィアが愛用している銃剣一体型ソードフアイアタイプの大型煌式武装、フォールクヴァング。

　遠距離戦闘では銃として、近接戦闘では大剣として用途に応じて使い分けることが可能で、しかもマイク機能まで付いているという、まさしくシルヴィア専用の煌式武装だ。

　シルヴィアはその銃口をトレーニングホールの片隅へ向けると、なんの躊ちゆう躇ちよもなくその引き金を引いた。

　──と。

「んぎゃあああああああっ！」

　その光弾が炸さく裂れつした瞬間、部屋の片隅の景色が歪ゆがみ、慌てた様子の学生が五人、転がるようにして姿を現す。

「ちょ、ちょっとなんですの……!?」

「だ、誰……？　変質者……？」

　ソフィアとニーナが怯おびえた顔で身を寄せ合い、柚ゆず陽ひの背後に隠れる。

「やっぱりね、そんなことじゃないかと思ったんだ」

　呆あきれが半分、面白がっているのが半分といった顔で、シルヴィアが腰に手をあててそう言うと、飛び出してきた生徒の一人が顔を真っ赤にして叫んだ。

「な、なにする……んですか、シルヴィアさん！」

「あはは、大丈夫大丈夫。ちゃんと威力調整しておいたから」

　あっけらかんと笑うシルヴィアと、突如として現れた学生を見比べていた美み奈な兎とは、ようやくそこで気が付く。

「──って、あ、あなたたち、ルサールカ!?」

　そう。そこにいたのは間違いなく、このクインヴェール女学園のトップチームだった。
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「えー、というわけで。知ってるとは思うけど、この子たちがルサールカ。業界的には一応私の後輩ってことになるのかな」

　シルヴィアがずらりと並んで正座させられているルサールカを紹介しながら、苦笑する。

「は、はぁ……」

　と、そうは言われても美み奈な兎とを含めチーム・赫かぐ夜やのメンバーには困惑しかない。

　ルサールカといえばシルヴィアには及ばないものの、世界的に活躍するガールズロックバンドであり、《獅鷲星武祭グリプス》での実績も輝かしい、それこそ美奈兎たちとは比べるべくもないスターである……はずなのだが、叱られた子どものようにしゅんとしているその様子からは、とてもそんなオーラは感じられない。

「まったくもう……そりゃ相手の偵察は別に悪いことじゃないけど、学園のルールを破ってまでってのはどうかと思うよ。しかも実績的にもあなたたちのほうがずっと格上なんだからね。それじゃ示しが付かないでしょ？」

「……す、すいません」

　ルサールカのリーダーであるミルシェが、やや不ふ貞て腐くされた顔ながらも小声で謝る。

　これでもミルシェは序列三位なのだが、その威厳はまるでない。

「で、でも、どうしてこの人たちがここに来てるってわかったんですか？」

「んー、ベネトナーシュからこの子たちがまた何か企たくらんでるみたいだって報告があったの。トレーニングホールの予約状況を調べたり、偽名を使って予約に割り込んだり、勝手に備品を持ち出したりしてるって」

　シルヴィアはそう言って、簡易迷彩フィールドの発生装置を軽く叩たたいた。

「つまり……彼女たちは私たちがこのトレーニングホールを使用する前から、この迷彩装置を使ってここに潜んでいたということでしょうか？」

　さすがの柚ゆず陽ひの声にもどこか呆あきれた色が滲にじんでいる。

「はぁ……一体なぜそんな真ま似ねを？　わざわざあなたたちが自分で偵察などしなくとも、十分なデータがベネトナーシュから渡されているでしょうに」

　クロエに到いたっては完全に開いた口がふさがらないといった様子だ。

「う、うるせー！　そういう問題じゃねーんだよ！　大体てめえら、さっきは黙って聞いてれば好き放題言いやがって！」

　と、我慢の限界とでもいうように、リズムギターを担当する序列二十位のトゥーリアが声を張り上げる。

「そうよそうよお！　お尻の青いへなちょこの癖に、モニカたちを馬鹿にしてくれちゃってえ！　練習も見てたけど、あの程度の腕でモニカたちに挑もうなんてちゃんちゃらおかしいわ！」

「……私たちが公式序列戦でいまいち振るわないのは事実だけど、それはあくまで個人ではこの純星煌式武装オーガルクスを使うことができないからよ。チーム戦なら、あなたたちなんて相手にもならないわ」

　ベース担当の序列十三位モニカと、ドラム担当の序列九位パイヴィもそれに倣う。

「あ、あの、皆さん落ち着いて……悪いのはボクたちなんですから……」

　ただ一人、キーボード担当のマフレナだけは他のメンバーを宥なだめようとしていたが、誰一人聞く耳を持たないあたりそういう力関係なのだろう。ルサールカのメンバーで一人だけ序列外なのも影響しているのかもしれない。

「無駄にわめいてごまかさないでちょうだい。質問の答えになってないわ。なぜこんな手間をかけてまで、私たちの偵察にやってきたの？」

「くっ……！　相変わらず理路整然と冷静なやつ……！」

　ミルシェはそう言ってクロエを睨にらみつけると、一度ちらりとシルヴィアを盗み見てから、つまらなそうに話し始めた。

「だ、だからそれはその……あんたがシルヴィアのプロデュースでデビューしたっていうから、それを問とい質ただそうと……」

「は……？」

「うん……？」

　その言葉に、美み奈な兎とたちやクロエはおろか、シルヴィアまでもがぽかんとする。

「で、でも、それだったら、別にここに隠れてる必要はないんじゃ……？　普通にクロエに聞けばいいだけだよね？」

　恐る恐るといった風にニーナがそう訊たずねると、ぶすっとした顔のトゥーリアが視線を外しながらぼそりと言った。

「ばっか、それじゃ白を切られて終わりだろーが」

「だからなにか弱みでも握れないかと思って隠れて探ってたんだけどお、まさかシルヴィア……さん、本人が来ちゃうとはねー」

　なげやりに手をひらひらさせるのはモニカだ。

「じゃ、じゃあ、なんですの？　あなた方は、今度の試合とは全く関係なしにこんな真ま似ねを……？」

「だってさー！　おっかしいじゃん！　シルヴィアだよ？　あのシルヴィア・リューネハイムが、ぽっと出の新人のプロデュースをするなんて、ありえないじゃん！　絶対なにか汚い手を使ったに決まってるよ！」

　ミルシェがぶんぶんと腕を振りながら、そうわめいた。

「そ、そんなことを言われても……」

　意外なところを攻められて調子が狂ったのか、クロエが困ったように眉を寄せる。

「しかもあんた、ベネトナーシュだよね？　だったらシルヴィアの弱みの一つや二つ握っててもおかしくな──」

　そこまで言い掛けたミルシェの腕を、美奈兎は摑つかんでいた。

「クロエはそんなことするような人じゃない……！」

「……へえ、案外良い目をするじゃん、あんた」

　その時、美み奈な兎とはミルシェの雰囲気がほんの少しだけ変わったことに気が付いた。瞳の奥底に紺こん碧ぺきの輝きが煌きらめき、えもいわれぬ圧力が美奈兎を押し潰すように放たれる。

「確か若わか宮みや美奈兎、だったっけ？　でも生あい憎にくだけど、あんたたちは眼中にないんだ。モニカやパイヴィが言ってた通り、あんたたちじゃあたしたちの相手にはならない」

「そ、そんなのやってみなくちゃわからな……！」

　それでも美奈兎が負けじと踏ふみ止とどまっていると、そんな空気を打ち消すように軽い声が割って入った。

「はいはい、そこまでそこまで。試合は年明けでしょ？」

　シルヴィアはそう言って、ミルシェと美奈兎を引き離す。

「ま、とにかく事情はわかった。私がクロエをプロデュースしている理由は言えないけど、そういうことならあなたたちにも曲を作ってあげようか？」

「えええええっ!?　マ、マジですか!?」

　さっきまでの迫力はどこへやら、ミルシェはすっかり元に戻っていた。

「おいおい、シルヴィアの曲だってよ！」

「これは大ヒット間違いなしよね！」

「……やったわ、棚からぼたなんとかね」

　他のルサールカメンバーも、一転してハイテンションになっている。

「ただし、私からも条件が一つ」

「え？　条件……？」

　マフレナがそう訊たずね返すと、シルヴィアはにっこりと微笑ほほえみながら答えた。

「さっきあれだけ大口を叩たたいたんだから、試合では少しハンデを付けてあげてよ。その上で勝てたら、ルサールカにも私の曲を進呈しようじゃないの」

「ハンデ……と言いますと？」

「んー、そうだね。たとえば……マフレナとモニカ、あなたたち二人は純星煌式武装オーガルクスの固有能力を使わないっていうのはどうかな？」

「え……？」

「お、おい、どうする……？」

「いや、こんな千載一遇のチャンス逃すわけには……」

「受けるに決まってるでしょお、もちろん！」

「ま、待ってください！　そんな簡単に決めるのは……」

　そのシルヴィアの提案を受け、ルサールカのメンバーは円陣を組んで何やら相談を始める。ぼそぼそと小声で話し合いながら、時折チラチラとこちらやシルヴィアの様子を窺うかがうその姿は、やはりどうにもトップチームの威厳からは程遠い。

　そんなこんなで待つこと、五分。

「よーし！　その条件、飲みましょう！」

　ミルシェが自信満々に胸を張りながらそう答えた。

　その背後に立つトゥーリア、モニカ、パイヴィの三人はミルシェとまったく同じポーズだが、一人マフレナだけはがっくりと項垂うなだれている。

「はっはっはー！　まあ、その程度のハンデならどうってことなし！　それじゃ、試合当日を楽しみにしてるから！」

　そしてルサールカの一同はそのまま高笑いを残して去って行った。

「……えっと、なんだったんですの、あの方たちは」

　残された者全員の気持ちを代弁するかのように、ソフィアがつぶやいた。
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「ま、そんなわけで私の後輩が迷惑かけちゃったみたいだけど、今のでチャラってことにしてもらえるかな？」

　ルサールカが去った後、改めてシルヴィアが美み奈な兎とたちに向き直って言った。

「でも……あれだけ言われてハンデ付けてもらうのは、少し悔しいような……」

　美奈兎がぼそりとそう言った言葉に、クロエがゆっくりと首を振る。

「いいえ、これでもまだ私たちが勝てる確率は十パーセントもないわ。正直、ようやく勝機が見えた程度なのよ」

「まあ、そうね。あれであの子たち、結構強いから」

「うぐ……」

　シルヴィアとクロエ、二人にそう言われると美奈兎も返す言葉がない。

「まあまあ、今度の試合は勝つことが重要なのですから、まずはそこを目指すべきかと思います」

　やんわりと柚ゆず陽ひが美奈兎の肩に手を置き、優しく微笑ほほえむ。

　確かにあのルサールカに勝てなければ、美奈兎たちはクロエを失うことになるのだから、それは最優先事項だ。

「そうだよ、美奈兎。試合まであと半月もないんだし……」

　ニーナの言葉通り、すでに季節は年の瀬。もはや訓練に割ける時間はほとんどない。

「ええ、私たちはそれまでにできるだけのことをして、試合に臨み──そして勝利を摑つかむ、それだけですわ！」

「……そう、ですね」

　馬鹿にされたのは悔しいが、それはあくまで美奈兎の気持ちの問題だ。

　それよりも、もっと大切なものがこの試合にはかかっている。

　美み奈な兎とは気合を入れるために両りよう頰ほおを自分で叩たたくと、ぐっと拳を握り締め──

「よーし、絶対に勝つぞー！」

　もやもやを吹き飛ばすように、そう叫んだ。





第四章　決戦、ルサールカ







「──それでは始めてください。私もあまり時間がありませんので、手早く決着を付けていただけると助かります」

　空間ウィンドウを通して響く淡々としたペトラの声に、美奈兎はごくりと喉を鳴らして対たい峙じするルサールカの面々を見回した。

　年が明けて、いよいよ迎えたルサールカとの対決の日。ツインホール地下の特別訓練用ステージは、その規模だけで言えば学園の総合アリーナと比べても遜色はない。違いといえば、観客席がないことくらいだろうか。

　ペトラも併設されたモニタールームから観戦しているようで、この場にいるのは美奈兎たちチーム・赫かぐ夜やとルサールカの十人だけだ。

　総合アリーナを使わないのは、当然クロエの能力を──そして、ルサールカの力を衆目に晒さらさないようにするためだろう。

「ふふん！　それじゃ理事長もああ言ってることだし、さっさと始めよっか」

　腰に手を当て、自信満々にミルシェが笑う。

　他のルサールカメンバーも、マフレナを除いて全員が不敵な笑みを浮かべていた。その余裕たっぷりな態度に悔しさを覚えないでもないが、実際相手のほうが圧倒的に格上なのだから仕方ない。

「……望むところ！」

　美み奈な兎とはそう言って自分を奮い立たせながら、先日の作戦会議の内容を思い返していた。
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「というわけで、ルサールカの使う純星煌式武装オーガルクス《ライア＝ポロス》は、使い手が五人揃そろわないと起動さえできない代わりに、非常に強力な能力を秘めているわ」

　空間ウィンドウにその《ライア＝ポロス》の画像を映し出したクロエが、厳しい顔で説明を続ける。

「ミルシェの使う《ライアポロス＝カリオペア》とトゥーリアの使う《ライアポロス＝ポリムニア》はどちらもギター型で、固有能力として破は砕さい振動波を放つことができる。パイヴィの使う浮遊ドラム型の《ライアポロス＝エラート》の固有能力は音圧防壁よ」

「前回の《獅鷲星武祭グリプス》の試合映像でもそれは確認できますね」

「ええ。ただし彼女たちはその時よりもずっと《ライア＝ポロス》を使いこなせるようになっていることを忘れないで」

　ふむふむとうなずく柚ゆず陽ひに、クロエが視線を向けて言った。

「残りの二人の使う純星煌式武装はどのような固有能力ですの？」

「モニカの使うベース型の《ライアポロス＝メルポーネ》は阻そ害がい弱体化……つまりこちらの身体能力を低下させ、星辰力プラーナの集中を妨害する力があります。そしてマフレナの使う空間投射キーボード型の《ライアポロス＝タレイア》の能力はその逆、自分たちの力を強化するものですね」

「そ、それは厄介ですわね……」

　クロエの説明に、青ざめるソフィア。

「この二人の能力は前回の《獅鷲星武祭》以降に使えるようになったものだし、その情報も理事長が徹底的に管理しているので極一部の人間以外には知られていないわ。シルヴィアはさすがに知っていたみたいだけど……」

「で、でも、今回それは使ってこないんだよね？」

　びくびくと首を竦すくめたニーナが、確認するようにクロエに尋ねる。

「幸いにも、ね。シルヴィアには感謝しないと」

　もしシルヴィアがルサールカと取り引きをしてくれなかったならば、こちらは弱体化、向こうは強化された状態で闘うことになっていたかもしれないのだ。ただでさえ相手のほうが格上なのに、そうなったらこちらは手も足も出ないだろう。

　最初はハンデに不満を感じていた美み奈な兎とも、こうして説明を聞いた今となってはそのありがたさを痛感していた。

「とにかく、それを踏まえた上で基本的な作戦を説明するわ。まず──」
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「はぁぁっ！」

　校章が試合の開始を告げると同時に、美奈兎はソフィアと並んで先陣を切る。

　今回ルサールカのチームリーダーはミルシェ、赫かぐ夜やのチームリーダーはクロエだ。

　まずは定番ではあるが、リーダーを狙った速攻を仕掛ける。

「おおっと、そうはさせるかよ！」

　そこに割り込むように立ち塞ふさがったのは、トゥーリアだ。トライデント型に光の刃を展開させたギターを構え、美奈兎たちを迎え撃つ。

《美奈兎、右ですわ！》

　が、言葉よりも速く、そして明確にソフィアの声が頭に響き、美奈兎の身体からだはほとんど反射的にそれに反応していた。

　トゥーリアが振り下ろしてきた光の刃をソフィアの剣が受け流し、右手に回り込んでいた美奈兎の蹴りがトゥーリアの身体を跳ね飛ばす。

「ぐえっ……！」

　ダメージはそれほどでもないだろうが、今は道が開ければ十分だ。

　その隙すき間まを柚ゆず陽ひの光の矢が縫うように翔かけ、ミルシェの校章へ飛び込んでいく。

「へえ……この前よりは腕を上げてきたみたいじゃん！」

　ミルシェはそれをあっさり弾はじき返かえしたが、そこへワンテンポタイミングをズラしたニーナの光弾が襲う。

「九轟の心弾ナイン・バレツト！」

「おわっと……！」

「……任せて」

　しかしそれも、ミルシェに届く前にパイヴィの音圧防壁で防がれてしまった。

　空間が歪ゆがむようにして攻撃を弾く音響の盾は、任意の場所に展開できるという厄介なものだ。おまけにそれなりに強度もあるようで、中途半端な攻撃では突破できないときている。

（さすがにこの程度でどうにかできるほど甘い相手じゃないよね……！）

　美奈兎が改めて気を引き締めつつ、そのままソフィアとミルシェを挟撃すべく二手に分かれようとしたところで。

「これ以上させないったら！」

「そうです！」

　マフレナの投射型キーボードから放たれる光弾に援護されながら、モニカが斧おの型に光の刃を展開したベースを手に突っ込んできた。

《ソフィア先輩！》

《了解ですわ！》

　ソフィアはモニカの大振りな一撃を華麗な剣捌さばきでいなすと、そこへ生まれた隙すきに美み奈な兎とが拳を叩たたき込こむ。言葉にするよりも遥はるかに早く意思疎通が可能で、どのような状況でも即座に対応できるのがクロエの能力の真骨頂だ。

「くっ！　なめないでよね！」

　ところがモニカはなんと美奈兎のその拳を足の裏で防ぐと、勢いを利用して大きく跳ねて距離をとる。

「どっこいしょお！」

　普段のぶりっこスタイルからは考えられない大股開きの豪快な避よけ方だ。

「くっだけ散れー！」

　そこへ体勢を立て直したトゥーリアが、美奈兎へ向けて破は砕さい振動波を放ってきた。

　音波による振動で扇状に前方の空間を破壊するその技は、ルサールカの試合映像を何度も見て対策済みだ。

（下がるんじゃなくて、斜め前に跳ぶ！）

「この距離でかわしただと……!?　くうっ！」

　驚いた表情を浮かべつつも追撃を仕掛けようとするトゥーリアに、牽けん制せいするかのようなクロエの光弾が炸さく裂れつし、その足を止めてくれた。

《狙い通り、乱戦気味になってきたわね。美奈兎とソフィア先輩はあくまでミルシェ狙いを徹底、他はそのサポートをしつつ、前衛を足止めしてちょうだい》

　頭の中にクロエからの指示が響く。

　今のところ、作戦は順調だ。

（このまま一気に押し切って……！）

《わかってるとは思うけど、油断は禁物よ。美奈兎》

「うわっ！　ご、ごめん！」

　ついつい声に出してしまう。

　クロエの能力──その第一段階は思考伝達。自分に向けられた思考を読み取り、場合によっては他者へ転送することができる。それを連係に応用するため訓練を重ねてきた美奈兎は、先ほどのように必要のない独り言のような思考もうっかりクロエへと漏らしてしまうことがあった。

（と、とにかく、集中集中！）

　今度こそ自分の心の中だけでそうつぶやくと、美み奈な兎とは拳を握り締めてミルシェへと向かっていった。
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「ふむ……思っていた以上のレベルで仕上げてきましたね。チーム・メルヴェイユ戦の時よりも格段に成長しているようです」

　モニタールームで試合を観戦しながら素直に感嘆の言葉を漏らしたペトラに、隣に座るシルヴィアはうんうんと強くうなずいた。

「でしょ？　やっぱりあの子たち見込みがあるよ」

「クロエの能力をここまで見事に使いこなしてくるとは正直驚きました。特に前衛の二人……あの連係は素晴らしいですね」

　それはシルヴィアも思っていたことだった。

《ライア＝ポロス》の能力を抜きにしても、マフレナを除く他のルサールカメンバーは全員が序列上位に名を連ねる実力者だ。個人で彼女たちに匹敵するだけの実力者となると、チーム・赫かぐ夜やにおいてはソフィアただ一人だけだろう（近接戦闘に限って言えば、美奈兎も近いレベルにいるかもしれないが）。そのソフィアも、他人を傷つけることができないという大きすぎるハンデを抱えている。

　ところが二人はクロエを中継した迅速な意思伝達により、ソフィアが防御を、美奈兎が攻撃を担当するという役割分担で、緻密かつ高速なコンビネーションを成し得ていた。

「そしてなにより、クロエの状況判断の的確さとチームコントロール能力の高さ。やはりあの子は優秀ですね」

「その点はマフレナもがんばってるけど、さすがに今一歩及ばない感じかな」

　ルサールカサイドの指令役は最年少のマフレナだが、状況判断能力はともかく、指示能力となるとクロエ相手には見劣りしてしまう。

「ただし──」

　そう言うと、ペトラは腕組みをしながらじっとモニターを見つめて眉を寄せる。

「それでもなお、真っ向からやればルサールカがこうも遅れを取ることはないはずです。なぜあの子たちは、活性強化と阻そ害がい弱体化を使わないのでしょう」

「さあ、なんでだろうね？」

　シルヴィアがそうとぼけると、ペトラがバイザー越しに咎とがめるような鋭い視線を向けてきた。

「まさか、またあなたがなにか？」

「なんのことかなー。ま、どっちにしろそれを選んだのはあの子たち自身だよ？」

　シルヴィアは露骨に視線を逸そらして、にんまりと笑う。

「はぁ……まったく、なぜあなたがそこまでチーム・赫かぐ夜やに肩入れをするのか理解に苦しみます」

　盛大に溜ため息いきを吐ついたペトラは、背もたれに身体からだを預けてその長い足を組み直した。さすが元トップアイドルだけあって、年齢を感じさせない見事な脚線美だ。

「ですがまあ、構いません。ある意味、ちょうどいい機会ではありますからね」

「？　いい機会って？」

　シルヴィアがそう訊たずねると、ペトラの声にひやりとした冷たい響きが混ざった。

「──あの子たちの本気を計りたかったところです」
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「ちょ、ちょっとちょっとお！　なんだかあたしたち押されてない……!?」

「お、落ち着いてください！　まずは一度体勢を立て直して……！」

　そんなモニカとマフレナの慌てふためいたやり取りを他よ所そに、美み奈な兎とは乱戦模様のステージを駆け抜ける。

《美奈兎とソフィア先輩は下がるミルシェを追撃。モニカはこっちで押さえるわ。ニーナはトゥーリアを引き付けつつ左へ》

　クロエの指示はあくまで簡潔かつ的確だ。

　最初に敵陣深く切り込んで相手の陣形を崩し、浮き足立ったところを乱戦に持ち込む。

　言葉にすれば単純な作戦だが、格上相手に成し遂げるのは容易ではない。それが可能だったのは、クロエの能力あってこそだ。

《ソフィア先輩、行きます！》

《ええ、フォローは任せなさい！》

　美奈兎は一息でミルシェの間合いに飛び込むと、その拳を思い切り叩たたき込こんだ。

「ちぃっ！」

　が、ミルシェは光の刃で真っ向からそれを受け止めると、そのまま身体を傾けて膝ひざ蹴げりを仕掛けてくる。美奈兎は拳を基点にしてミルシェを飛び越えると背後に着地。そこへミルシェが振り向きざまに斬撃を見舞ってくるが、その一撃は割り込んできたソフィアが受け流す。

　その間に美奈兎は再度間合いを詰め、拳の連打を放つものの……さすがは序列三位というべきか、ものの見事に全て捌さばかれてしまった。

「それなら……！」

　とはいえ、ここで離れるわけにはいかない。

　フェイントを織り交ぜた打撃で間合いを維持しつつ、防御はソフィアに完全に任せて、巻き込むように身体からだをひねる。

　玄空流──〝転てん槌つい〟。

　相手の懐ふところ深く潜り込んでからの鋭い肘ひじ打うち。

　しかしミルシェは身体を反らすようにしてそれを回避した──が。

　同じく──〝鎌れん輪りん〟。

　それを予想していた美み奈な兎とは、そこからさらに身体をもう一ひと捻ひねりさせ、腰を落としながらの足払いに繫つなげる。

「なっ!?」

　これはさしものミルシェも完全には避よけ切れず、ぐらりとバランスを崩した。

　当然、その隙すきを逃すわけにはいかない。

　美奈兎はミルシェの校章目掛け拳を突き出したが、それが届く寸前、突然空気が振動したかと思うと美奈兎の身体は大きく背後に弾はじき飛とばされてしまった。

　パイヴィの音圧防壁だ。

「くぅー！　惜しい！」

　もっとも、こちらとてまだ終わりではない。

　美奈兎が弾き飛ばされるのと入れ替わるように、柚ゆず陽ひの放った光の矢が三本、体勢を立て直そうとしているミルシェを襲う。

「……ミルシェ、危ない！」

　これもまた音圧防壁によって阻止されてしまったが、元よりこの一連の攻防はその先を見据えてのものだ。

「っ！　パイヴィさん、右です！」

　マフレナがとっさに声を上げるが、その時にはすでにニーナがその間合いに入り込んでいた。

「七裂の葉剣セブン・フアルシオン！」

　手にした光の剣を、踏み込むと同時に薙なぎ払はらう。

「ぐぅ……！　舐なめないで！」

　パイヴィはギリギリのところで音圧防壁を展開してそれを防いだものの、今度は横合いからクロエの放った光弾がその胸元を掠かすめる。ミルシェの援護に力を裂き過ぎて、自分のほうが疎おろそかになっていたのだ。

　ましてやパイヴィの浮遊ドラム型純星煌式武装オーガルクス《ライアポロス＝エラート》は大型で、回避行動は極めて難しい。後方に控えてこその援護役だったが、この乱戦で位置取りを見誤ったのだろう。

　いや、より正確にはそのようにクロエが誘導したのだ。

　そしてそのクロエの攻撃に一瞬パイヴィの注意が逸それたその瞬間。

「はあああああああああ！」

　舞うように空中へ身体からだを躍らせたニーナの一撃が、飛び越えざまにパイヴィの校章を断ち切っていた。




「パイヴィ、校章破損バツジブロークン」




　機械音声が淡々とパイヴィの敗北を告げ、チーム・赫かぐ夜やには歓かん喜きを、チーム・ルサールカには動揺をもたらす。

　論じるまでもなく、チーム戦において一人でも欠けることはそれだけで大きな不利だ。ましてや防御担当であるパイヴィを真っ先に崩せたのは大きい。

　さらに。

「そこです……！」

　柚ゆず陽ひの射る極大の光の矢──流星闘技メテオアーツだ──が、集中を欠いたトゥーリアのギターを跳ね飛ばす。

「なっ！　しまった……!?」












「さすがですわ、柚ゆず陽ひさん！」

　そこへ軽やかに回り込んでいたソフィアの剣が一いつ閃せん。




「トゥーリア、校章破損バツジブロークン」




「よっし、これで残るは三人……！」

　このまま勢いに乗って一気に攻めきろうと、美み奈な兎とが意気込んだその矢先。

「──マフレナ、モニカ！」

　ミルシェの鋭い声がステージに響き渡った。

　見れば今までに見たことがないくらいに真剣な顔のミルシェが、血が出るほどに強くギターを握り締めながら、悔しそうに顔を歪ゆがめている。

「もういい、やっちゃえ！」

「えっ？」

「で、でも、リーダー、それじゃシルヴィアとの約束が……」

　モニカとマフレナは困惑したかのような顔でそう言ったが、ミルシェは大きく頭を振ってよく通るその声を張り上げた。

「あたしらだって、こんなところで負けてるわけにはいかないじゃん！」

　その言葉に、はっとしたような顔でモニカとマフレナが視線を交わす。そして無言のままうなずくと──

「ぐ、う……!?」

　突如として、今まで感じたことのないような重苦しい重低音が美奈兎たちを襲った。同時に身体からだが沼地にはまってしまったかのように重くなり、意識までもが朦もう朧ろうとしてくる。

「こ、これが……阻そ害がい弱体化……？」

　想像していたよりも、何倍もきつい。

「……悪いね、チーム・赫かぐ夜や。仕切り直しだ」

　静かにそう言って顔を上げるミルシェの瞳には、紺こん碧ぺきの輝きが煌きらめいていた。
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「な、なんのこれしきぃ……！」

　ステージに響き渡る重低音と身体の重さに顔を顰しかめながら、美奈兎はなんとか歯を食いしばってふらつく足を支える。少しでも気を抜けば、今にも膝ひざから崩れ落ちてしまいそうだ。

　それほどにモニカの《ライアポロス＝メルポーネ》の能力は強烈だった。

　見れば他のメンバー──ニーナや柚ゆず陽ひも同じように苦く悶もんの表情を浮かべており、クロエにいたっては腰を落として地面に手をついてしまっている。

　唯一、ソフィアだけはまだしっかりとサーベル型の煌式武装ルークスを構えていたが、それでもその額にはじっとり汗が滲にじんでおり、いかにも辛つらそうだ。

「まずは謝っておくよ。変に気を持たせちゃったもんな」

　ミルシェが《ライアポロス＝カリオペア》を構え直しながら、静かにそう言った。

　口調こそ落ち着いていたが、その声からは強い悔恨と憤りがひしひしと伝わってくる。

　確かにマフレナとモニカ、二人の純星煌式武装オーガルクスの力を使わないという約束は、あくまでシルヴィアとルサールカの間で交わされたものであって、それを反ほ故ごにしたところで美み奈な兎とたちが文句を言える筋合いではない。

「正直言って舐なめてたし、それについちゃあたしらが馬鹿だった。言い訳もしない。──だけど、おかげでようやく目が覚めたよ！」

　直後、ミルシェの足が地を蹴り、光こう刃じんを展開させたギターが鋭く閃ひらめく。

《っ！　ニーナ、右！》

「えっ……!?」

　美奈兎が警告を発した時には、すでにミルシェはニーナの懐ふところに飛び込んでいた。

　その動き、その速度は今までのそれとは段違いだ。

　──活性強化。

　相手チームの最後尾、マフレナの持つ空間投射キーボード型純星煌式武装《ライアポロス＝タレイア》の能力だ。

　クロエから話は聞いていたものの、まさかこれほどまでとは。

　モニカの阻そ害がい弱体化とマフレナの活性強化の組み合わせは、想像していた以上に驚異的だった。

「わわっ……！　王太子の牢獄ジヤツク・ジエイル！」

　ニーナがあらかじめ用意しておいた設置型の能力を発動させるが、ミルシェはなんと足元に浮かび上がった魔法陣を見てから直前でそれを回避する。

　信じ難いまでに、疾はやい。

「させませんわ！」

　それでもその一瞬でソフィアがニーナの下へ援護にかけつけ、ミルシェの攻撃を受け止めていた。

　そこへさらに狙い澄ました柚陽の矢が襲い掛かる。

　さすがに今の状況で連射はできなかったようだが、タイミングとしては絶妙だ。少なくとも今までのミルシェであれば、これで足止めできたはず。

　が、ミルシェは力でソフィアを押し切って撥はね飛とばすと、そのまま光刃を一いつ閃せんして矢のほうを見ることもなく叩たたき落とし、ジャンプしていた。

《美み奈な兎と、ミルシェの狙いはあくまでニーナよ！》

　クロエの声が頭に響き、反射的に身体からだが動く。

　美奈兎は思い切り地面を蹴ると、横合いからミルシェへ向けて拳を叩き込んだ。

「破っ！」

　星辰力プラーナを右手のナックルに注ぎ込んだ、なけなしの流星闘技メテオアーツ。出し惜しみはなしだ。ナックルから緑色の輝きが溢あふれ出だし、強化された一撃がミルシェに迫る。

　──しかし。

「やるじゃん！　でも！」

　ミルシェは空中で身体を捻ひねってその拳を容易たやすく回避すると、美奈兎の身体を蹴ってさらに加速。

「なっ！」

「……ク、女王の城壁クイーン・ランパート！」

　ニーナはとっさに防御能力を発動するが、遅い。阻そ害がい弱体化によって集中力が落ちているせいだろう。クロエのテレパシーもほんのわずかだがタイミングが遅れているところから察するに、阻害弱体化は星辰力の集中を要する《魔女ストレガ》のほうが受ける影響が大きいようだ。

「まず一人！」

「きゃあっ！」

　結局、防御壁が顕けん現げんするよりも早くミルシェの斬撃がニーナの校章を断ち斬っていた。




「ニーナ・アッヘンヴァル、校章破損バツジブロークン」




（まさか四対一でも、止めることができないなんて……！）

「ふふん、これで設置型能力を気にせずにすむからね」

　美奈兎はあらためて純星煌式武装オーガルクスの恐ろしさを痛感していた。

　人数的にはまだチーム・赫かぐ夜やのほうが一人勝っているとはいえ、先ほどまでとは流れが一変している。

「マフレナ、援護！」

「はい！」

　そこへマフレナの投射型キーボードから、チーム・赫夜の面々を分断するかのように無数の光弾が放たれた。これも先ほどまでより格段に射撃の精度が上がっている。

「よーし、それじゃモニカも……！」

「モニカはマフレナの防護に専念！」

「ふえっ!?」

　と、前へ出てこようとしていたモニカに、ミルシェがぴしゃりと釘くぎを刺す。

「こいつらのチームワークは侮れないんだから、個別に動いたらまた足をすくわれるよ！」

「わ、わかったわよう……！」

　モニカはどこか不満そうだったが、指示自体は的確だと判断したのか大人しく下がる。

　もはやミルシェには一切の油断がないようだ。

　クロエの情報によると、チームの状況判断は専もつぱらマフレナが行うことが多いとのことだったが、勢いに乗った時はミルシェが引っ張るらしい──まさしく今のように。

「さーて、それじゃ……次だ！」

　言うが早いか、ミルシェが猛然と斬り込んでくる。

　その動きはまさしく電光石火と評する以外にない……が。

《狙いは後衛こちらよ！　なんとしてでも足止めして！》

　クロエの声に美み奈な兎ととソフィアが同時に動き、ミルシェの進路を塞ふさぐ。

《美奈兎さんは足を！　私わたくしは校章を一気に狙いますわ！》

《了解！》

　ソフィアは相手を傷付けることができないため、攻撃するとなればそれしかないものの、確かにこの状況では相手のリーダーであるミルシェを撃破するのが最善手だ。というよりも、それ以外に手はない。

「はあああ！」

　相手の動きに対応していたのでは間に合わない。美奈兎はミルシェの動きを予測し、先んじて足払いを放つ。

「ちっ！」

　それが功を奏し、ミルシェは急ブレーキ。即座に回り込むような動きに切り替えるが、その隙すきを見逃すようなソフィアではない。

「そこですわ！」

　針の穴を通すような、完璧な一撃がミルシェの校章に吸い込まれる。

「舐なめるなっ！」

　それでもミルシェはギターのボディでそれを受け止める。

　ならば、次は美奈兎だ。

　屈かがんだ状態から、ガードの緩ゆるんだ右サイドに狙いを定め──

《二人とも、避よけて！》

　クロエの声が響くのと、ミルシェがギターを搔かき鳴ならすのはほぼ同時だった。

　ミルシェの《ライアポロス＝カリオペア》の固有能力は破は砕さい振動波。空間が歪ゆがみ、途と轍てつもない衝撃がソフィアと美奈兎を襲う。

「きゃあああああ！」

「ぐうぅ……！」

　ソフィアは回避が間に合わずその場に倒れ、美み奈な兎ともとっさにガードした両腕のナックル型煌式武装ルークスを完全に破壊される。

　そしてミルシェはそんなソフィアと美奈兎には目もくれず、すぐにこちらのリーダーであるクロエへ向かって駆け出していた。

「ま、待てっ！」

　美奈兎もナックルの残骸をパージし、すぐにその後を追うが速度の差は歴然だ。

　柚ゆず陽ひが連続で矢を放ちながら必死に牽けん制せいするが、今のミルシェ相手では足止めにもならず、弾はじき返かえされてしまう。

「もらったー！」

　ミルシェの光こう刃じんが煌きらめき、クロエの校章に迫る。

　美奈兎も一瞬負けを覚悟したが、なんとクロエは背後に倒れそうになりながらも寸でのところでその一撃を回避してみせた。

「くっ……！」

「なっ……!?」

　完全に捉えたと思っていたのだろう。ミルシェが驚きよう愕がくの表情で目を見開く。

（ミルシェの思考を読んだんだ……！）

　本来ならば阻そ害がい弱体化の影響下にある今のクロエが活性強化されたミルシェの攻撃を回避することなど不可能だ。だが、その攻撃を完全に読んでいたならば、一度くらいはチャンスがある。そしてタイプでいえばミルシェは相当に読みやすいほうに違いない。

　とはいえクロエも完全に体勢を崩しており、二の太刀までは凌しのげないだろう。

「ちぃっ！　だったら、これで！」

　ミルシェも今度こそ決着をつけるべくギターを握り直すが、それが振り下ろされる寸前、今度は柚陽がミルシェとクロエの間に割って入ってきた。

「──っ！」

　ミルシェは驚きつつも、袈け裟さ懸がけに柚陽の校章を斬り落とす。




「蓮れん城じよう寺じ柚陽、校章破損バツジブロークン」




「柚陽っ！」

《後は頼みます、美奈兎さん……！》

　頭に響く柚陽の声に奥歯を嚙かみ締しめ、ようやくミルシェに追いついた美奈兎はその背後から素手での掌しよう打だを見舞った。

「甘い！」

　完全に死角からの攻撃だったにもかかわらず、ミルシェは信じ難い反応速度でそれもあっさりと避よけてしまう。

（やっぱり今のあたしじゃ届かないの……？）

　悔しさが込み上げてくるが、だからといって諦めるわけにはいかない。

　その時だ。

《──美み奈な兎と、あれをやるわ。準備なさい》

　唐突に、クロエの声が頭に響いた。

《え？　で、でもあれは……》

《そう、最後の手段よ。だからこそ、今なの》

　クロエの伝える心の声には、断固たる決意が感じられた。負けたくないという強い想おもい。この試合に勝ちたいという譲れない願い。

　それはつまり、美奈兎たちと一緒にいたいと──心の底からクロエがそう思ってくれているということだ。

　だからこそ、美奈兎はあえて声に出して応えた。

「……わかった！　やってみる！」





　　　　＊






「最後の手段……？」

　先日の作戦会議、その最後でクロエが突然そんなことを言い出した。

「あら、なにやら素敵な響きですわね」

　ソフィアが早速食いついて、ぐっと身を乗り出す。

「ええ。といっても、今の私たちでそれに対応できて、しかも実戦で使えそうなのは……せいぜい美奈兎くらいでしょうね」

「あたし……？　でも、対応って？」

　なんのことだか、さっぱりわからない。

　他の面々も顔を見合わせたり、首を傾かしげたりしている。

「知っての通り、私の能力は自分の考えを他人に発信したり、或あるいは自分に向けられた思考を読み取ったりすることができるものよ。でもそれはあくまで第一段階にすぎないわ」

「ということは、クロエさんの能力にはまだその先があると？」

　柚ゆず陽ひの指摘に、クロエはゆっくりとうなずいた。

「私の能力の本質は『伝達』──そして、それは思考に限らないの」

　そして懐ふところから煌式武装ルークスの発動体を取り出すと、美奈兎へ差し出した。

「──だから美み奈な兎と、明日の試合ではこれを持っていきなさい」





　　　　＊






「ええい、こうなったら先にあんただ！」

　クロエを庇かばうようにして立つ美奈兎に、ミルシェが構えたギターを突きつける。

　一対一で、今の美奈兎がミルシェに勝つのはまず無理だ。それは厳然たる事実だろう。

　あらゆるスペックで負けている以上、なにかしらミルシェの予想の上を行かなければ、勝つことはおろか一撃食らわすのも難しい。

（だからこそ、か……）

　美奈兎は苦笑しながら、ホルダーから新しい煌式武装ルークスを取り出して展開させた。

「うん……？」

　それを見たミルシェが訝いぶかしげに眉を寄せる。

「あんた、剣も使えるの？」

　そう。それはソフィアが使っているのと同じサーベル型の煌式武装だ。

　そしてもちろん、美奈兎にそれを扱う技術はない。

「まあいいか、はったりだろうとそうでなかろうと……これで終わりだ！」

　一いつ閃せん。

　ミルシェの光こう刃じんが美奈兎を襲う。

　──だが、しかし。

「なっ!?」

　美奈兎はその一撃を、サーベル型の煌式武装で弾はじき返かえしていた。

《いい、美奈兎。今のあなたの身体からだでは、もって十秒よ》

《わかった……！》

　美奈兎はそのままミルシェと激しく切り結ぶ。

　それは妙な感覚だった。自分の身体が、まるで自分の知らない動きを昔から慣れ親しんでいたかのようにこなしている。

　その動き……その剣技は、ソフィアと比べてもまったく見劣りしていない。

　それも当然で、なにしろ今の美奈兎は一時的にソフィアの剣技を習得したのと同じ状態だからだ。

　感覚・経験の伝達。

　それがクロエの能力の第二段階だった。

　ただし技術というソフト面は伝達できても、それを実行するハード面……肉体に関しては元のままだ。美奈兎も普段から鍛えているとはいえ、玄空流とソフィアの剣術とでは使う筋肉がまったく違う。その負荷はすさまじく、美み奈な兎とは身体からだを引き裂くような苦痛に顔を顰しかめた。

「く、くそっ！　だからって……！」

　ミルシェの顔に焦りの色が浮かぶ。

　美奈兎の振るうサーベルが弧を描いて風を裂き、足を払い、胸の校章を狙って神速で繰り出される。ミルシェはその猛攻をなんとか凌しのいでいるものの、完全に防戦一方だ。

　それもそのはず。なにしろソフィアは剣技だけなら今のアスタリスクでも最高の剣士と呼ばれている兄アーネスト・フェアクロフに匹敵すると言われているのだ。普段は相手を傷付けることを恐れてその真価を完全に発揮することができないでいるが、その技術を美奈兎が使うとなれば制約はない。

「ミルシェさん！」

「ミルシェ！」

　マフレナの光弾の雨が激しさを増し、モニカが駆けつけようと走り出すのが見える。

　その前に決着を付けたいところだが、さすがに阻そ害がい弱体化と活性強化の補整がある中では一筋縄ではいかない。

《美奈兎、急いで！　これ以上はあなたの身体が持たないわ……！》

《わかってる……！　だから……！》

　美奈兎はクロエにそう伝えると、これが最後の一撃とばかりに大きく踏み込み、ミルシェの校章目掛け渾こん身しんの力を込めて剣を斬り上げた。

「ぬううっ……！」

　ミルシェはその一撃を光こう刃じんで受け止めたが、押さえ切れずに吹き飛ばされたギターが宙に舞う。

　ただ──そこまでだった。

　美奈兎が伸ばした光剣の切っ先は、ミルシェの胸の校章までほんの数センチ、あと一歩というところで届かない。

「ぐ……！」

　ついに美奈兎が力尽きて膝ひざをつくと、ミルシェの顔に喜悦の笑みが浮かんだ。

　時が凍りついたかのような静寂。

　が、次の瞬間、低く小さな発砲音がそれを破る。

「え……？」

　ぽかんとしたミルシェが自分の校章へ目を落とせば、そこに小さな光弾がめり込んでいた。

　美奈兎が背後を振り返ると、そこには座り込みながらも拳銃型の煌式武装ルークスを構えたクロエの姿。

　いつだったかの、ソフィアの言葉が脳裏を過よぎる。

『──勝利を確信した時こそ、最も心を引き締めないといけませんわ』

　そして、ミルシェの胸から羨せん望ぼうの旗き幟したる偶像が砕けて落ちた。





第五章　龍りゆうを統すべる者







「試合終了エンドオブバトル！　勝者、チーム・赫かぐ夜や！」




　機械音声が決着を告げると、チーム・赫夜とルサールカ双方のメンバーほぼ全員が啞あ然ぜんとした表情で動きを止めた。誰もが皆、信じられないという顔だ。

　ただ一人、クロエを除いて。

「……見事だったわ、美み奈な兎と」

　そのクロエが小さく笑いかけてくるのを見て、美奈兎はようやくそれを──勝利を実感する。

「や……やったぁー！」

　美奈兎が飛び跳ねて喜ぶと、ソフィアとニーナが泣き笑いの表情で駆け寄ってきて抱き付いた。

「素晴らしい一撃でしたわ！」

「勝ったよ、美奈兎ぉ！」

「ちょ、ちょっと二人とも……うわあっ!?」

　なんとか踏ん張ろうとしたのだが、足に力が入らずそのまま押し倒されてしまう。

　二人の下敷きになった美み奈な兎とがもごもごともがいていると、呆あきれ顔がおのクロエが近寄ってきて息を吐いた。

「……二人とも、そのくらいに。美奈兎は明日から当分筋肉痛で動けないはずだから」

「そ、そうでしたわね……失礼」

「あはは……」

　クロエの能力によってソフィアの剣技を一時的に使えるようになったのはいいのだが、身体からだにかかる負荷は相当なものがある。美奈兎とて身体を鍛えてはいるものの、格闘術と剣技ではそもそも使う筋肉が違うのだ。そこを無む理り矢や理り酷こく使ししたとなれば、反動がくるのもやむを得ないだろう。

　それでも、ソフィアの剣技を再現できる基礎スペックがあるとクロエが判断したのは美奈兎だけだった。クロエ当人を含めて、柚ゆず陽ひやニーナでは一瞬で身体が限界を迎えてしまうだろうからだ。

　また逆に、人を傷つけることができないという弱点を抱えている以上、ソフィアが他のメンバーの技を再現するのは現状ほとんどメリットがない。

「クロエさんもお疲れさまでした」

「……柚陽」

「あの阻そ害がい弱体化の中、伝達能力を維持するのは大変だったでしょう？」

　そう労ねぎらう柚陽に、珍しくクロエが照れたように視線を逸そらす。

「別に……それよりも、その、庇かばってくれて助かったわ」

「いえいえ、仲間なのだから当然です」

　にっこりと微笑ほほえむ柚陽。

　──一方。

「ちょっとリーダー！　なーにやられちゃってるのよお！」

「そーだそーだ、いくらなんでも油断しすぎだぜ！」

「い、いや、そんなつもりは……」

　モニカとトゥーリアに詰め寄られ、ミルシェが悔しさと困惑が入り混じった表情でじりじりと後ずさる。

「……ええ、確かに終盤のミルシェは本気でした。私の目から見ても、油断していたようには見えません。まあ、最後の一瞬だけは別ですが、あれも責められるほどのものではないでしょう」

　と、そこへシルヴィアを伴ってペトラがやってきた。

「うんうん、むしろあそこは美奈兎ちゃんたちを褒ほめるべきだと思うな」

　シルヴィアもそう言って、美奈兎に軽くウィンクを送ってくれる。

「あのソフィア・フェアクロフの剣技をトレースしたかのような動き、おそらくはクロエの能力ですね？」

「……はい」

　探るようなペトラの目線を、クロエもまっすぐに受け止めた。

「あのような能力をあなたが隠していたとは知りませんでした。ＨＲＭＳ時代のデータにもなかったと思いますが？」

「隠していたわけではありません。ただ……以前のチームでは使えなかっただけです」

「使えなかった？」

「感覚の伝達は、信頼した仲間同士でなければ効果が発揮されませんから」

　その言葉に、ペトラがわずかに鼻白む。

「そう、ですか。なるほど」

　そして、大きく息を吐くと改めてチーム・赫かぐ夜やの面々を見回した。

「……わかりました。いずれにせよ、約束は約束です。クロエの《獅鷲星武祭グリプス》への参加を認めましょう」

「やった！」

　ついに勝ち取ったペトラの言葉に、美奈兎は小さくガッツポーズを取る。

「ただし、今回の勝利はあくまで序盤のルサールカがハンデを付けていたが故です。もし彼女たちが最初から全力で相手をしていたならば、結果は逆になっていたでしょう。あなた方が本気で《獅鷲星武祭》の優勝を目指すというのなら、もっともっと力をつけなければ不可能ですよ」

「そうだぞ！　調子に乗るなよな！」

「あくまで運がよかったのと、ちょっとばかしオレたちの調子が悪かっただけなんだからな！」

「そーだそーだあ！」

「……幸運は何度も続かない」

　ミルシェたちがその尻馬に乗るように囃はやし立たてるが、ペトラが一いち瞥べつするとすぐにしゅんとかしこまった。

「この敗北であなたたちもいかに自分たちが未熟なのか思い知ったでしょう。少なくとも《獅鷲星武祭》本番までには『共鳴レゾナンス』を使いこなせるようになってもらわないと困りますよ」

「はーい……」

　ルサールカは叱られた子どものように、うなだれる。

「ふふっ、でもこれでまた《獅鷲星武祭》の楽しみが増えたかな。ルサールカもチーム・赫夜のみんなも、がんばってね！」

「はい！」

　そんなエールをくれるシルヴィアに、美み奈な兎とたちは笑顔で応えた。





　　　　＊






　──それから、一ヶ月。

「それじゃ、少し休憩にしましょうか」

「ふぃー、つっかれたぁ……！」

　クロエの合図に、美奈兎は両手を放り投げるようにしてトレーニングホールの床にごろんと倒れた。

「お疲れ様ですわ、美奈兎」

「ありがとうございます、ソフィア先輩」

　ソフィアが差し出してきたドリンクを仰あお向むけのまま受け取り、にへらと笑う。

　美奈兎たちチーム・赫かぐ夜やの面々は、今日も今日とて《獅鷲星武祭グリプス》に向けたチーム戦の訓練を重ねていた。

　すでに全員クロエの能力の第一段階については対応できるようになっているが、その第二段階を実戦で使えるようにするためには各おの々おのの基礎スペックを底上げしなければならない。こればかりは一朝一夕でどうにかなるようなものではないため、地道にトレーニングを続けていくしかなかった。

　それはつまり、遊撃であるニーナや後衛である柚ゆず陽ひに、美奈兎やソフィアの動きに耐えうるだけの身体からだ作りを課すということでもある。

　当然ながら後衛の技術を前衛がトレースするよりも、前衛の技術を後衛がトレースするほうが負担が大きい。

「はぁー……もう足がガクガクだよぉ」

「確かに、気持ちはともかく……これ以上は、身体のほうが……ついてきて、くれるかどうか……」

　実際ニーナも柚陽も全身汗びっしょりで、へたり込んだまま立ち上がる力も残っていないようだ。

「理想は全員が他のメンバーの動きを複数回こなしても、試合を継続できる身体になることよ。……まあ、あくまで理想だけれど」

　そういうクロエも、かなり息が上がっている。

　その全員には無論クロエ自身も含まれるため、柚陽たちと同じメニューをこなしているからだ。

　元々こうしたトレーニングには慣れているらしく、その分ニーナや柚陽よりはましなようだが、それでも相当消耗しているのは間違いない。

「……ただ、問題はこの先ね」

「この先って？」

　上半身だけを起こしてドリンクを飲んでいた美み奈な兎とが、くきっと首を傾かしげる。

「今までは対戦する相手がわかっていたから私が戦術を組み立てて、それに必要な能力を訓練してもらってきたけれど……《獅鷲星武祭グリプス》に備えるのであれば、もっと高度な訓練が必要になるわ。その指導は私にはできない」

　確かに今のような基礎訓練はともかく、ソフィアの剣術や美奈兎の玄空流、柚ゆず陽ひの弓きゆう術じゆつなどをクロエが指導するのは不可能だ。

　となれば今まで通り自主訓練しかないのだが、それではとても足りないということなのだろう。

「あなたたちはそれぞれの得意分野に関しては、すでに一流かそれに近いレベルよ。その部分をより伸ばせるような指導者は限られているし、いたとしても手が空いているとは思えない」

「うーん、そっか……。あたしも師匠と連絡が付けばなあ」

　美奈兎の師匠は放浪の旅に出たまま音信不通だ。

「それを言うなら、私わたくしだってお兄様クラスの練習相手がほしいですわ。やはり今以上に腕を磨くのであれば、同格以上の方と剣を交えるのが一番ですもの」

「私も細かな修正点を見つけてくださるような方がいてくださると助かります。特に今のように身体からだを鍛えると姿勢に影響が出ますし、中々自分では気が付くことのできない部分なので」

「わ、わたしは《魔女ストレガ》としての立ち回りを教えてほしいな……！　遊撃って、やることが多いし……」

　各おの々おのが勝手気ままに出す希望に、クロエは俯うつむきながら溜ため息いきを吐ついた。

　まあ、普通に考えればそんな都合のよい人材がそうそういるわけもない。

「──とにかく。一応私もいろいろとあたってはみるけれど、可能ならばあなたたちのほうでも探してみてちょうだい。望みは薄いでしょうけれど、ね」




　そんなことがあってから、またしばらく経たった休日。

「よーし、休みだー！」

　美奈兎、柚陽、ニーナの三人は、商業エリアに遊びに出かけていた。

　クロエのトレーニングメニューはハードではあるが、身体を壊さない程度に適度な間隔で休日が挟まっている。

「クロエやソフィアも一緒に来れたらよかったのに……」

「このところクロエさんはアイドル活動が忙しくなってきたみたいですから、仕方ありませんね」

　残念そうにつぶやくニーナの頭を、柚ゆず陽ひが優しく撫なでる。

　柚陽の言う通り、クロエは最近少しずつアイドルとしての人気が出てきているようで、仕事も増えてきたらしい。クロエ自身は自分は向いていない、人気は出ないと言っていたが、ひょっとしたらなにか心境の変化でもあったのかもしれない。

　もっともクロエはそのあたりのことは頑かたくなに話してくれないので、推測でしかないのだが。

「ソフィア先輩は残念だったね……まさかこのタイミングで風邪を引いちゃうなんて」

　昨日のトレーニング時にもやたらくちゅんくちゅんとくしゃみをしていたが、今朝になって熱も出てしまったらしい。

　待ち合わせ時間にやってきたソフィアは明らかにふらふらで「私わたくしもいぎだいでずわ～！」と泣いてすがり付いてくるくらいだったが、柚陽の丁寧な説得により今は部屋で大人しく寝ている……はずだ。

「なにか美お味いしいものでも買っていってさ、戻ったらお見舞いに行こうよ」

「ええ、そうですね」

「賛成！」

　そんなふうに三人で談笑しつつ、行き交う人で賑にぎわう商業エリアのメインストリートから少し入った路地をそぞろ歩く。

　特にこれといった目的があるわけではなく、皆でなにか買い物でもしようというくらいの軽い気持ちで出てきただけだ。このあたりは表通りに並ぶ豪勢なブランドショップとは違い、こぢんまりとした個性的な店が多いので歩いているだけでも十分に楽しい。

　そうこうしていると、美み奈な兎とたちは広場の端にちょっとした人ひと垣がきができているのに気が付いた。

「ねえねえ、美奈兎。あれってなにかな？」

「うーん、なにかの露店みたいだけど……」

　興味が湧いたので、人を搔かき分わけて進んでみると。

「──ああ、《星武祭フエスタ》のグッズ屋さんか」

　遊歩道の壁際にずらりと商品を並べた露天商が、取り囲むお客を相手に手て馴なれた様子で対応している。

「おっと、お目が高いね！　そうそう、この空間フォトフレームはチーム・ランスロットのメンバー全員が入ってるやつで、中々他じゃお目にかかれないよ！　はい、毎度あり！　……で、奥のお嬢さんはこっちのシルヴィアのポスターね！」

　こうした《星武祭》関連商品の版権は、当然ながら本来は各学園が管理しており正規の取扱店の他にも《星武祭フエスタ》の会場やネットでも購入することができる。一方で、こういった路上販売の場合は大抵が版権を無視したいわば海賊版だ。

　そんな非正規グッズになぜこれほど客が集まるかと言えば、その素材が通常流通しているものではなく半ば盗撮めいた手段で入手したようなものばかりだからだ。《星武祭》人気の下支えになっていることは否めず、学園側も大目に見ているため、今のところ警備隊からもお目こぼしをされている。もっとも、当然ながら学園側からのクレームが入れば一発でアウトなので、盗撮めいた映像や写真と言っても過激なものはまずない。

「そういえば、こういうお店って露骨だから人気の傾向とかがわかりやすいって、前にチエちゃんが言ってたなあ」

　友人の言葉を思い出しながら商品をチェックしてみると、最も大きなスペースを占めているのはやはりシルヴィアのグッズだった。次いでレヴォルフの《王竜星武祭リンドブルス》絶対王者オーフェリア・ランドルーフェン、本物の王女にして《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者である星せい導どう館かんのユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトといった顔ぶれが続く。意外なところだと界龍ジエロンの趙虎峰ジヤオフーフオンなども人気があるようだ。

「ああ、なるほど。こちら半分が男性客向けで、向こうが女性客向けになっているのですね」

　柚ゆず陽ひの言葉に視線を動かしてみると確かに商品の置き場はきっちり線引きされているようで、実際集まっている客層も如実に分かれている。

「わー、やっぱりソフィアのお兄さんって人気なんだね」

　女性客向けの一番人気はニーナの言う通りソフィアの兄であるアーネスト・フェアクロフのようだ。他にはユリスと共に《鳳凰星武祭》を制した星導館の天あま霧ぎり綾あや斗とやガラードワースの《輝剣クラウ・ソラス》エリオット・フォースター、《黒盾ガレス》ケヴィン・ホルストなどが目立つところに並んでいる。

「アーネストさんかー、やっぱりかっこいいもんね」

　前回の《獅鷲星武祭グリプス》製覇チームのリーダーにして名門ガラードワースの生徒会長、すらりとした長身の金髪美男子でしかも──ソフィアがうっとりと語るところによれば──優しく優雅、まさに完全無欠の理想的な男性だろう。

「もしや美み奈な兎とさんはああいった殿方が好みなのですか？」

「ええー!?　美奈兎、そうなの!?」

「ああ、いや、別にそういうわけじゃなくて……！」

　話が変なほうへ転がってしまったので、慌てて否定する。

「そりゃあたしもアーネストさんは強いしかっこいいし素敵な人だとは思うけど……こう、ときめいたりするっていうのとは違うかなあ。そういうの、まだよくわからないし」

「ふーん、美奈兎って意外とお子様なんだ」

「むっ！　じゃ、じゃあ、そう言うニーナちゃんは誰かそういうお相手がいるの？」

「ふえっ？　わ、わたしは……その……い、いないけど……」

　揶や揄ゆするニーナに美み奈な兎とが問い返すと、顔を赤くして俯うつむいてしまった。

　クインヴェールは女子校ということもあってか、いわゆる男女交際というものと縁遠い学生も少なくない。入学に際して一定以上に整った容姿を求められることから右を向いても左を向いても美女美少女ばかりであり、他学園の学生からはそれはモテるのだが、タレント活動をしている学生にとってスキャンダルはご法度であるし、真っ当に《星武祭フエスタ》に向かい合っている学生にとって他学園の学生はそういった目線で見るよりも前にライバルである。そもそも男嫌いで学園から出ないという学生もいるくらいだ。

　無論、クインヴェールにも遊んでいる学生は大勢いるし、女子特有の恋話は美奈兎も嫌いではないが、今のところ聞き手で十分だと思っている。

　──と。

「あら？　あの方は、確か……」

　そんな美奈兎とニーナのやり取りを微笑ほほえましそうに眺めていた柚ゆず陽ひが、ふとなにかに気が付いたようにそう言って目線を隣へ向ける。

「これ、ぜーんぶいただくですの！」

　そこで両手一杯にグッズを抱え、満面の笑みでそう宣言していたのは、美奈兎とはなにかと妙な縁のあるヴァイオレット・ワインバーグその人だった。

「……ヴァイオレット？」

「え？　なにか御用ですの？」

　思わずその名をつぶやくと、笑顔のままこちらに顔を向けたヴァイオレットの表情からさーっと血の気が引いて行き、固まってしまう。

「わ、わ、若わか宮みや美奈兎ー!?　な、なんで、どうしてあなたがこんなところに!?」

　そして逃げるよう後ずさるが、この人ひと垣がきの中では無む茶ちやな話で、他の客にぶつかったヴァイオレットは両手に抱えていたグッズを盛大にばらまいてしまった。

「はわっ！　ご、ごめんなさいですのごめんなさいですの！」

　慌ててグッズを拾い集めつつ、ぺこぺこと頭を下げるヴァイオレット。

「あらら……しょうがないなあ」

　苦笑しながら美奈兎も屈かがみこみ、拾うのを手伝おうとしたが、ヴァイオレットはその手からグッズを奪い取ると嚙かみ付つくように言った。

「ラ、ライバルであるあなたに借りは作りませんですの！」

「ライバルって……誰が？」

　きょとんとした顔で美奈兎が聞き返すと、ヴァイオレットが顔を真っ赤にして目を吊つり上あげる。

「き、きぃー！　わたしなんか眼中にないとでも言いたいのですの!?　屈辱ですの許せませんの！　いいですの、一回勝ったくらいで調子に乗らないでもらいたいですの！　あなたがたも《獅鷲星武祭グリプス》に出るつもりでしょうけれど、セティ姉妹もサンドラも、そしてもちろんこのわたしも、あの試合の時よりもずっとずっと強くなっていますの！　《獅鷲星武祭》であたった暁にはけちょんけちょんに踏み潰してやがりますので覚悟しておくですの！」

「あ、あの……お嬢ちゃん？」

　グッズを抱えたまままくし立てるヴァイオレットに、店主がおずおずと声をかけてくるが、ヴァイオレットはきっとそちらを睨にらみつけるときっぱり言い放った。

「お会計をお願いしますの！」

　そしてグッズ満載の袋を両手に提げ、ぷりぷりと肩を怒らせながら人ひと垣がきを割って去っていく。

「ヴァイオレット、なんであんなに怒ってたんだろう……？」

　その背中を見送りながら美み奈な兎とは首を捻ひねった。

　相変わらず彼女の考えはさっぱりわからない。

「……あの人の買ってたグッズ、全部《叢むら雲くも》のだったね」

「……ええ、そのようでしたね」

　美奈兎の隣では、ニーナと柚ゆず陽ひが呆あつ気けに取られたような顔で立ち尽くしている。

「柚陽、《叢雲》の知り合いなんでしょ？　言ってあげればよかったのに」

「いえ、それは……面倒なことになりそうですから、やめておいたほうがよろしいかと」

　そう言った柚陽の表情は、見たことがないくらい微妙なものだった。




　それから最近流は行やっているというアイスなどを食べ歩き、ウィンドウショッピングをしながら和わ気き藹あい々あいと休日を満喫していると。

「……ふうむ、おかしいのう。確かにここで間違いないはずなのじゃが」

「そう言われてもねえ。うちの前にここへ入ってた店が移転したのは、もう十年以上も昔の話だし……」

　ふと通りがかった店の軒先で、まだ幼い童女を前に店員らしき男性が困ったように頭を搔かいている。

　店はいかにもお洒落しやれなカフェで、店員は口くち髭ひげをたくわえた恰かつ幅ぷくのいい男性だ。おそらくここのマスターなのだろう。

「あの、どうかしたんですか？」

　迷子かなにかだろうかと思って美奈兎が声を掛けると、男性と童女が揃そろって美奈兎を見る。美奈兎は基本、困っている人間を放っておけない性分だ。柚陽とニーナも、苦笑を浮かべつつなにも言わずに付いてきてくれた。

「ああ、いや、実は……」

「茶葉を求めて来たのじゃが、しばらく見ぬうちに店が移転しておってのう。難儀しておるところじゃ。まだこの六りつ花かで商いを続けておることは確かなのじゃが……」

　よくよく見れば、童女は界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの制服を着ていた。

　おそらくまだ十歳前後といったところだろうが、六学園で最大の規模を誇る界龍は初等部相当の年齢から学生を受け入れているので不思議ではない。

「お店の名前などはおわかりにならないのでしょうか？」

「普段は使いに任せておる故、すっかり失念してしまってな」

　子どもらしからぬ妙な口調ではあるものの、他学園の校風には美み奈な兎とも詳しくないので、界龍ではこれが普通なのかもしれない。

「ど、どんなお店なの……？」

　柚ゆず陽ひの背中に隠れるようにしながらも、ニーナが童女に尋ねる。

「良質の茶葉を量はかり売うりしておる小さな店じゃ。店主とは古くからの馴な染じみでな」

　詳しく話を聞くと、どうやら中国茶の専門店らしい。

　となれば、商業エリアにもそれほど数があるとは思えない。

「ちょっと待ってね。そういうの、詳しい友達に聞いてみる」

　美奈兎はそう言うと、携帯端末を取り出して親友の番号をコールした。彼女は今日もバイトらしいが、遅番と聞いているのでこの時間ならまだ出勤前のはずだ。

『はいはーい、どうしたの美奈兎？』

「あ、チエちゃん？　ごめん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」

　かくかくしかじかと簡潔に説明すると、チェルシーはすぐに状況を察してくれた。

『……ふんふん、なるほどね。確かに六花でその手のお茶を専門に扱ってるお店はそんなに多くないかな。私が知ってるところだと……』

　さすがは広く世事に通じるチェルシーだけあって、あっという間にそれらの店をチェックした地図データを送ってくれた。

「おー、これならそんなに遠くないし歩いて回れそうだね。よし、じゃあ一緒に行こうか」

　美奈兎がそう言って手を差し出すと、童女はきょとんとした顔で目をぱちくりとさせる。

「なんと、わざわざ儂わしに付き合ってくれるというのかえ？」

「うん、別に急ぎの用事があるわけでもないし……って、ごめん！　またあたしが勝手に決めちゃったけど、大丈夫かな？」

　美奈兎は途中まで言いかけてから、はっと連れの二人を見た。

「もちろん、私に異存はありませんよ」

「う、うん、わたしもいいよ……」

　柚ゆず陽ひとニーナが笑顔でうなずいてくれるのを見て、美み奈な兎とは胸を撫なで下おろす。

　そして腰を屈かがめて童女と視線を合わせると、優しく笑いかけた。

「それじゃあ、改めて……あたしは若わか宮みや美奈兎」

「私は蓮れん城じよう寺じ柚陽です」

「……ニ、ニーナ・アッヘンヴァル、だよ」

　柚陽とニーナも同じように童女の顔を覗のぞき込こみ、そう挨拶する。

　すると童女はさも楽しそうに破顔した。

「そうかそうか、ではよろしく頼もうかのう。儂わしは星露シンルー──界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん生徒会長、范フアン星露じゃ」

「……へ？」

　その名前と肩書きを耳にした途端、美奈兎の口から思わずそんな間抜けな声が漏れていた。





　　　　＊






　星露が探していた店は、さほど時間をかけることなく見つかった。十人も入れば一杯になりそうな小さな店で、壁面には大きな茶缶が整然と並んでいる。

「これは《万ばん有ゆう天てん羅ら》、御自らわざわざこのようなところに……！」

「ほほほ！　よいよい、そう畏かしこまるな。儂はただ茶葉を求めに参っただけじゃ」

「いや、しかし普段はお弟子の方がいらっしゃるのに、なぜまた……？」

「なぁに、ここのところ所用で度々外へ出るようになってのう。そのついでじゃ」

「……ははぁ、例の学園祭絡みのイベント、とやらですかな」

「ほほう、さすがに耳が早いのう」

　その店の奥で、老年に差し掛かった店主と星露がなにやら和やかに談笑していた。店主のほうがまだ年端もいかない星露に限りなく腰が低い様子なのはやや異様であったが、二人の間にはそれが当然といった空気がある。

　そんな光景を、美奈兎、ニーナ、柚陽の三人は店先でただぽかんと眺めていた。

「生徒会長ってことは、あの子が界龍の序列一位ってこと、だよね……？」

「生徒会選挙の方式は各学園で異なりますが、界龍は学内トーナメントで決めるそうですから……そういうことになりますね」

　ニーナの呆ぼう然ぜんとしたつぶやきに、柚陽がしっかりと答える。

「界龍の序列一位、《万有天羅》……」

　それでもやはり、美奈兎にはにわかに信じられなかった。

　無論、美奈兎もその逸話くらいは耳にしたことがある。本人はあまり表舞台へ出てくることはないが、わずか六歳で序列一位の座についた童女の話はあまりにも有名だ。

　それが三年前のことなので、つまり星露シンルーはまだ十歳程度ということになる。

　そもそも界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんはアスタリスクの六学園において最大の規模を誇り、アスタリスクの長い歴史の中でも総合成績において一度も下位クラスに落ちたことがない唯一の学園だ。また初等部相当の年齢から学生を受け入れているのも界龍だけであり、幼少期から徹底した教育を行っている。

　その結果、界龍は他学園にはない二つの特徴を持つに至った。

　一つは武術。界龍内部でも諸派入り混じっているため形式は様々だが、総じて界龍の学生は体術のレベルが高い。特に星辰力プラーナを攻撃力に転化し、無手での攻防を成す技術は他学園を圧倒している。

　そしてもう一つが──界龍独自の万応素マナ感応能力普遍化技術である星せい仙せん術じゆつだ。《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力を定型化し、その素養が低い者でも扱えるよう汎用化したもので、これを扱うものは道士タオシーと呼ばれている。

　この星仙術を界龍にもたらしたのが、アスタリスク黎れい明めい期きに活躍した初代《万ばん有ゆう天てん羅ら》だ。以来、《万有天羅》は界龍において特別な二つ名として伝承され、この星露は三代目にあたるらしい。

　あらゆる意味で規格外とされる存在……それが界龍の《万有天羅》范フアン星露だった。

「いやはや、すまんのう。おかげで助かった」

　と、買い物を終えた星露が無邪気な笑みを浮かべて三人の下へとやってきた。

　その背後では退店する星露を見送るように、店主が恭しく膝ひざを折っている。

「さて、美み奈な兎とに柚ゆず陽ひ、それとニーナであったか。ぬしらにはなんぞ、礼をせねばなるまいのう」

「えっ？　い、いいよいいよ、星露ちゃん！　別にそんな大したことをしたわけじゃないし……」

　慌てて美奈兎は両手を振る。

　ただ単に、一緒に店を探しただけだ。

　とてもお礼をもらうようなことはしていない。

「よいよい、見ず知らずの儂わしのためにわざわざ時間を割いてくれたのじゃからな。見上げた心がけじゃ。儂は人の善悪にはさほど頓着せんが……美奈兎、ぬしの善性は好ましく思うぞえ。それにぬしは人に好かれる相が見て取れる。そういう巡りに恵まれておるのじゃろうな」

「はぁ……」

　なんだかよくわからないが、星露は美奈兎を気に入ってくれたらしい。

「あの……本物の《万有天羅》、なんだよね？」

　すると柚ゆず陽ひの背中に隠れながらも、ニーナが確認するようにそう訊たずねる。

「うむ、いかにも儂わしが《万ばん有ゆう天てん羅ら》じゃ」

「じゃ、じゃあ……やっぱり、すごく強い、の？」

　そんなニーナの質問に星露シンルーは一瞬きょとんとした表情を浮かべたが、すぐにからからと楽しそうに笑い出した。

「ほほほ！　なるほど、信じられぬというのも無理はない。いやなに、近頃では珍しい反応じゃったのでな。やはり約定とはいえ学園内に篭こもっておるのはよくないのう」

　星露はひとしきり笑った後、何度もうなずいてみせる。

「ならば、着いてくるがよい。少し面白いものを見せてやろうぞ」

　言って、星露はその口元をにやりと歪ゆがめた。




「──ふむ、このあたりでよいかのう」

　星露はそう言うと、ボロボロとなった廃ビルの中央で足を止めて振り返った。

　崩れ落ちた天井から差し込む冬の弱々しい陽光が、そんな星露を舞い散る埃ほこりと共に照らしている。

「ここって……」

「うううう……こ、怖いよう……！」

　美み奈な兎とにしがみつくようにして、瞳に涙を溜ためたニーナがか細い声を搾しぼり出だした。

　それもそのはず、ここはアスタリスクの中でも最も危険とされる一帯──再開発エリアの一角だ。かつて《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》と呼ばれる大事件によって放棄され、今ではレヴォルフの学生を中心とした不良学生や、アスタリスク内外から集まった犯罪者たちの根城となっている……らしい。

　一部には歓楽街のように店が並び、ある種の秩序が形成されている場所もあるが、その大半はこうした人気のない廃はい墟きよが並ぶばかりだ。

「私、再開発エリアにやってきたのは初めてです……」

　物珍しそうにそう言う柚陽は、あまり物もの怖おじしている様子はない。

「そんなの、あたしだって初めてだよ」

　美奈兎とて好き好んで治安の悪い場所をうろつく趣味はなかった。

　ニーナには聞くまでもないだろう。

　六学園の中でも、クインヴェールとガラードワースは比較的裕福で由緒正しい家柄の出の者が多く、休日でもあまり学外に出ないという学生も少なくない（芸能活動を行っている者はまた別だが）。

　こうしたアンダーグラウンドな場所とは縁遠いのだ。

「さて……見たところぬしらもそれなりに鍛たん錬れんを積んでおるようじゃ。いずれかの《星武祭フエスタ》に出るつもりなのじゃろう？」

「え？　ああ、うん……！　あたしたちは《獅鷲星武祭グリプス》で優勝を目指してるんだ！」

「ほう！　優勝とは大きくでたものじゃな」

　美み奈な兎とがふんすと気合を入れてそう断言すると星露シンルーは少し驚いたようだったが、馬鹿にしたような様子はまるでない。

「となれば、ますます都合が良い。今日の礼に儂わし自らぬしらに稽けい古こをつけてやろう」

「星露ちゃんが、あたしたちに稽古を……？」

「不服かえ？」

「いや、でも……」

　どう答えたものかと口くち篭ごもった美奈兎に、そっと柚ゆず陽ひが声をかけてきた。

「美奈兎さん、《万ばん有ゆう天てん羅ら》といえば指導者としてもご高名な方です。ある意味これはまたとない機会かと」

「そうなの？」

「界龍ジエロンの《冒頭の十二人ページ・ワン》は、ほぼその全員が《万有天羅》の直弟子と聞いています」

「ええっ!?」

　それがいかに途と轍てつもないことなのかは美奈兎にだってわかる。

　美奈兎はごくりと喉を鳴らすと、改めて星露に向き直った。

「わかった……それじゃ星露ちゃん、お願いしてもいいかな？」

「ほほっ！　最初からそう言うておるじゃろうに。……では、試しに儂に触れてみるが良い。儂からは一切手出しをせん」

「触れるって……そ、それだけ？」

　美奈兎の背後から頭だけを出したニーナがおずおずとそう訊たずねる。

「無論、武器や能力を使っても構わんぞえ。ニーナは《魔女ストレガ》なのであろう？」

　そんなニーナに、にっこりと微笑ほほえみかける星露。

「さあ、遠慮は無用じゃ。存分にかかってくるがよいぞ」

　星露はそう言ったまま、廃はい墟きよの中央から動こうともしない。腰の後ろに手を回したまま、ただ悠然と立っているだけだ。こう言ってはなんだか、美奈兎の目には隙すきだらけとしか映らない。

　美奈兎は柚陽とニーナに無言で目配せをしてから、一足飛びで距離を詰めた。煌式武装ルークスは起動しない。あくまで素手だ。

　触れるだけならこれで十分──そのはずだった。

　が。

「なっ!?」

　次の瞬間、星露の肩を摑つかもうとしていた美奈兎の手は、なにもない虚空を泳いでいた。

「っ！」

「え、えええっ!?」

　美み奈な兎との背後で、同じように驚きよう愕がくに満ちた柚ゆず陽ひとニーナの声が上がる。

　慌てて振り向くと、美奈兎の真後ろに笑顔のまま平然と星露シンルーが立っていた。

「どうした？　続けぬのか？」

　その瞬間、美奈兎の身体からだをぞわりとした戦慄が走り抜けた。

　おそらく、星露は美奈兎の手をかわしたのだろう。それはわかる。わかるのだが、その動きがまるで見えなかった。疾はやい、などというレベルではない。どこをどうやって移動したのか、その残像さえも捉えることができなかったのだ。

　その驚きようを見るに、柚陽やニーナも同様だったに違いない。

　美奈兎は今まで数多くの相手と闘ってきたし、その中には先日のルサールカのように序列上位に名を連ねる猛者も少なからずいた。

　──しかし、目の前の童女はそういった相手とはなにかが根本的に違う。

「い、行くよ、柚陽！　ニーナ！」

　美奈兎はナックル型の煌式武装ルークスを展開させると、そう声を上げた。

　それと同時に柚陽が弓型煌式武装を展開させ、表情を引き締めたニーナがその手に光の剣を顕けん現げんさせる。

「ほっほっほ！　そうじゃそうじゃ、本気でこい！　そうでなければ意味がないわ！」

　高らかに笑う星露を、美奈兎とニーナは前後から挟み込むようにして襲い掛かる。

　クロエがいなくても、このくらいの連係はすでに言葉を交わすまでもなくできるくらいにはなっているのだ。

　だが、やはり美奈兎の拳もニーナの剣はむなしく空を切る。

　ただし今度はしっかりと集中していたためか、その移動の残ざん滓しだけは辛うじて捉えることができた。

　右だ。

「柚陽！」

「はいっ！」

　そして柚陽の〝識しき〟の境地の範囲内であれば、どれほどの速度で動こうとも関係ない。柚陽の弓から必中の矢が放たれる。この距離での柚陽の矢は、仮に受け止められたり弾はじかれたりすることはあっても回避は不可能だ。そして星露が防御すれば、その時点で条件はクリアとなる。

　──しかし。

「ほう……！　素晴らしい狙いじゃな」

　にもかかわらず、星露はあっさりと柚陽の一撃をかわしてみせた。

「そんな……！」

　柚ゆず陽ひの目が見開かれるが、それでも星露シンルーの動きが一瞬ほんのわずかながら鈍くなったのを美み奈な兎とは見逃していなかった。その隙すきに星露の死角に回り込んだ美奈兎は、渾こん身しんの回し蹴りを見舞うが──それもまた、軽やかなジャンプでかわされてしまう。

「女王の心弾クイーン・バレツト！」

　すると、そこへしっかりと狙いを定めたニーナの光弾が全部で十二発、風を裂くように襲い掛かる。

（空中で、しかもこの数となれば今度こそ……！）

　美奈兎が期待を込めて視線を向ける。

　が、星露は身体からだを捻ひねると、ただそれだけで十二発の光弾の隙間を潜くぐり抜ぬけてしまった。

　しかも金魚の尻尾のようにひらめくその衣にさえ、美奈兎たちの攻撃はかすりもしていない。

「ほっほっほ！　中々にやりおるではないか、ぬしら。さあさあ、続けようぞ」

　愕がく然ぜんと立ち尽くす美奈兎たちに向かって、心の底から嬉うれしそうに星露が言った。

「……」

　次元が違う。

　もしかしたらなにかの能力なのかとも疑ってみたが、万応素マナが反応した気配はない。

　つまり星露は、純粋な体術だけで美奈兎たちをあしらってみせているのだ。

　しかも反撃をしてくるどころか攻撃を防ぐこともせず、ただ避よけ続けるだけで。

「……すごい」

　美奈兎はその圧倒的な力の差を前に、むしろ感動していた。

　世の中にはまだまだこれほどまでの力を持った者がいるのだ。だとしたら、心が折れる暇などあるものか。

「よーし！　いっくぞー！」

　がつんとナックルを打ち合わせ、美奈兎は再度星露へと挑みかかっていく。

　それを見た柚陽とニーナは、一瞬呆あつ気けに取られ……すぐにうなずき合うと、美奈兎のサポートをするように動き出した。





　　　　＊






　薄暗いステージの中央で、ただ一条のスポットライトを浴びながら黒いドレス姿のクロエがしめやかに、しかし力強く歌い上げる。

「──何度でも　何度でも　ぼくらは手を伸ばすだろう」

　シルヴィアがクロエのために作ったそのバラードは、遥はるか遠い夢の国を目指す少年と少女を詠うたったものだ。まだ数曲しかないクロエの持ち歌の中でも人気が高い一曲で、詠い終えたクロエがゆっくりと一礼すると、万雷の拍手が響き渡った。

　顔を上げたクロエの目の前には、集まった何千という人々が惜しみない賞賛を送ってくれている。

　クロエは自分の内でさざめく感情に戸惑いつつも、極力早足にならないよう気をつけながら舞台袖へとはけた。

　以前美み奈な兎とたちに語ったように、クロエにはまだ自ら歌いたいという気持ちはない。そこになにかを込めて、届けたいという想おもいがわからない。むしろ以前は早くこんな似合わない舞台から逃げ出したいと思っていたし、いっそさっさと人気がなくなってしまってシルヴィアが諦めてくれればいいとさえ思っていたほどだ。

　ただ、いつからだろうか。

　気が付けば、いつの間にかこうした活動に──歌うということにそれほど忌避感はなくなっていた。

　無論、今でも自分にはまるで向いていないと思っている。なにしろ今までクロエは自己表現などとは無縁の世界で生きてきたのだ。それをいきなり歌で成せと言われてもできるはずもない。

　それが、ここ最近はほんの少しずつ変わってきたようにも思える。借り物でしかなかったシルヴィアの歌が、まるでゆっくりと溶け出すようにして自分の心と馴な染じんでいくのがわかるのだ。

　そしてなによりも──こんな自分の歌を好きだと言ってくれる人々が少なからずいるということが、クロエには信じ難いことだった。今日のステージでもそうだが、彼らの声はクロエの感情を強く揺さぶってくる。それは形こそ違えど、美奈兎たちと共にいる時に感じる温かさと似通ったものだった。

「フロックハートさん、お疲れ様でした！」

　裏方のスタッフにそう声を掛けられ、クロエははっと顔を上げた。

　ステージの舞台裏では何人ものスタッフが慌あわただしく行き交っており、壁一枚隔てた向こうからは先程までクロエの歌に拍手を送っていた大勢の観客の熱気が伝わってくる。

　シークレット・キャラバン。

　日時も場所も出演者も直前まで告知しないで行われるという一風変わった音楽フェスだ。それでもどういう伝つ手てがあるのか毎回相当に豪華な出演者を集めてくるため、コアな音楽ファンには注目されているイベントの一つだった。実際に今回もこうして大勢の観客を集めることに成功している。

　今回はこの沖縄の離島で半屋外フェスとして開催され、クロエも出演者として招かれた一人だ。

「……ふむ、おまえがクロエ・フロックハートか。まだまだ未熟ながらも、中々に心を震わせる歌であった」

　と、ふいに一人の女性がクロエの前に現れた。

　背は高く長い黒髪、彫りの深い美しくも精せい悍かんな顔立ち、エキゾチックな褐色の肌は胸と腰周り以外大胆に露出しており、そのプロポーションは妖よう艶えんでありながらどこかミステリアスな雰囲気を醸かもし出だしている。長い腕や足では精巧な装飾品が煌きらめいているが、それも本人の美び貌ぼうの前では添そえ物ものにすぎないだろう。

「ネイトネフェル……」

　クインヴェール女学園大学部の学生にして、《舞神ハトール》の二つ名を持つ序列二位。クインヴェールにおいてシルヴィアに次ぐ実力者だ。無手での格闘においては、シルヴィアをも上回るかもしれない。

「今日は観客たちの反応もいい。おまえも気持ちよく歌えただろう？」

　ネイトネフェルもクインヴェールの学生の例に漏れず、ある種の芸能活動を行っているのだが、彼女のそれはかなり異質だった。というよりも、ほとんど唯一無二と言ってもいい。その二つ名からもわかる通り踊りを得意とするネイトネフェルは、それを披露する場を生舞台に限定しているのだ。

　テレビやネットを含めたあらゆるオフィシャルな中継を拒否しているのは彼女なりの美学があるからだとされているが（観客が隠し撮りなどで撮影したものは少なからず存在している）、それが故に知名度ではシルヴィアやルサールカには遠く及ばない。彼女がメディアに姿を現すのは公式序列戦か《星武祭フエスタ》以外ではほぼないと言っても過言ではないだろう。

　だが。

「初めまして、《舞神》。あなたの踊りは……その、上う手まく言葉にできないですが、素晴らしかったです」

「そうか。そう言ってもらえるとわらわも嬉うれしい」

　にっこりと屈託のない笑みを浮かべるネイトネフェルは年上のはずなのに、まるで可愛かわいらしい少女のようにも見える。

　実際、今回のオープニングセレモニーで見せたネイトネフェルの舞踏は衝撃的なものだった。その長い手足が時に情熱的に、時に蠱こ惑わく的てきに蠢うごめき、民族舞踊のようでありながら洗練されていて、ダイナミックでスタイリッシュ、そしてなによりも息を飲むほどに神秘的だった。

　それこそシルヴィアの歌に匹敵すると言っても過言ではないだろう。シルヴィアの歌がより繊細に心に響くものであるとすれば、ネイトネフェルの踊りはより原始的で本能を直接揺さぶる感動だった。

「しかし、おまえがデビューした時はまたつまらん有象無象が出てきたと思ったものだが……随分と化けたものだ。この先が楽しみだな」

「はは……」

　歯はに衣きぬ着きせぬ、率直な物言い。

　どうやらクロエのことはまるで知らなかったらしい。

　もっともそれも無理からぬ話で、本来ベネトナーシュとして諜ちよう報ほう活動の任務についていたクロエについて知っているのは、シルヴィアのように生徒会長として学園の暗部にも携わる者か、或あるいはルサールカのようにスキャンダルが多すぎてしょっちゅうベネトナーシュの世話になっているような者たち（それもペトラが守るだけの価値があると認めたレベルの者）くらいだ。

　一方で、実のところクロエもネイトネフェルについてはそれほど多くの情報を持っていない。彼女をクインヴェール女学園にスカウトしてきたのはペトラだが、その際にネイトネフェルが出した条件は一切の詮索をしないことだったという。そのためベネトナーシュにも彼女のデータはほとんど存在しない。

　徹底したメディア嫌いに加えて、どこの事務所にも所属せず自分一人で芸能活動を行っているため、世間ではやれ亡国の王女だ、やれ著名な誰それの隠し子だなどと噂うわさされているようだが、真偽は不明である。

「あっ、いたいた！　お疲れ様、クロエ」

「っ！　シルヴィア……！」

　そこへ華やかな笑顔を振ふり撒まきつつやってきたのはクロエのプロデューサーだ。

「危なかったよー、飛行機が遅れちゃってさ。クロエの出番ギリギリのところで間に合ったからよかったけど……って、ネイトネフェルじゃない、久しぶり！」

「ふんっ」

　と、にこやかに話しかけるシルヴィアとは対照的に、ネイトネフェルは仏頂面でぷいっとそっぽを向いてしまう。

「あらら、相変わらずつれないなあ」

「何度も言っているが、わらわはおまえが好かん」

　どんな因縁があるのかは知る由もないが、それをまるで隠しもしないところを見ると、ネイトネフェルは本当に直ちよく截せつな性格らしい。

「私はあなたのこと好きなんだけどなあ。もちろん、あなたの踊りも」

「……では、これで失礼する」

　不機嫌そうにそう言うとくるりと背を向け、歩き出すネイトネフェル。

　その背中に、シルヴィアが悪戯いたずらっぽく笑いながら声を掛ける。

「ねえ、来年は出るんでしょう？　《王竜星武祭リンドブルス》」

「当然だ」

　歩みを止めることも振り返ることもなく、ネイトネフェルが答えた。

　そして、去り際にもう一言。

「オーフェリア・ランドルーフェンの首を取るのは、おまえではない。わらわだ」

　そう言い残して、ネイトネフェルは舞台裏を去って行った。

　クロエもそれで思い出したが、前々回の《王竜星武祭リンドブルス》でネイトネフェルはオーフェリアに破れている。前回の《王竜星武祭》決勝でシルヴィアもオーフェリアの前に倒れており、以来リベンジを公言していることを考えると、二人は同じ相手を狙うライバルなのかもしれない。

「──それで、一体どうしてあなたがここに？」

　ネイトネフェルのことはさておき、クロエはシルヴィアにそう訊たずねた。

　クインヴェールで、いや、アスタリスクでもトップクラスに多忙な彼女が、なんの理由もなくこんなところまでやってくるはずはない。

「どうしてって……それは当然あなたの歌を聞きに来たんだよ」

「……わざわざそのためだけに？」

　クロエが驚いて問い返すと、シルヴィアは手を腰に当てて少しむっとしたように口を尖とがらせた。

「あのねえ、一応これでも私はあなたのプロデューサーなんだからね。安くない出資もしてるんだし」

「そ、それは知っているけど……」

「でも……うん、今日の歌はよかった。ちゃんと心がこもってたもん。やるじゃない、クロエ」

「っ」

　その言葉に、クロエは思わず口元を押さて視線を外す。

　まずい。顔が熱い。なぜ、こんな一言がこれほどまでに──

「あ、あの、シルヴィア……！」

「うん？」

　クロエはその場をごまかすように、自分にしては珍しく早口でまくし立てた。

「改めて聞くけど、あなたはどうしてそこまでしてくれるの？　あなたにはなんのメリットもないはずなのに」

　以前にも何度かぶつけたことがある質問。だが、一度もまともな答えが返ってきたことはなかった。

　だから今回も答えてもらえると期待していたわけでない。

　しかし。

「んー、そうだね。そろそろ教えてあげてもいいかな」

　予想に反して、シルヴィアは口元に人差し指をあてながらそう言った。

「ズバリ言っちゃうと、私はあなたに生徒会長になってほしいんだ」

「え……？」

　答えてくれたこともそうだが、それ以上にあまりに想定外の内容だったため、クロエも一瞬固まってしまう。

「生徒会長って……私が？」

「うん、そう」

　あっさりと言ってくれる。

「いえ、あの……ごめんなさい、話が繫つながらないのだけれど」

　眉み間けんを押さえながらそう言うと、シルヴィアはけらけらと笑いながらクロエの肩をぽんと叩たたいた。

「あはは、そんなに真面目に受け取らなくていいんだってば。今のところはまだ、あくまで私の願望なんだから」

「はぁ……」

　するとシルヴィアはほんの少しだけ真面目な顔でふっと息を吐く。

「ほら、クインヴェールうちは他の学園に比べると生徒会長って言ってもお飾りみたいなものでしょ？　私も自分が生徒会長になるまではそういうものかって思ってたんだけど、いつまでもこのままじゃあんまりよくないなって考えるようになったんだよね」

「つまり、私に制度改革を期待しているの？　だったらまず、今その立場にあるあなた自身が行動するべきでは？」

　その志は見上げたものだが、それを自分ではなく他人に任せようとするのはどうだろう。

「あー……それを言われると返す言葉もないんだけど、私にはちょっと難しいって言うか……しがらみとか契約とかで、ね」

　シルヴィアは自分でも後ろめたいところがあるのか、珍しく申し訳なさそうな顔でぽりぽりと頰ほおを搔かく。

　なるほど。シルヴィアがペトラとなんらかの契約を結んでいるのは知っているが、どうやらそのあたりが関連しているようだ。

「もちろん今の私にできることはやってるんだけど、正直手詰まり感は否めないんだよね」

「あなたにできないことが私にできるとは思えないけど。第一、私がアイドルをやることと生徒会長と、一体なんの関連性があるっていうの？」

「そんなの、うちで生徒会長になるならある程度この世界で有名になっておいたほうがいいからに決まってるじゃない」

「……」

　きっぱり言い切ったシルヴィアに、クロエはぽかんと口を開いた。

「まさか……そのためだけに、あの金額を払ったと言うの？」

「そうだけど？」

　トーナメント方式の界龍ジエロンや複雑怪奇なパワーゲームであるアルルカントのそれと違い、クインヴェールの生徒会選挙は極めて一般的なものだ。立候補者を募り、全学生による投票で各役職が決定される。ただ一つ特色があるとすれば、歴代の生徒会長の多くが著名なアイドルやタレントだということだ。

　クインヴェールの生徒会長がお飾りに近いということは周知の事実であり、実務能力よりも圧倒的に知名度のほうが優先されるという流れが長年続いてきた。それでもクインヴェールの生徒会長というネームバリュー自体は大きく、経歴としても一定の箔はくが付くため、数十人が立候補することも珍しくはない。ここしばらくはシルヴィアという圧倒的な存在が君臨しているので、他に立候補する者も現れずに信任投票だけが行われるという状況が続いていたが、仮にそのシルヴィアが退いたとすれば再び立候補者が乱立するのは目に見えている。

　その際、本気で勝ち抜こうと思えば確かにある程度の業界的な実績と知名度は必要不可欠だろう。それはわかる。わかるのだが。

「まだ私たちが《獅鷲星武祭グリプス》で優勝できると決まったわけじゃないのよ？」

　そう。そもそもの話として、クロエが晴れて自由の身にならなければ生徒会長になどなれるわけもない。そのためには《獅鷲星武祭》で優勝しなければならず、必然的にチーム・ランスロットを筆頭とする数々の強豪チームに打ち勝たねばならないのだ。分の悪い賭けにもほどがある。

　というより、ほとんどオッズが成立しないだろう。

「別にそれはいいんだよ。その時はその時だし」

　なのに、シルヴィアはやはり平然とそう言った。

「それに誤解しないでほしいんだけど、私は別にあなたに強制するつもりはないんだからね。生徒会長になるのも、このままアイドルを続けることも、本当に嫌だったらやめたっていい」

　そして、優しい目でクロエの瞳を覗のぞき込こみながらゆっくりと続ける。

「ただ、私はあなたにいろんな選択肢があるんだってことを知ってもらいたかっただけ。だってあなたはずっと自分を閉じ込めてきたんだから、なにをやっていいのかもわからないでしょ？」

「それは……」

　確かにそれはその通りだ。

　今のクロエには夢があるが、その夢の先に広がる世界については想像もできていない。

「まあでも、クロエは私なんかよりもずっと生徒会長に向いてると思うから、ぜひとも後を継いでほしいけどね」

「……」

　ここまで聞いてしまうと、そう簡単にうなずくことも否定することもできなかった。

　そんなクロエを見てシルヴィアは困ったように苦笑する。

「あはは、ごめんごめん。やっぱりまだ話すのは早かったかな。……うん、まずは余計なことを考えずに、《獅鷲星武祭グリプス》に向けてがんばらないとね」

「……そうね」

　そうだ。

　なんにせよ、全ては《獅鷲星武祭》を勝ち抜かなければ始まらない。

　クロエはふいに遠く離れた六りつ花かの地にいるチームメイトたちを想おもった。

　──彼女たちは今頃なにをしているだろう？





　　　　＊






「はぁ、はぁ……！」

　力尽き果て、仰あお向むけに転がった美み奈な兎とたちを、汗一つかいていない星露シンルーが満足そうに見下ろしていた。

「まあ、こんなところかのう」

　星露の背後の窓から差し込む夕日が、薄暗い室内を紅あかく染めている。この廃ビルにやってきてから、もう随分と時間が経たってしまったようだ。

　だというのに。

（け、結局一度も触れられないなんて……）

　当然悔しさもあるが、ここまでくるともはや清すが々すがしささえある。

「美奈兎、ぬしの流派は身体からだの捻ひねりと円の動きを中心としたものじゃな。よく使いこなしてはおるが、ぬしは小柄故にリーチが短い。円を描けば、その分遠回りになる。間合いだけではなく、常に相手との位置取りを工夫せよ。一撃一撃、己の動きを理解した上で最も効果的に、最も有利になる形で拳を放ち、蹴りを見舞うのじゃ。さすれば、ぬしの攻撃は今よりもずっと相手へ届くようになるじゃろう」

　星露は美奈兎の顔を覗のぞき込こみながら、そう語った。

　次に、星露は柚ゆず陽ひに視線を向ける。

「柚陽、ぬしの腕前は驚異的じゃ。おそらく技術だけで言えばこの六花でも最上位じゃろうて。……が、それだけにすぎん。酷なようじゃが、正確な射撃技術というだけでは限界がある。ましてやぬしは近接戦闘はからきしのようじゃからのう。故に──新しい技を会得せよ、ぬしの流派の技ではない、ぬしだけの技を。煌式武装ルークスとしての弓を使いこなせ」

　それから、最後にニーナに向かって。

「ニーナ、ぬしの能力は多様性に富んでおる。故に、ぬしはあらゆる場面で常に選択をせねばならぬ。じゃが、そうした状況判断は一朝一夕で身につくものではない。なればこそ、まずは定型化した組み合わせを身体からだに覚えこませよ。想定した状況下では、反射的に一定の組み合わせの能力が発動するように叩たたき込こむのじゃ。考えるなというのではない。考える余地を生むために、考えずとも動く身体を作るのじゃ」

　星露シンルーのアドバイスは、どれも正せい鵠こくを射ていた。

　疲れ果てた身体に、その言葉が水のように染み込んでいくのがわかる。

「……と、まあこんなものかのう。《獅鷲星武祭グリプス》で優勝したいのであれば、死ぬ気で精進することじゃ。あれにはうちの弟子たちも出す予定じゃが、今のままではきゃつらの相手にもならんぞえ」

　星露はそう言って、ひらひらと手を振る。

「では、儂わしはこれで失礼するとしようかの。縁があればまた会うことも──」

「ま、待って、星露ちゃん！」

　そのまま廃はい墟きよを後にしようとする星露を、美み奈な兎とはなんとか身体を起こして呼び止めた。

「ふむ？」

「あの……こんなことをお願いできる義理がないのはわかってるんだけど……もう少し、もう少しだけでいいからあたしたちに稽けい古こをつけてもらえないかな？」

　言いながら、ぱんと両手を合わせて拝みこむ。

「それは今からまだ続きをするということかえ？」

「ううん、そうじゃなくて、また次の機会をっていうか……」

　その瞬間、周囲の空気が一変した。

「つまり……この儂に、再度ぬしらの相手をせよと？」

「っ!?」

　星露の顔から笑みが消え去り、その代わりに今まで感じたことのない強烈な威圧感が美奈兎たちを襲う。その圧力はすさまじく、まるで蛇に睨にらまれた蛙かえるのように指一本動かすことさえできない。

「調子に乗るでないぞ、小娘。儂が今日ぬしらに付き合うたのは、あくまでぬしらの善意に対する礼じゃ。その領分を超えるとあらば、儂もぬしらの扱いを変えねばならぬ」

「ぐ、ぅ……！」

　呼吸すら止めるような、そのプレッシャー。

「よいか、儂は界龍ジエロンの総代じゃ。その儂にクインヴェールの、いわば敵となる学園の手の者を育てよというか」

　星露シンルーの鋭い瞳が、真まっ直すぐに美み奈な兎とを見据える。

　美奈兎はなんとか言葉を搾しぼり出だそうとするが、それもままならない。

　ただ、代わりにその射抜くような瞳を受け止め、見つめ返す。

　──しばしの沈黙。

　やがて。

「くくっ！　よいではないか、中々に面白い提案じゃ！」

　そう言って星露が破顔すると、今まで美奈兎たちを押し潰していた威圧感が突如として消え去った。

「え……？」

「ぬしらにその価値があるならば、その話考えてやらんでもない。玉ぎよく石せき混こん交こうのたとえで言えば、ぬしらは石じゃ。界龍ジエロンにおいて、儂わしが自ら手をかけてやるのは玉たまに限るが……他よ所そにおいては奇石を磨くのも確かに一興かもしれん」

　星露は軽やかに跳んで美奈兎の眼前に着地すると、ずいっと顔を寄せた。

「一週間後、もう一度この場所に来るがよい。その時、ぬしらを見極めてやろうぞ」





　　　　＊






「……というわけなんだけど……あ、あれ？　クロエ？　どうしたの？」

　翌日の昼休み、いつものテラスでその一部始終を話すと、この早朝にアスタリスクへと戻ってきたばかりのクロエはテーブルに突っ伏してしまった。

「……美奈兎、あなたねぇ……いくらなんでも……」

　クロエは弱々しい声でそう言うと、そのまましばらく黙り込んでしまう。

「はぁ……」

　そしてようやく顔を起こしたかと思うと、頭を押さえて溜ため息いきを吐つく。

「クロエさんのお気持ちもわかりますわ……美奈兎さんの無む茶ちやっぷりは存じてましたけれど、まさかここまでとは」

　病み上がりのソフィアも、呆あきれ果はてたようにつぶやいた。

「え？　え？　あたし、なにか変なことしちゃった？　だってクロエもこの前、指導者が必要だって……」

「それは確かに言ったけれど、まさか他学園の序列一位にそれを頼む馬鹿がどこにいるのよ……しかも、よりにもよってあの《万ばん有ゆう天てん羅ら》だなんて」

　ようやく気を取り直したのか、クロエが眉み間けんに皺しわを寄せて美奈兎を睨にらむ。

「ですが、あの方の実力は確かでしたよ。助言も的確でしたし……」

　柚ゆず陽ひがそうフォローしてくれるが、クロエはゆっくりと首を横に振った。

「そういうことじゃないのよ、柚ゆず陽ひ。あの《万ばん有ゆう天てん羅ら》はね、根本的に私たちとは違う存在なの」

「じゃ、じゃあ、この話はどうするの……？」

　ニーナの質問に、全員の視線がクロエに集まる。

　クロエはまたしばらく考え込み──

「……いいわ、毒を食らわば皿まで。ただし、どうなっても知らないわよ」

　どこか投げやりにそう言った。





第六章　奇石奇岩







「ふむ、ぬしらが美み奈な兎との仲間かえ」

　翌週、美奈兎がクロエたちを連れて再開発エリアの廃ビルを訪れると、約束通りそこには腕組みをした范フアン星露シンルーの姿があった。

「ほ、本当に本物の《万有天羅》ですわ……」

「……むしろ偽者であってくれたほうが、本物よりも幾分かマシでしたけれど」

　先週は同行していなかったソフィアがまだどこか信じられないようにそうつぶやき、その隣ではクロエが警戒感を隠すことなく星露を睨にらんでいる。

「ほう……！　石の中に玉が一つ、それも随分と上物じゃな。ただし瑕きずもまた深い、か。もったいないのう」

　星露はそんなことを一切気にする様子もなく無邪気にとことこと二人の前に歩いてくると、ソフィアをまじまじと見ながらそう言った。

「な、なんですの……？」

　ソフィアはたじたじと後ずさるが、星露はにんまりと笑みを浮かべる。

「なるほどなるほど、概おおむね噂うわさ通どおりのようじゃのう、《聖騎士ペンドラゴン》殿の妹御よ。名前は確か……ああ、ソフィアであったか。兄君とは生徒会長同士、親しくさせてもらっておるぞ」

「はぁ、それはどうも……」

「あやつとも是非一度手合わせをしてみたいと思っておるのじゃが、あそこは副会長殿が口うるさくて中々ままならん。儂わしならばあやつの鬼気を引き出してやれるというに、誠に惜しいのう……」

「──そんなことよりも」

　一人気ままに喋しやべり続ける星露シンルーの言葉を遮るように、クロエが険しい顔で割って入った。

「どういうつもりか聞かせてもらいたいわね、《万ばん有ゆう天てん羅ら》」

「ふむ？　なんのことかえ？」

　きょとんとした顔で見返してくる星露に、クロエは淡々と続ける。

「本来、界龍ジエロンの生徒会長たるあなたが、私たちクインヴェールの生徒を指導するなんてありえないでしょう？　ましてやあなたには界龍との約定があるはず」

　と、その言葉に星露の瞳がすっと細まった。

「ほほう……そこまで儂のことを知っておるか。となれば、ぬしは大方クインヴェールの諜ちよう報ほう工作員といったところかの」

「……クロエ・フロックハートよ」

　クロエはあえてその問いかけには答えなかったが、それはある意味で肯定したようなものだ。

「が、どうやら幾いくつか思い違いをしておるようじゃ。まず一つ、あの約定は儂の行動を縛るものではない。あくまで儂が譲ってやっておるだけじゃ。もし儂が本気で事を成そうとすれば、誰であろうと──それがたとえ界龍であろうが他の統合企業財体であろうが、止めることはできん」

　星露は自信満々にそう言って胸を張る。

「そしてもう一つ、今回の話は儂から持ちかけたものではない。あくまでも美み奈な兎との頼みじゃ。それに儂が興味を覚えたのは確かじゃが、まだそれに付き合ってやると決めたわけでもない」

　そして、美奈兎のほうを見やると不敵に口元を歪ゆがめた。

「以前も言うたが、ぬしらは石じゃ。元来、儂は石は磨かぬ。それも一興であるとは思うたが、やはり単なる石では興が乗らん。ぬしらがそれに相応ふさわしき奇石であることを、力で示してもらわねばな」

「でも、もし……もしそれができたなら」

　それまで黙って話を聞いていた美奈兎は、拳を握り締めながら一歩前に進み出る。

「あたしたちに稽けい古こをつけてくれるんだよね？」

　一度手合わせを──先週のあれを手合わせと言っていいのであればだが──してもらっただけではあるが、星露シンルーの実力は並大抵のものではない。

　実際に拳を交えたクインヴェールの《冒頭の十二人ページ・ワン》であるミルシェやサンドラと比べても、その力は圧倒的だ。美み奈な兎とは試合映像で見ただけではあるが、先の《鳳凰星武祭フエニクス》を制した星せい導どう館かんの天あま霧ぎり綾あや斗とやユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトよりも上かもしれない。いや、それどころかあの絶対王者《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェンよりも──

　とにかくその星露が本当に美奈兎たちを指導してくれるというのであれば、これ以上の師はいないだろう。

「うむ、儂わしに二言はない。じゃが……果たしてぬしらにそれができるかのう？」

　挑発的に美奈兎たちをぐるりと見渡す星露に、すっと柚ゆず陽ひが手を挙げる。

「それで、私たちは具体的にどうすればよいのでしょう？」

「なに、条件は簡単じゃ。──儂を滾たぎらせよ」

「た、滾らせる……？」

　と、今度はニーナが柚陽の背中から顔だけを出して恐々そう尋ねた。

「そうじゃ。もっとも界龍ジエロンにおる儂の直弟子どもですら、それは容易なことではない。率直に言って、ぬしらには難しかろうな」

「つまり……闘って示せというわけですわね？」

　ソフィアの言葉に、鷹おう揚ようと星露がうなずく。

「左様。じゃが、前回と違って此こ度たびは儂からも仕掛けさせてもらうぞえ」

　美奈兎はごくりと生唾を飲み込んだ。

　なにしろ前回は三人がかりで触れることさえできなかったのだ。その星露が攻撃に転じた時、どうなるのかは想像も付かない。

（でも、今度はこっちも五人……！　しかもクロエがいれば、連係だってずっと精度が上がる……！）

「わかったよ、星露ちゃん。始めよう！」

　美奈兎はそう言うと、ナックル型の煌式武装ルークスを起動させた。

「はぁ……仕方ないわね。確かに諸もろ々もろの背景を気にせず、条件だけ見れば破格ではあるわ。やるだけやってみましょうか」

　溜ため息いき混じりにクロエが拳銃型の煌式武装を展開すると、他の皆も目線を交わしてうなずき合い、武器を構える。

《皆、聞きなさい。范フアン星露は極端に近接戦闘を好む傾向があると聞くわ。まずは美奈兎とソフィア先輩が二人で足止めをして、柚陽がその援護、隙すきを見てニーナが決めなさい。相手が相手だけに出し惜しみはなしよ、最初から全力で行くわ》

　頭に響くクロエの声は、心なしかどこか緊張しているように感じられた。サーベル型の煌式武装ルークスを構えるソフィアもこれ以上なく真剣な表情だ。二人とも星露シンルーの力を知っているということなのだろう。

　そして先週拳を交えた──厳密に言えば交えることさえできなかったのだが──美み奈な兎とたち三人は、すでにそれを嫌と言うほど思い知らされている。確かに最初から全身全霊でもって挑まなければならないだろう。

　だが。

「では──参るぞ」

　星露が朗らかにそう言った瞬間、その姿が搔かき消きえた。

「えっ!?」

　一瞬呆あつ気けに取られた美奈兎だったが、それでも背筋に走った悪寒に突き動かされ、ほとんど反射的に腕を交差させる。

　直後、ふわりと舞うように現れた星露の蹴りが叩たたき込こまれていた。

　それはまるで力を込めた様子もない軽やかな一撃だったが──

「ぐぅ……！」

　腕がビリビリと震え、今までに感じたことのないような、それこそ巨大な鉄塊がぶつかってきたかのような衝撃が身体からだを走り抜ける。

　身体ごと吹き飛ばされ、そのまま背後の壁に叩き付けられる──寸前で、しかし美奈兎は空中で身体を丸めて回転し、壁に両足をついて衝撃を堪える。足から脳天までビリビリとした振動が走り抜けるが、意に介している暇はない。

　崩れかけた壁面へ放射状にひびを走らせながらも、美奈兎は構わず足に力を込め、跳ね返るようにして星露へと飛びかかる。

「ほう……！　先週よりも反応が良いのう」

　その一撃を星露はひらりと回避しつつ、感心したような声を漏らす。

　同時に星露は美奈兎の背中へ掌しよう打だを見舞おうとしたが、それを阻むように光の矢が割って入った。

　柚ゆず陽ひの援護──ただし今までのような直線的な射撃ではない。

　その軌道は弧を描き、回り込むようにして星露を襲っていた。

「ほほう！　柚陽も儂わしの忠ちゆう言げんを聞き入れたようじゃな、善よき哉かな善哉」

　小さな手で光の矢をいとも容易たやすく撥はね除のけつつ、星露がうんうんとうなずく。

「せっかくいただいたアドバイスですから」

　そう言って次の矢を構える柚陽もにこりと笑う。

　元来、弓型煌式武装という武器は銃器型煌式武装と比較してメリットがほとんどない。連射性能は言うに及ばず、命中精度や威力、取り扱いの容易さといった面では、圧倒的に銃器型煌式武装に劣っているからだ。だからこそ弓型煌式武装を使用する者はかなり稀き少しようで、ましてやそれを使って序列上位に食い込むような者は滅めつ多たにいない。それこそ弓型の純星煌式武装オーガルクスであればまた話は違うだろうが。

　ただ、弓型煌式武装ルークスが銃器型の煌式武装に勝っているところがないわけでもなかった。たとえば使用者の技術によって細かな威力調整が可能なこと、そして今のように矢の軌道を変化させられるのは弓型煌式武装の強みでもある。銃器型煌式武装でも弾道を変化させること自体は可能だが、その都度調整が必要なため戦闘中にそれを行うのは現実的ではない（大出力の大型兵装ならば話は別だが、それはそれでまた違う問題が出てくる）。その点、弓型煌式武装は使用者の技術だけである程度まで自在に軌道を変化させることが可能なのだ。

　柚ゆず陽ひが今までそれをやらなかった理由は単純で、そんな技は『天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう弓きゆう術じゆつに存在しないから』である。

　古流である天霧辰明流が扱う弓は当然煌式武装ではない。だからこそ柚陽も自身の煌式武装は限りなく和弓に近い使用感になるよう調整していた。

　元々柚陽は天霧辰明流弓術の極意である『心しん形ぎよう一いつ箭せん』に至るため、美み奈な兎とたちのチームに参加している。そこから外れた技術を使うことは、なんの意味もないどころか下手をすればマイナスにもなりかねない。

　ところが、だ。

『──ですが、それは無知で愚かな自己中心的な視し野や狭きよう窄さくでした。チームの一員としての役割、そして貢献を考えれば、確かに私は自分にできることを広げていく必要があるようです』

　先日の星露シンルーと立ち会った帰り、柚陽はあっさりとそう言って自身の煌式武装を再調整し、今の仕様に変えてみせた。

　しかも、今までほとんど試したことがないという軌道変化の技術を、二、三回試しただけで自分のものにしてしまったのだ。

　こと弓に関する範囲で言えば、柚陽は間違いなく天才だった。

「星露さんには、本当にお礼を申し上げねばなりません。私の狭量な世界に穴を穿うがってくださったのですから」

　柚陽の手元に光の矢が全部で六本、同時に浮かび上がる。一度に複数の矢を放つ──これも煌式武装ならではだ。

　そもそも弓型煌式武装における弦は擬似的なものにすぎず、必ずしもそこに矢をつがえる必要はない。調整でいくらでも変更できる。

　とはいえ、これも本来ならば相当な習熟が必要な技術であることは言うまでもない──はずなのだが。

「ほほっ、やるではないか！」

　六条の光が、それぞれ異なった軌跡を描いて星露シンルーに放たれる。

　さしもの星露もそちらに注意が向いたその刹那、死角に回り込んでいたニーナが能力を発動させた。

「大王の崩順列キング・ハイストレート！」

　ニーナ自身の能力を組み合わせて作り上げた砲身から、ハートの光弾が発射される。

「おお、ニーナも随分と思い切りがようなったのう」

　しかし、星露はけらけらと笑いながらそれをかわし、さらに柚ゆず陽ひの放った光の矢をことごとくニーナ目掛けて弾はじき返かえした。

「おまかせくださいまし！」

　もっとも、それは全てニーナを守るように割って入ったソフィアの剣技によって叩たたき落とされる。

　その間に美み奈な兎とはナックル型煌式武装ルークスを右手だけ解除し、サーベル型の煌式武装に持ち変えていた。

《──ニーナ、柚陽、いくわよ！》

　星露を挟み込むように移動していたニーナとアイコンタクトを取りつつ、クロエの能力によって伝達されたソフィアの剣技で前後から斬りかかる。

「はあああああああ！」

「むっ！」

　これは星露にとっても初見のはず。しかも今回はルサールカ戦の時と違って、美奈兎とニーナの二人がかりだ。ただし美奈兎はまだ十秒ちょっと、ニーナは五秒程度しかトレースを維持できない。

「なんと、これは……！　面白い！」

　が、信じ難いことに星露はその攻撃を両手で全て捌さばいてみせた。

　これはいわば全力状態に近いソフィアを二人同時に相手にしているようなものだ。しかもルサールカ戦の時のように阻そ害がい弱体化の影響もない。

　だというのに。

「なるほどなるほど、これがあのクロエとかいう小娘の能力か。──しかし、所詮は猿さる真ま似ねよの。鬼気が足りぬわ」

「っ！」

　そしてさらに信じ難いことに星露は右手の指で美奈兎の刃を、左手でニーナの刃をつまみ、押おし留とどめてみせた。美奈兎がどれだけ力を込めようと、可か憐れんで華きや奢しやな星露の腕はピクリとも動かない。

　むしろ星露がひょいとその腕を動かすと、美奈兎とニーナは振り回されるようにして背中から地面に叩き付けられた。

「ぐぅ……っ！」

　美み奈な兎とはかろうじて受け身を取ったものの、ニーナは間に合わなかったのか、苦く悶もんの表情を浮かべたまま身動きが取れないようだ。

　即座に身体からだを起こし、身構えた美奈兎の前に星露シンルーがふわりと舞い降りた。

　撫なでるような、その掌しよう打だ。

（しまっ──！）

　今度は防御が間に合わない。

　美奈兎はとっさに星辰力プラーナを集中させて防御力を高めるが、直後に身体を貫いた衝撃は途と轍てつもないものだった。たった一撃で大半の星辰力を持っていかれ、意識が刈り取られそうになるところをかろうじて堪える。

　それでも足に力が入らず崩れ落ちそうになった美奈兎をソフィアが抱えるようにして駆け抜け、柚ゆず陽ひとその能力をトレースしたクロエの二人が放った光の矢が星露を牽けん制せいする。

「美奈兎、大丈夫ですの!?」

「は、はい……！　なんとか、まだ……！」

　残った星辰力を再度高めながら、美奈兎はぐっと奥歯を嚙かんだ。

　五対一でも、まるで歯が立たない。

（まさか、これほど力の差があるなんて……でも！）

　だからといって、諦めるつもりは毛頭ない。

　それほどの強者だからこそ、稽けい古こをつけてもらう意味があるのだ。

《──美奈兎、もう一度いける？》

　頭に響くクロエの声に、美奈兎は当然とばかりにうなずいた。

《あったりまえだよ！》

《だったら、次は──》

　その作戦を頭に叩たたき込こむ。

「ほっほっほ！　中々にやるではないか。正直、ぬしらがここまでやるとは思っておらなんだ。じゃが……儂わしを滾たぎらせるにはもう一歩足りておらぬのう」

　一方、星露は廃はい墟きよの中央に悠然と立ち、楽しそうに笑っていた。

　その言葉に悔しさを覚えたものの、美奈兎はそれを押し殺してじりじりと間合いを詰める。

　──そして。

　柚陽が牽制の矢を放つと同時に、美奈兎は駆け出していた。

　踊るようなステップで光の矢をかわした星露の足元に、魔法陣が浮かび上がる。

　ニーナの設置型能力だ。

「大王の四重牢獄キングジエイル・クアツズ！」

　光の壁が幾重にも重なりながら星露シンルーを取り囲み、その動きを封じる。

「タイミングは悪くないが……儂わしを封じるにはいささか力不足よのう」

　しかし星露がそうつぶやきながら壁に触れた途端、光の壁は粉々に砕け散って霧散してしまった。キングの四重発動は現状ニーナが出せる最大出力……それでも足止め程度にしかならないとは。

　ただ、その隙すきに美み奈な兎とは再度ソフィアの剣技をトレースし星露に斬りかかる。

「むう、それはもう見せてもらったぞえ？」

　星露はつまらなそうにそう言ってその剣撃を払いのけたが、美奈兎の狙いはここからだ。

　右手にはソフィアの剣──だが左手はまだナックルのままだ。

　星露に跳ね除のけられた勢いを利用して身体からだを回転させ、なけなしの星辰力プラーナを全て注ぎ込み流星闘技メテオアーツを発動させる。

　それはソフィアの剣技と美奈兎の拳技の融合だ。

　玄空流──〝螺ら鉄てつ〟。

「ほう！」

　一転して星露が目を煌きらめかせながらそれを弾はじくが、まだこれで終わりではない。

　そこへ二つの人影が飛び込んでくる。

　迎え撃った星露の拳を両手で受け止めたのは、ソフィア。

　その一瞬の隙に懐ふところへ飛び込んできたのは──クロエだ。

　それに合わせて美奈兎も再度、呼吸を整える。

「玄空流──」

　美奈兎とクロエの声が重なった。

「〝旋せん破ぱ〟！」

「〝転てん槌つい〟！」

　美奈兎の放った拳と、クロエの繰り出した肘ひじ打うち──ところが無情にも、その渾こん身しんの一撃さえ星露は右手一本で受け切っていた。手のひらで美奈兎のナックルを、クロエの肘打ちを自らの肘で。

「ほほほ、今のは実に惜しかったのう」

「くっ……！」

　クロエが美奈兎の動きをトレースできるのは、まだ本当に一瞬だけだ。がくりとその膝ひざが折れ、腕がだらりと下がる。

　美奈兎もすでに星辰力を限界まで使い切っていた。目の前が暗くなり、意識が途切れそうになる。ナックルからは流星闘技の輝きが急速にしぼんでいく。

　だが、暗黒に飲み込まれるその寸前、美奈兎はかっと目を見開いた。

「──まだまだぁ！」












　その瞬間、美み奈な兎との身体からだの内から爆発的に星辰力プラーナが湧き出るのを感じた。

　ナックルに光が戻り──いや、先程までよりもずっと大きな輝きを放つ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「なんじゃと……!?」

　初めて星露シンルーの顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。

　美奈兎は全ての力を振り絞り、左手に込める。

　そして、次の瞬間。

　星露の左手を押し切り、ついに美奈兎の拳が星露の防御を打ち抜いた。





　　　　＊






　弾はじき飛とばされた星露の身体は空中でくるくると回転し、蝶ちようのようにふわりと着地する。まるでダメージはないようだ。

　一方で、全てを出し切った美奈兎はそのまま前のめりに倒れこみ、荒い息を吐いていた。起き上がることなど到底できそうもない。

　しかし、それでもついにあの星露に一撃見舞うことができたのだ。

　なんとか顔だけを動かしその星露を見ると、まだあどけない童女は俯うつむいたまま小さく肩を震わせていた。

「くくっ……くくくく！」

　どうやら笑っているようだ。

「──たまらぬのう！　これだからこの都ま市ちは面白い！　儂わしの予想を覆す者がまだまだ隠れておるというか！」

　喜悦に満ちた声でそう言いながら、星露シンルーがぱんと手を打ち鳴らす。

「よかろう、この勝負儂の負けじゃ。見事に滾たぎらせてもらった」

「じゃ、じゃあ……！」

　ニーナがぐっと身を乗り出すと、星露は大きくうなずいてみせた。

「うむ。約束通り、ぬしらに稽けい古こをつけてやろうぞ」

　その言葉にチーム・赫かぐ夜やの全員の力が抜け、へなへなと座り込む。

「や、やりましたわね……」

「はい……」

　ソフィアと柚ゆず陽ひが顔を見合わせてふにゃりと笑い、クロエは一人大きな溜ため息いきを吐ついた。

「ただし、界龍ジエロンの手前さすがにぬしらを弟子にするというわけにはいかん。手取り足取り指導してやるのも無理じゃ」

「え？　だったら──」

　美み奈な兎とが最後まで言う前に、星露が人差し指を立てて先を続ける。

「その代わり、実戦でぬしらの相手をしてやろうぞ。週に一度、この場所でな」

「実戦で……？」

「……つまり、表向きは私闘という形にするわけね」

　クロエが肩を竦すくめながらそう言うと、星露はにんまりと微笑ほほえんだ。

「然しかり。その中で先日の忠ちゆう言げん程度でよければくれてやろう」

「そんなごまかしで界龍が納得するとは思えないけど」

「なーに、バレなければ問題ないわ」

　からからと笑う星露は、しかしすぐに真顔になって美奈兎を見る。

「ときに美奈兎よ、ぬしは少し変わった体質をしておるようじゃな」

「へ？　変わった体質って？」

　なんとか上半身だけを起こしながらそう問い返すと、星露はぐっと顔を寄せて美奈兎の瞳を覗のぞき込こんできた。

「通常、星辰力プラーナが尽きると《星脈世代ジエネステラ》は一種の休眠状態に入って回復を待つ。いわゆる星辰力切れプラーナアウトというやつじゃな。が、星辰力の総量が乏とぼしい者の中には、極ごく稀まれにその逆のメカニズムが働く場合があるのじゃ」

「どういうことですの？」

　さっぱりわからないといった顔でソフィアが首を傾かしげるが、意味がわからないのは美み奈な兎とも一緒だ。

　ただ、思い返してみると以前星辰力切れプラーナアウトで治療院に入院した際、院長からなにか妙だと言われたことはあった。

「端的に言えば休眠に入るのではなく、一時的に星辰力を急回復させてその場を切り抜けようとするわけじゃ。あくまで一時的なものじゃから長時間は持たぬがな。最後の一撃はまさしくそれであった」

「はぁ……」

「儂わしも長いこと生きておるが、片手で数えられる程度しか見たことはない。稀け有うな力であることには相違ないぞえ」

　いまいちよく飲み込めないが、どうやらすごいことらしい。

「ですが……それでは身体からだに負担がかかるのでは？」

　柚ゆず陽ひが不安そうに問うと、星露シンルーはあっさり答えた。

「うむ。命を削ることになろう」

「えええっ!?」

「ちょ、ちょっと美奈兎さん、もう絶対にしないでくださいましね！」

「そ、そうだよ美奈兎ぉ！　死んじゃやだぁ！」

　それを聞いたソフィアとニーナが涙目ですがりついてくる。

「わわっ！　ふ、二人とも、わかったから……！」

　美奈兎とて命にかかわるとわかって、多用するつもりはない。

「まあ、できればあまり使わぬほうが無難であろうな。とはいえ、体質ゆえに完全に制御するというのも難しかろう」

「ええ、まずは星辰力切れにならないような立ち回りをするのが肝要でしょうね」

　クロエもそう言って、ジト目で美奈兎に釘くぎを刺す。

　言葉にされなくても、絶対に無む茶ちやは許さないと言っているのが嫌でもわかった。

「あはは……」

「まあ、そのあたりも実戦で感覚を摑つかんでいけばよい。ただし──儂の相手は楽ではないぞえ」

「……それはもう十分思い知ったよ」

　これから毎週こんな激闘をしなければならないとなれば、確かにもっと立ち回りを考えなければならないだろう。

「ほほほ、ならば《獅鷲星武祭グリプス》が開催される秋まで存分に磨きぬいてやろうぞ、奇石ども。覚悟するがよいわ」

　その言葉に美奈兎はぐるりとチーム・赫かぐ夜やのメンバーを見回した。

　クロエが、柚ゆず陽ひが、ソフィアが、ニーナが、それぞれ力強くうなずいてくれる。

　──秋。

　その時までに、美み奈な兎とたちはできる限り強くならなくてはならない。

　なにしろ美奈兎たちが目指すのは、その頂点──優勝なのだから。





第七章　始まりの時







　──九月。

　夕暮れが照らす再開発エリアの荒廃した通りを、その寂せき寥りようとした光景にはまるでそぐわないような明るい少女たちが歩いている。

「うーん、今日は結構惜しかったなー」

「だよねだよね、わたしももうちょっとで一本取れたと思う！」

「いえ、ですが星露シンルーさんはまだまだ本気を出してはいないみたいですし……」

「あのねえ、そもそも彼女が本気を出したら、私たちがこうして五体満足でいられるわけはないのよ？」

「ですわね。とはいえ、手応えがあったのも確かですわ」

「夏を越えたくらいからかな、なんかこう……上う手まく言えないけど、いい感じだよね！　って、あれ……？」

　と、身振り手振りを交えながら先頭を歩いていた少女が足を止めた。

「や、やめてください……！」

　そろそろ再開発エリアを抜けようかというところで、二人の女性が数人の男たちに絡まれている。女性たちは校章をつけていないところから察するに、運悪く迷い込んでしまった観光客だろうか。《星脈世代ジエネステラ》というわけでもないようだ。

　一方の男たちは、レヴォルフの校章を胸に付けている。見た目もかなり厳いかめしい。

「だからよぉ、ここいらはあぶねえから送っていってやるって言ってんのさ」

「そうそう、親切心ってやつだ」

「なぁに、礼には及ばねえぜ？　ただ、あんたらがどうしてもって言うなら、そりゃこっちも断りはしねえけどなあ」

「ひっ……」

　女性二人は怯おびえて声も出せないらしく、身を寄せ合い震えている。

「つーわけで、だ。そっちに異論がねえようなら、まずは……」

　男の一人が、下卑た笑みを浮かべながらゆっくりと手を伸ばす。

　すると。





　　　　＊






「──やめなよ」

　割って入った美み奈な兎とが男の手を払はらい除のけると、男は一瞬呆あつ気けに取られたような表情を浮かべたが、すぐに威圧するかのごとく鋭い眼光で睨にらみつけてくる。

　美奈兎の身体からだは、目に見えるところは傷だらけだった。鼻の頭には絆ばん創そう膏こう、腕や足には包帯が巻いてある。それらは全部今日か、先週に負った分だ。その他にも、あちこちに生傷の痕あとが残っている。

「あぁ？　なんだ、てめぇは……すっこんでろ」

「ははっ、クインヴェールのお嬢ちゃんがなんの真ま似ねだぁ？」

「そうはいかないよ。困ってる人を見過ごせない」

　男たちは五人──それも、皆それなりの腕だとすぐにわかった。どうやらただのゴロツキではないらしい。以前の美奈兎であれば、一人でも相手にするのは厳しかっただろう。

　だが。

「今のうちに、早く……！」

「は、はい……！」

　美奈兎の声に促され、女性たちがあわあわと危なっかしい足取りながらも逃げ出していく。

「おい、待て──」

　男たちがその後を追おうとしたところを、ソフィアとニーナが立ち塞ふさがるようにして押おし留とどめた。二人の無言の視線を受け、男たちが気け圧おされたように一歩下がる。

「まったく、あなたは……本当に面倒ごとにばかり首を突っ込むのね」

「ですが、それが美み奈な兎とさんの良いところでもありますから」

　顰しかめ面つらと笑顔という対照的な表情で、後からやってきたクロエと柚ゆず陽ひがそう言った。

「あはは……ごめん」

　美奈兎は苦笑しながら、ぽりぽりと頰ほおをかく。

　チーム・赫かぐ夜や──その全員が、美奈兎と同じように体中に小さな傷と無数の傷きず痕あとをまとっていた。それはある意味で、この半年間これ以上ない特訓を積んできた証あかしだ。

「でも、みんなには迷惑かけないから──あたし一人で大丈夫」

　美奈兎が拳を打ち付けながらそう言うと、男たちの顔色が変わった。

　怒りに顔を染めながらも、その瞳には正反対の冷静さが残っている。

　激情に流されることのない、ある程度鍛たん錬れんを積んできた者の目だ。

「……おい、あんまり舐なめてくれるなよ」

「てめえ一人でオレたち全員の相手をするだと？」

「悪いが、こうなった以上このまますんなり帰すってわけにはいかねえぞ……！」

　男たちが煌式武装ルークスを取り出し、構える。

　一方で美奈兎は素手のまま、ほんのわずか半身に取っただけだ。

　一触即発の空気だが、美奈兎は落ち着いていた。

　ゆっくりと呼吸を整え──やがてじりじりと間合いを詰めてきた男たちが、一斉に襲い掛かってくる。連係らしい連係はしていないが、それなりに速くそれなりに的確な攻撃だった。

　が、星露シンルーのそれと比べれば、止まっているようなものだ。

　美奈兎は身体からだを小さく回転させながら、男たちの間を流れるようにしてすり抜ける。

　煌式武装の刃も光弾も、かすりさえしない。

　おそらく男たちには、つむじ風が駆け抜けたようにしか感じられなかっただろう。

「なっ……!?」

　慌てて振り向いた男たちに、美奈兎は右手をぐっと突き出してみせた。

　そこにはレヴォルフの校章が五つ握られている。

　男たちがはっとして自分の胸を確認するが、当然そこに校章はない。

「い、いつの間に……」

「く、くそっ！」

　それでもなお、男たちが武器を構え直したその時。

「っ！」

　唐突に、廃はい墟きよの間を大きな銃声が響き渡った。

　男たちの煌式武装ではない。別物だ。

　反射的に美み奈な兎とが視線を上げると、廃はい墟きよの上に大きな猟銃型の煌式武装ルークスを担いだ大男が、美奈兎たちを見下ろしている。ボロボロのカソックコートをまとい、長髪を風になびかせ、その胸にはやはりレヴォルフの校章。

「ははっ、やめとけやめとけ！　おまえらの負けだ！」

「お、お頭かしら!?　そんなぁ……」

　大男がそう言うと、男たちは一転して情けない声を上げて武器を下ろす。

　そして大男は廃墟から飛び降りると、その鋭い視線をぎろりと美奈兎へ向けた。

　一目でわかる。男たちとはレベルが違う、かなりの手て練だれだ。

　同時に、ソフィアとニーナが美奈兎を守るように前へ出た。

　美奈兎は近接戦闘の技術こそ上達したが、遠距離攻撃に弱いという弱点は残ったままだからだ。

「やるなあ、嬢ちゃん。こいつらは下っ端だが、それでも一応リスト入りしたことがある程度の力は持ってるんだけどな」

　大男の言葉に、男たちは悔しそうな目で美奈兎を睨にらむ。

「ま、こいつらがやってたことはしのぎの一つでそれを謝る気はねえが、勝ったのは嬢ちゃんだ。うちらのルールは力が全て……ここは大人しく引き下がるから、それでことを収めちゃくれねえか？」

「えっ……？」

　あまりに率直に、しかしまったく悪びれもせずそう言われ、美奈兎は啞あ然ぜんとしたまま大男を見返す。

「……あなた、《狩猟魁ハツケルベルク》ね。ワイルドハントの」

　と、背後からクロエの声が飛んできた。

「ワイルドハントって？」

「再開発エリアの一部を根城にするマフィアの一つよ。レヴォルフの現役学生で構成され、そのリーダーが序列六位の《狩猟魁》」

「序列六位!?」

　レヴォルフ黒学院の序列争いは六学園で最も苛烈と聞く。

　その六位ともなれば、相当な実力者であることは間違いない。

「へえ、嬉うれしいね。嬢ちゃんみたいなのが、俺のことを知ってるのかい？」

《狩猟魁》は歯を見せながら笑うと、大げさに肩を竦すくめた。

「せっかくだし、もうちょいお話ししてたいところだが……生あい憎にくと今日はちょっと急いでてな」

「っ！」

　直後、周囲の廃墟の陰から新たに人影が現れる。それも一人や二人ではない。数十人、もしくはそれ以上かもしれない。

　いつの間にか、すっかり囲まれているようだ。

「ワイルドハントの構成員は百人弱、武闘派で知られているけれど規模的には中堅ってところね」

「ちょ、ちょっとクロエさん、落ち着いて解説してる場合じゃないですわよ！」

「この数の相手はさすがに……」

　柚ゆず陽ひも困ったように笑いながら、煌式武装ルークスを取り出す。

　武闘派というのも本当のようで、全員がそれなりの使い手のようだ。特に《狩猟魁ハツケルベルク》を守るように前へ出てきた四人は──相当に強い。

「おいおい、勘違いすんな。急いでるって言っただろう？」

　が、《狩猟魁》はそう言って笑うと、くるりと踵きびすを返す。

「学園のほうでうちの連中が新参者と揉もめたらしくてな。ちょっとした騒動になってるらしい。そいつを治めにいかねえとならんのよ」

　去っていく《狩猟魁》に付き従うように、人影たちも姿を消す。

「──まあ、縁があればまた会うこともあるだろうさ」

《狩猟魁》は振り返ることもなく片手を上げて、そう言った。

「そういえば、《狩猟魁》は来月の《獅鷲星武祭グリプス》に出るかもって噂うわさがあったわね」

「そ、そうなんだ……レヴォルフってチーム戦に強い印象はないけど……」

「あれだけの集団を取りまとめているとなると、強敵になりそうですわね」

　ソフィアがそう言いながら美み奈な兎とを見るが、当の美奈兎はその言葉にも《狩猟魁》にも関心がないように、ただ宵よい闇やみに染まり始めた空を──そこに浮かぶ月を見上げていた。

「そっか……もう来月、なんだね」

　そうつぶやいた美奈兎の言葉に、チーム・赫かぐ夜やの面々も表情を引き締める。

「ええ、いよいよね」

　クロエがそう言ってうなずくと、美奈兎はぎゅっと拳を握り締めた。
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「傭よう兵へい生、ですか？」

　中央校舎から延びる薄暗い通路を早足で進みながら、今更そんなことを訊たずねてきた秘書にレヴォルフ黒学院生徒会長ディルク・エーベルヴァインは盛大な舌打ちで応えた。

「ちっ！　能無しのクソ女が、一応なりとも秘書ならそれくらい覚えておきやがれ」

「ひぃぃ、す、すみません！」

　ディルクの後を小走りでついてくるその秘書──樫かし丸まるころなが情けない声で謝ってくるが、ディルクは無視して先を急ぐ。

「……傭よう兵へい生ってのは、《星武祭フエスタ》に外部の人間を参加させるための制度だ。いろいろと制約も多いし、学園側が得られるポイントも少なくなるがな」

「はぁ……それで、その傭兵生の方々が問題を？」

「ったく、リベリオの野郎もクソ面倒な連中をよこしやがって……！」

　そもそも来月に開催される《獅鷲星武祭グリプス》に傭兵生を用意しろというのは、レヴォルフを運営する統合企業財体ソルネージュからの要請だった。レヴォルフは個人主義者の巣窟という校風的に、チーム戦である《獅鷲星武祭》には滅法弱いからだ。今までも傭兵生制度を利用してきたことは何度もあるし、それ自体は別段問題ない。傭兵生の選定をディルクに丸投げしてきたことも、まあいいだろう。

　ところが、そのために昔むかし馴な染じみのＰＭＣに連絡を取ったのが間違いだった。その代表を務める男が、是非にと薦めてきたのが今回の傭兵生メンバーだ。データを見る限り、戦闘能力は申し分なし。チームとしてもよく機能している。ただ一点、扱いが難しいということだけが気になったが、それはレヴォルフの学生たちとて同じことだ。

　そう判断して契約を済ませたものの、まさか初顔合わせの前に問題を起こすとは思っていなかった。

「っ！」

　やがて通路を抜けて学園西部の中庭に出ると、そこには驚きの光景が広がっていた。

「ひ、ひえええええ……」

　ころななどは腰を抜かして地面にへたり込んでしまっている。

「……てめえらが、リベリオのよこしたガキ共か」

　煌こう々こうとした月が見下ろす中庭には、夥おびただしい数の学生が地に伏せていた。吐き気を催すほどに強い血の匂いと、あちこちから上がる呻うめき声ごえ。まさしく地獄絵図とでもいうような光景だ。

　その場で立っているのは三人だけ──ただし、いずれもレヴォルフの制服を着ていない。白と赤を基調としたその制服は、大手ＰＭＣであるＨＲＭＳの礼服だ。

「──そういうおまえは？」

　と、歪いびつな形の大剣をかついだ少女が、嘲るような笑みを浮かべて問い返してくる。

「ディルク・エーベルヴァイン、ここの生徒会長だ」

「ふぅん……なるほど、聞いてた通りの豚っぷりだな」

　少女が乾いた笑い声を上げて肩を震わせるが、それを制するように長身の男が一歩前に進み出た。

「ディルク殿、申し訳ない。このロヴェリカは、誰に対してもこのような態度で、我々としても常々手を焼いている。非礼は私が代わってお詫わびしよう」

「構わねえさ、躾しつけのできてねえ狂犬の喚わめき声ごえに一々目くじら立てるほどガキじゃねえ」

「……なんだと？」

　少女──ロヴェリカの顔から笑みが消え、その瞳に凶暴な光が輝く。

「やめなさい、ロヴェリカ。これ以上はリベリオ様の顔に泥を塗ることになります」

　が、今度は隣に立つ眼鏡の女が少女を諌いさめた。

「ちっ、わかったよ……！」

「ご無礼をお許しください、《悪辣の王タイラント》。私はメデュローネ、そして彼が我々のリーダーのネヴィルワーズです」

　メデュローネはそう言って、長身の男を紹介する。

「それよりこの有様はどういうことだ？　説明してもらえるんだろうな？」

「こいつらが喧けん嘩かを売ってきたから、お望み通り買ってやっただけだ。何が悪い」

　ロヴェリカは懐ふところからピルケースを取り出すとそこからいくつかの錠剤を直接口に放り込み、不機嫌そうにガリガリと嚙かみ砕くだく。ロヴェリカの使う純星煌式武装オーガルクス《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》の代償は決して満たされない空腹と聞いているので、その対処だろう。

「喧嘩、ねえ……そんな規模には見えねえが」

　確かにこの学園では私闘乱闘は日常茶飯事だ。

　ましてや、ロヴェリカたちは一見してレヴォルフの学生ではないとわかるいでたちであり、それをからかわれただろうことは想像に難くない。

　だが、ディルクは倒れ伏す学生たちを一いち瞥べつした際、その中にかなりの高位序列者が混ざっているのに気が付いていた。

　それどころか《冒頭の十二人ページ・ワン》の一人である序列六位《狩猟魁ハツケルベルク》の姿もある。

（となると、こいつらはワイルドハントの連中か……）

　個人主義者が多いレヴォルフにおいても、実のところ完全に一いつ匹ぴき狼おおかみを貫いている者はそれほど多くはない。なんらかの勢力に所属しているほうが、この学園で生き抜く上では有益だからだ。有名どころではそれこそ《無ぶ頼らい漢かん》荒あら屋や敷しき兵ひよう吾ごくらいのものだろう。レヴォルフの学生が苦手とするのはチームワークや連係であって、つるむことではない。

「ざっと百人弱といったところか……ほぼフルメンバーだな。これをてめえらだけで片付けたのか？」

「ああ、肩慣らしにもならなかったがな。所詮、こんな場所で《星武祭フエスタ》とかいうお遊びに興じてるクズ共だ。オレたちの敵じゃない」

　ロヴェリカは吐き捨てるようにそう言った。

「ふん、実力のほうは確かのようだな。それで、見たところ三人しかいねえようだが残りの二人はどうした？」

《獅鷲星武祭グリプス》は五人によるチーム戦のため、今回招しよう聘へいした傭よう兵へい生も当然五人だ。

　が、それらしき姿は見当たらない。

「テオルディオは彼らを片付けた後、ギャラリーの女学生に声をかけてそのまま姿を消しました。もう一人はここにいますが……彼は人前に姿を晒さらすことをあまり好みませんのでご容赦を」

　メデュローネが恭しくそう答える。

「……わかった。それならそれでいい」

　ディルクは小さく溜ため息いきを吐つくと、くるりと踵きびすを返す。

「戻るぞ、ころな」

「え？　あ、は、はい……！」

　慌てて立ち上がったころなを先に行かせ、薄暗い通路へ戻ろうとしたその時、ふいにロヴェリカが声をかけてきた。

「おいおい、お咎とがめはなしなのか？」

「あん？　なにを咎めるっていうんだ？」

　その返答に、ロヴェリカはどこか拍子抜けしたような表情を浮かべる。

「てめえらが負けていたならなにか考えたかもしれねえがな。勝ったんだから文句を付ける気はねえよ。この学園じゃ、力こそが全てだ」

「へぇ……どうやらただの豚というわけでもなさそうだ」

　ロヴェリカはそう言って凶悪な笑みを見せると、《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を一振りし、地面へと突き立てた。

「いいさ、《獅鷲星武祭グリプス》とやらに興味はないが、お遊び気分のクズ共なぞ軽く捻ひねり潰つぶして優勝してやるよ。楽しみにしておくんだな」





　　　　＊






「──正直言って、驚いておるぞ」

　星露シンルーはそう言うと、満足そうにうなずきながら美み奈な兎とたち並び立つ五人を見回した。

「よもやぬしらが、この域にまで達するとは思わなんだ」

「へへっ！　でしょでしょ？　自分で言うのもなんだけど、あたしも結構いい感じになったなって思うんだ」

　美奈兎が少年のように鼻の下をこすりながら、自慢げに胸を張る。

　今日で星露との立会い稽けい古こは終了。来週からはついに《獅鷲星武祭》の予選がスタートする。

「ふふん、調子に乗るでないわ小こ童わつぱめ。いくら磨こうとも、ぬしらが所詮石であることは変わらぬ。正面からぶつかれば、玉の集いしチームには及ぶべくもない」

「でもそれは、正面からぶつかれば……でしょう？」

　美み奈な兎との横に立つクロエがそう言って不敵に微笑ほほえむと、星露シンルーもにんまりと笑みを返した。

「くくっ……まったく、ぬしらは面白い。一つ一つを見れば奇石以上のものではないが、五つ揃そろうと中々の見栄えじゃ。それこそ──絢けん爛らんたる玉を敷き詰めた玉座よりも、奇石奇岩の景勝が誉れを得ることがあるやもしれぬ」

　星露はそう言うと、ぱんっと手を打ち鳴らす。

「まあ、精々がんばって《獅鷲星武祭グリプス》を勝ち抜くが良いぞ。ぬしらが本戦まで辿たどり着つけば、儂わしの弟子たちと見まみえることもあろう。その時を楽しみにしておる」

「……普通、こういう時はお互いぶつからないよう祈るものではないんですの？」

　ソフィアがぼそりとそうこぼすと、柚ゆず陽ひが口元を押さえながら小さく笑った。

「いえ、星露さんにしてみれば、これは私たちに対する最大限の賛辞かと」

　確かに、それは裏返せば星露の弟子たちのチームと対戦するに値するレベルになったのだと、認めてくれたということだ。

「では、達者でのう。次に相見える時は、ぬしらがより高みへと到達しておるよう願っておる。一人一人が儂を楽しませることができるくらいに、な」

　星露がそう言うと同時に、その周囲の景色がぐにゃりと歪ゆがむ。

　どういう仕組みなのかはわからないが、星露はそうやって遠く離れた場所へ一瞬で移動できるらしい。

「あ、あの！　星露ちゃん！」

　が、星露が姿を消す前に、美奈兎は大声で彼女を呼び止めた。

「うん？」

「──ありがとうございました！」

　そして、五人揃って一斉に頭を下げる。

「くくっ、礼なぞ不要じゃ。ぬしらは儂の弟子ではない。ただ立ち会い、簡単な忠ちゆう言げんを与えてやっただけのこと。それに──」

　首だけで振り向きそう言った星露は、ふと悪戯いたずらを思いついた子どものようにくすくすと肩を震わせた。

「ぬしらのおかげで儂も一つ面白い計画を思いついた。感謝しておるぞ」

「え……？」

　美奈兎が首を傾かしげるが、その時にはすでに星露の姿は忽こつ然ぜんと搔かき消きえていた。

「な、なんのことかな……？」

「まあ、あの人のことだからどうせろくでもないことでしょうけど」

　ニーナが不思議そうな顔で目をぱちくりとさせるが、クロエはばっさりだ。

「とにかく──これであたしたちにできることは全部やりきったよね！」

　美み奈な兎とが改めてそう言うと、他の四人も次々にうなずいてくれる。

「ええ、後悔はありません」

「うん……今ならわたし、全部出し切れる気がする」

「あとは本番まで、最低限の訓練で身体からだを休めること──特に美奈兎、いいわね？」

「そうそう、オーバーワークは禁物ですわよ」

　全員がどこかすっきりとした笑顔で──しかし、その瞳には強い意志と闘志の炎が確かに燃えているのが感じられた。

「よーし、目指すは優勝！　気合を入れていこう！」

　美奈兎が気合を込めて拳を突き上げると、他の四人も同じように右手を天へと伸ばした。

　その先に浮かぶなにかを、摑つかみ取とろうとするかのように。





　　　　＊






　──第二十四回《獅鷲星武祭グリプス》開会式会場、シリウスドーム前。

「まったくもう、あの子たちときたらどこにいったのかしら……」

　クロエは眉み間けんに皺しわを寄せてあたりを見回しながら、盛大に嘆息した。

　どこを向いても人、人、人。

　それも当然で、《星武祭フエスタ》の開会式ともなれば観客席は超満員となるのが通常だ（というよりも、《星武祭》の期間中シリウスドームの席に空きが出ることなどまずない）。それに加えて今回はステージの大改修が行われたということもあって、参加チームの選手は開会式前に内部を見学する時間が設けられている。その間観客はドーム内に入れないということもあり、シリウスドーム周辺は大混雑の様相を呈していた。

　本来クロエたちもすでに入場して見学しているはずだったのだが、この混雑に巻き込まれ、途中で美奈兎たちとはぐれてしまったのだ。無論、真っ先に携帯端末での連絡は試みたものの、あちらが現在地を把握していないのでは合流のしようもなかった。互いの大おお雑ざつ把ぱな位置関係くらいはわかったが、この人混みの中から見つけるのは至難の業だろう。

「ね、ねえ、クロエ。美奈兎たち、見つかった？」

　クロエの制服の裾を握り、できるだけその陰に隠れるようにしているニーナが、おどおどと訊たずねてくる。人見知りのニーナに、この状況は少々きついようだ。

「今のところまるで見当たらないわね。……はぁ、これだから開会式は面倒なのよ」

　試合があるとなれば学園直通の地下鉄が使えるのだが、開会式などの式典では原則使用禁止となっている。

「仕方ないわね。先に入場してしまいましょう。美奈兎とソフィア先輩の二人だとしたら甚はなはだ心配だけれど、柚ゆず陽ひが一緒ならなんとかしてくれるでしょ」

　空間ウィンドウを展開するのも憚はばかられるような混雑具合なので、はぐれた三人に向けて短文メールで先に入場している旨を伝えておく。これで最悪でもステージ上で合流できるはずだ。

「ニーナ、行くわよ」

「う、うん……わわっ！」

　と、早速人混みに押されて流されそうになったニーナの手をとっさに握り、引き戻す。

「勘弁してちょうだい。あなたにまではぐれられたら堪たまらないわ」

「あ、ありがとう、クロエ！」

　ニーナはその手を握り返すと、はにかんだ笑みを浮かべた。

　今まで友人がほとんどいなかったせいか、ニーナはチーム・赫かぐ夜やのメンバーに強い親愛を示すことが多いが、中でも特にクロエに懐いている。もしかしたら、似たような境遇にシンパシーのようなものを感じているのかもしれない。

　クロエとしても別段困るわけではないが、どうしたらいいのか戸惑ってしまうことがないわけでもない。

　ともかくそんな風にニーナの手を引きつつ人混みを搔かき分わけ、クロエはようやくシリウスドームのエントランスに辿たどり着ついた。

「ふぅ……やれやれだわ」

　さすがに外と比べればかなり空すいているものの、それでも相当な賑にぎわいだ。なにしろ単純計算で二百五十六チーム、千二百八十人の参加者が来ていることになる（もっとも新ステージの見学や開会式に参加しないチームもいるだろうから、厳密にはもう少し少ないだろう）。

「あとは美み奈な兎とたちと合流するだけだね」

「そうね。すぐに見つかればいいのだけれど……とりあえずこのあたりを探してみましょうか」

「ソフィアは目立つから、きっとすぐに──きゃんっ！」

「きゃ……っ！」

　周囲をきょろきょろと見回しながら歩いていたせいか、前から歩いてきた少女とニーナがぶつかりそうになってしまった。

　危うくバランスを崩して転びそうになったニーナを、しかしするりと伸びてきたその少女の手が優しく支えてくれる。

「ご、ごめんなさい！　わ、わたし、人を探すのに気を取られてて……！」

　ニーナが慌てて謝ると、その少女も同じように頭を下げた。

「い、いえ、わたしのほうこそごめんなさいです！　わたしもちょうど人を探していたところで……」

「っ！」

　そこでクロエは思わず目を見開いた。その少女に見覚えがあったからだ。

　一歩遅れてニーナも気が付いたのか、ぽかんと口を開く。

「あの、お怪け我がはありませんか？」

　心配そうにそう訊たずねてくるその少女の豊かな胸に輝く校章は赤せき蓮れん──即すなわち星せい導どう館かん学園のものだ。輝くような銀色の髪に、腰に下げた日本刀。間違いようもない。

「う、うん、大丈夫……」

「それはよかったです」

　にっこりと屈託のない笑みを向けてくるその少女の名は刀とう藤どう綺き凛りん。

　星導館学園の元序列一位にして、去年開かれた《鳳凰星武祭フエニクス》のセミファイナリストだ。純星煌式武装オーガルクスどころか煌式武装ルークスさえも持たず、ただの日本刀一本で並み居る強敵を打ち倒してきたアスタリスク屈指の剣士。

（強い……なんてものじゃないわね）

　冷や汗が背中を流れるのがわかる。

　ベネトナーシュとしてずっと学内戦力の把握に務めてきたクロエにとって、相手の力量を推おし量はかるのはそう難しいことではない。ちょっとした身のこなしや身体からだつきからでも、この少女が明らかに並外れた力の持ち主であることが見て取れる。クインヴェールでこのクラスに並び得るのはそれこそシルヴィアやネイトネフェル──あとは仮定として万全のソフィア──くらいのものだろう。

「あっ、紗さ夜やさん！　こっちです、こっち！」

　するとその綺凛がふいに手を挙げて声を張った。

「……ああ、綺凛。助かった、少し迷いかけてたところ」

　その声に、背の低い青髪の少女がのんびりとした足取りで寄ってくる。

「トイレに行ったまま戻ってこないから、そうだと思いました」

「なにしろここに来るのは一年振り。しかも改装されたとあっては迷ってしまうのも仕方ない」

「改装されたのはステージだけで、ドームの構造は変わっていないみたいですけど……」

「……まあ、そういうこともある」

　綺凛の言葉に、青髪の少女はふいっと視線を逸そらした。

（沙さ々さ宮みや紗夜まで……）

　綺凛とタッグを組んで《鳳凰星武祭》準決勝まで勝ち進んだこの少女も、序列入りこそしていないが十分にその力はあるはずだ。彼女の使う煌式武装は、アルルカントの最新鋭兵器に勝るとも劣らない性能を備えている。

（彼女たちがここにいるということは……）

「とにかく、早く戻りましょう。綾あや斗と先輩たちが待ってますよ」

「わかった」

「……あ、それでは失礼します」

　綺き凛りんはもう一度クロエたちに向かってぺこりと丁寧なお辞じ儀ぎをすると、紗さ夜やと二人で通路の奥へと去って行った。

　その先に──

「ね、ねえ、クロエ……あれって……」

「ええ、そうよ。今大会、ガラードワースの銀翼騎士団ライフローデスと並ぶ優勝候補の一角」

　綺凛と紗夜を笑顔で出迎えている一人の少年と二人の少女。

　現星せい導どう館かん学園序列一位にして《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者、万物を焼き斬る純星煌式武装オーガルクス《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振るう《叢むら雲くも》こと天あま霧ぎり綾斗。

　その綾斗とタッグを組んで《鳳凰星武祭》を制した序列五位、《華焰の魔女グリユーエンローゼ》ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト。

　そして星導館学園序列二位であると同時に生徒会長、未来視の力を持つという純星煌式武装《パン＝ドラ》の使い手《千見の盟主パルカ・モルタ》クローディア・エンフィールド。

「……チーム・エンフィールド」

　こうして遠目にも、彼らの圧倒的な力量がわかる。












　ニーナにもそれが伝わったのか、クロエの裾をぎゅっと握ってきた。

「優勝するためには、あの人たちにも勝たなくちゃならないんだよね……？」

　その声は明らかに震えている。無理もない。

　確かにクロエたちチーム・赫かぐ夜やは強くなった。チーム・メルヴェイユと闘った頃から比べれば、天と地ほどの差があるだろう。個人個人の成長も著しく、弱点はともかくその得意とする分野ではあの星露シンルーが認めるに至ったほどだ。

　チーム・赫夜は強くなった。それは間違いない。

　だが、それでもやはり彼らのような優勝候補と比べると──

「で、でも……がんばるしかないよね！」

　それでもぐっと拳を握って前を向いたニーナに、クロエは驚かされた。

「だって、そのためにここまで来たんだもん！」

　あの、ニーナ・アッヘンヴァルが、まさか。

「……そうね」

　クロエは穏やかに苦笑すると、そんなニーナの頭に優しく手を置いた。

　きっとニーナだけではない。美み奈な兎とも柚ゆず陽ひもソフィアも、おそらく同じことを言うだろう。

　だったら、当然クロエも。

「がんばりましょう、勝つために」

「うん！」

　笑顔でクロエを見上げてくるニーナの髪をそっと撫なでながら続けた。

「その前に、まずはあの子たちと合流しないとね。行きましょう、ニーナ」




「ふいー、ようやく到着ー」

　シリウスドームのエントランスに辿たどり着つくなり、美奈兎は思わずへたり込んだ。

　それを見た周囲の人々がくすくすと笑い、恥ずかしそうに顔を赤く染めたソフィアが慌てて注意してくる。

「ちょ、ちょっと美奈兎さん！　こんなところで座り込まないでくださいまし……！」

「だってソフィア先輩、いくらなんでも人が多すぎですよぉ」

　寄せては返す人波を搔かき分わけ、ぶつかった人たちにぺこぺこと謝りつつ、なんとかかんとかここまでやってきたのだ。試合どころか開会式もまだだというのに、疲れて果ててしまった。

　美奈兎もこのアスタリスクに来て長いが、実際に《星武祭フエスタ》の会場に足を運んだのは初めてだった。なにしろチケットは高いし見学するにしても後方の席からでは選手は豆粒のようにしか見えないし、結局会場上部に展開するモニター越しに眺めることになるのだ。だったら家で中継を見ていても変わらない。

「あーあ、控え室でもあれば休めたのになあ……」

　今日このシリウスドームで試合をすることになっている選手には控え室が提供されているが、メインステージで試合を行うことができるのは優勝候補などの有力チームだけだ。美み奈な兎とたちチーム・赫かぐ夜やはチーム・メルヴェイユに勝ったことでそれなりの注目を集めてはいるものの、さすがにそこまでの扱いではない。

「それよりもまずはクロエさんたちを探さないとまずいのでは？」

　あの人混みを抜けてきてなお髪一つ乱れていない柚ゆず陽ひが、そう言って周囲を見回した。

「あ、そうだったそうだった！」

「まったくクロエさんもニーナさんも、こんな大事な時にはぐれてしまうなんて……たるんでますわ！」

　ソフィアが腕組みをして口を尖とがらせる、が。

「えー、でもあれは露店のりんご飴あめに興味津々だったソフィア先輩が悪いんじゃ……」

「なっ!?　そ、それを言ったら美奈兎さんだって移動販売のドーナツ屋さんに身を乗り出してたじゃありませんの！」

「うっ、そ、それは……！」

「……お二方とも、それくらいで」

　見苦しい言い争いに発展しそうだったところを、苦笑を浮かべた柚陽が間に入ってくれる。

「と、ともかく！　こちらは三人であちらは二人！　人数比的にもあちらがはぐれたということは明白ですわ！」

　こほんと咳せき払ばらいをして、理にかなっているようなかなっていないようなことを言い放つソフィア。

「ま、まあ、とにかく携帯に連絡してみますね」

　外では空間ウィンドウを展開させるのも憚はばかられるような人混みだったが、ここならもう大丈夫だろう。

　そう思って美奈兎がポケットから携帯端末を取り出した、その時。

「──おや！　これはキュートな子猫ちゃんだ！」

　ふいに美奈兎の前に、見たこともない青年の顔がにゅっと現れた。背の高い、栗くり毛げの美男子だ。

「はい？」

　一瞬なにを言われたのかわからず、ぽかんとした顔で固まる美奈兎。

　一方でその青年は流れるような口調で美奈兎を褒ほめ称たたえてくる。

「その制服、クインヴェールとか言ったっけ？　なるほどなるほど、可愛かわいい子ばかりとは聞いていたけど、まさかここまでとは。でも、きっとキミみたいに素敵で可愛かわいらしい子は他にいないんだろうなぁ。その星空のように綺き麗れいで大きな瞳も、華きや奢しやで細い腰も可か憐れんだし、くるくるよく変わる表情も愛くるしいね」

「あ、あの、そんな、あたし……！」

　生まれて初めて異性に褒ほめられた美み奈な兎とは混乱し、顔を真っ赤にしながら後ずさる。

「ちょ、ちょっと！　こんなところでナンパですの？　やめてくださいまし！」

　そんな美奈兎を庇かばうようにソフィアが割って入った……が。

「おお、こちらの女性もなんと麗しい。輝くようなその金の髪、玲れい瓏ろうとしたその顔かんばせ、気品に満ちたその物腰……まるで女神のような美しさだ」

「あ、あら、そんな……」

　するとソフィアもまんざらでもなさそうな顔で頰ほおを染めながら視線を落とす。

「いやあ、こんな素敵な女の子たちと偶然でも知り合いになれたなんて、幸運という以外にないね。よかったらもう少し──」

　そう言いつつ青年は美奈兎の肩を抱くようにして腕を伸ばしてきたものの、その寸前で柚ゆず陽ひの手がそれを押おし留とどめた。

「そう気軽に女性へ触れるものではありませんよ？」

　にっこりと微笑ほほえみながらそう言う柚陽に、青年は驚いたように目を見開いたが、すぐに笑顔に戻って肩を竦すくめた。

「ああ、これは僕としたことが。それにしても、キミのその艶つややかな黒髪は──」

「ふふっ、生あい憎にくと上辺だけのお世辞は結構ですので」

　今度はその柚陽すらも口説きにかかった青年に向かって、笑顔のままぴしゃりと言い放つ。

「おやおや……これは手厳しい」

　青年の目がほんの一瞬鋭く光り、柚陽のそれとぶつかり合う。

　──そこへ。

「あっ！　いたいた！　ねえ、クロエ、こっちこっち！」

「はぁ……まったくもう、どこに行ったのかと思ったじゃない」

　人混みを搔かき分わけるようにしてニーナとクロエがやってきた。

　しかし、青年を見た途端そのクロエの表情が石のように固まる。

「テ、テオルディオ……？　なぜ……どうしてあなたがここに……？」

「うん？　って、もしやキミは……ミネルヴィーユかい？」

「え？　え？」

　見たことがないクロエの反応に、美奈兎はきょとんとして青年とクロエを交互に見交わす。

「あなたがここにいるということは、まさか……」

　クロエの声が震えているのがわかる。

「おい、テオルディオ！　なにをそんなところで油を売っている……！」

「っ！」

　と、今度は青年の背後から新たに三人の人影が現れた。先頭はぼさぼさ髪の少女、その後ろに長身の偉丈夫と眼鏡の女性が並んでいる。

　そこで美み奈な兎ともようやく気が付いた。青年を含め、その全員が胸に双そう剣けんの校章を付けている。なのに、白と赤を基調としたその制服はどう見てもレヴォルフのものではない。

「ははっ、ごめんごめん。でもさ、そのおかげでこうして意外な再会ができたんだから大目に見てほしいな」

「あぁ？」

　ぼさぼさ髪の少女がその言葉に物騒な視線を美奈兎たちに向け──クロエを見た瞬間、その顔を驚きに染めた。

「く……くははは！　そうかそうか、そういえばそうだった！　おまえが買われていったのはここだったなあ──ミネルヴィーユ！」

「はぁ……久しぶりね、ロヴェリカ」

　さも楽しそうに、しかしどこか侮蔑を滲にじませた笑みを浮かべるロヴェリカと呼ばれた少女に、クロエは諦めたような投げやりな溜ため息いきで応える。

「それに、ネヴィルワーズにメデュローネも」

「ほう……確かにミネルヴィーユだな」

「ええ、これはなんとも奇遇ですね」

　ロヴェリカの背後に立つ偉丈夫と眼鏡の女性も、淡々とした口調でそう言った。どうやら全員がクロエと知り合いらしい。

「えっと、クロエ……この人たちは？　ミネルヴィーユって？」

　おずおずとそう訊たずねると、クロエは視線を逸そらしながら小さな声で答えた。

「……私がクインヴェールに買われる以前、ＰＭＣで一緒に組んでいたチームメイトよ。ミネルヴィーユは……その頃の、私の名前」

「えっ？　じゃあ……」

　今更に思い出す。

　クロエはこの学園に、買われてきたのだと。

　つまり、このロヴェリカという少女たちは、かつてのクロエの仲間たちということになる。

「……レヴォルフが傭よう兵へい生を出してくるとは聞いていたけれど、まさかあなたたちだとは思わなかったわ」

「はっ、これも仕事だ。そうでなけりゃ、誰が好き好んでこんなクソつまらないところにくるか」

　ロヴェリカが吐き捨てるようにそう言うと、そこへテオルディオが割り込んできた。

「それよりも、随分と可愛かわいらしい子たちと知り合いになってるじゃん、ミネルヴィーユ。ぜひ紹介してもらいたいね」

「この子たちは、私のチームの……私の大切な仲間たちよ。手を出さないでほしいわね、テオルディオ」

　そんなテオルディオを冷たい目で一蹴するクロエ。

　するとその言葉にメデュローネが眼鏡を持ち上げながら眉根を寄せた。

「チーム……？　どういうことです、まさかあなたもこの《獅鷲星武祭グリプス》に出場するのですか？」

「だとしたらなにかしら、メデュローネ」

「解せませんね。あなたは特殊工作員としてクインヴェールに買われたはず。このような表舞台に出ることなど……」

「これはあくまで私自身の意思よ。任務でも、命令されたからでもないわ」

　そんなメデュローネを遮るように、クロエにしては珍しく強い口調で言う。

「私にも……叶かなえたい願いが、摑つかみたい夢ができたのよ。──自由を勝ち取りたいという、夢が」

「クロエ……」

　クロエがこんなにもはっきりと自分の望みを言葉にするのは初めてだった。

　美み奈な兎とが思わず感じ入っていると、しかし悪意と憎悪に満ちた哄こう笑しようがその場に響く。

「くくく……くはははは！　なにを言い出すかと思えば、こんな腑ふ抜ぬけたごみ溜ために浸つかってとち狂ったかミネルヴィーユ！　夢？　オレたちが夢だと？　くだらない！　そんなものはクソみたいな連中だけが縋すがる幻想だ！」

「──くだらなくない！」

　刹那、美奈兎は自分でも驚くような大声でそう言うと、前へ進み出て真っ向からロヴェリカと対たい峙じした。

　その剣けん吞のんな雰囲気を察したのか、美奈兎たちの周囲からは人が離れ、代わりに野や次じ馬うまの人ひと垣がきが形成されている。

「あぁ？　なんだ、おまえは？」

「あたしは若わか宮みや美奈兎、クロエの友達だよ！」

　そこで初めて美奈兎を認識したかのように、ロヴェリカが凶気に満ちた瞳で睨にらみつけてくるが、美奈兎も一歩たりとも引くつもりはない。

「クロエの夢を馬鹿にする人は、あたしが許さない！　ううん、クロエだけじゃない！　柚ゆず陽ひも、ソフィア先輩も、ニーナちゃんも、あたしも、この《獅鷲星武祭グリプス》に出るみんなが叶かなえたい願いをもって闘ってるんだ！」

　月へ行きたい。極意を得たい。兄を救いたい。家族を助けたい。そして──自由になりたい。それぞれに違い、だけれども譲れない願い──夢。

「それをくだらないと言っているんだよ、クズが。お遊びに興じて、そのご褒美に与えられるものを勝ち取るだと？　はっ、笑わせる！」

　いつの間にか美み奈な兎とたち五人とロヴェリカたち四人はお互いに並び立ち、向かい合っていた。

　──いや、正確にはロヴェリカたちは四人ではない。

　それにいち早く気が付いたのは、ニーナだった。

「あ、あれ……？　もう一人、いるの……？」

「ほう……砕すいの隠おん形ぎようを見破るか」

　ネヴィルワーズが感心したようにつぶやくと同時にゆらりと空間が歪ゆがみ、そこから背の低い少年が無言で姿を現す。

「……」

「ひぇ……っ」

　その鋭い視線にニーナは身を竦すくめたが、それでもぎゅっと拳を握り締め、後ずさることなく踏みとどまった。

「ちっ、どいつこいつも気に食わない目をしてやがる……！　ミネルヴィーユが腑ふ抜ぬけた原因はおまえらか」

「ミネルヴィーユじゃない！　クロエだ！」

　直後、唐突な斬撃が美奈兎を襲っていた。ロヴェリカが一瞬で起動させた歪いびつな形の大剣が、正確に美奈兎の首目掛けて繰り出されるが、美奈兎はその切っ先が届く直前に片手でそれを摑つかみ、押し止とどめる。

「っ！」

　ロヴェリカが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　実際、その一撃は星露シンルーとの立ち会い稽けい古こで磨かれた美奈兎の目をしても、ほとんど捉えきれないほどに疾はやかった。普段の美奈兎ならば、本当に首を撥はねられていたかもしれない。美奈兎自身、どうしてそれができたのかはわからなかったほどだ。

　ただ──なにがあろうと、それこそ命にかえてもここを譲る気はなかった。

　大剣の切っ先を摑み止めた左手から、ぽたぽたと血が流れ落ちる。

　ロヴェリカと美奈兎の視線がぶつかり合い、大剣を握る手とその切っ先を摑む手に力が込められる。

　その時だ。

「やれやれ、随分と血気盛んなお嬢さん方もいたものだ。まだ開会式前だというのにね」

　ふいにそんな穏やかな声が響いたかと思うと、人ひと垣がきを割って金髪の青年が現れた。ただそこにいるだけで圧倒的な存在感を放つ、颯さつ爽そうとした貴公子だ。

　聖ガラードワース学園の制服に身を包んだ一団を引き連れたその青年を見た途端、ソフィアが驚いたように口元を押さえる。

「お、お兄様……！」

「えっ!?」

　ソフィアの兄ということは、この青年が聖ガラードワース学園の序列一位にして生徒会長であるアーネスト・フェアクロフということだ。

　そしてそれは同時に、彼らが前《獅鷲星武祭グリプス》を制覇したディフェンディングチャンピオンであるチーム・ランスロットであることを示していた。

　アーネストはソフィアを一いち瞥べつして柔らかな笑みを向けたが、すぐに美奈兎とロヴェリカに向き直るとやんわり釘くぎを刺してくる。

「さて、まさかこの場で乱闘騒ぎを起こそうというのじゃなかろうね？」

「だったらなんだ？　おまえには関係ないだろうが」

　ロヴェリカがそう言って睨にらみつけるが、アーネストは小さく溜ため息いきを吐つくと唐突に腰に携えていた大剣を一いつ閃せんした。

「っ!?」

　美み奈な兎との腕ごと両断するように斬り上げられたその刃は、だがしかしその腕をすり抜けロヴェリカの大剣だけを宙へと撥はね上あげる。

「そういうわけにはいかないんだよ。秩序の守護者たるガラードワースの代表として、そしてこの《聖剣》を預かる《聖騎士ペンドラゴン》としても、ね」

　アーネストはあくまで穏やかな笑みを浮かべたまま、そう言った。

《聖剣》こと、純星煌式武装オーガルクス《白濾の魔剣レイ＝グレムス》──その刃は、使用者の任意の物体だけを選んで斬ることができるという。今回の《鳳凰星武祭フエニクス》を制した星せい導どう館かん学園の天あま霧ぎり綾あや斗とが使う《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》と並んで、四色の魔剣と称される強力な魔剣の一振りだ。

「ロヴェリカ、これ以上はやめておけ。あまりやりすぎれば、あの方に迷惑が及ぶ」

「ちっ！」

　ネヴィルワーズが静かではあるが有無を言わさぬ圧力を秘めた声でそう言うと、ロヴェリカは舌打ちをしてからくるくると回転しながら降ってきた大剣を摑つかんだ。

「仕方がない、ここは引いてやるさ。だが……若わか宮みや美奈兎といったな」

　ロヴェリカはほとんど殺意にも似た凶気のこもった視線で美奈兎を睨にらむ。

「おまえはオレが斬り刻んでやる。覚えておけ」

「……いいよ。あたしはあなたなんかに負けないから」

　美み奈な兎とがそう言い返すと、ロヴェリカは再度舌打ちをしてから去っていった。

「ふぅ……」

　やがて誰ともなく安あん堵どの息を漏らすと、美奈兎はへなへなとその場に座り込んでしまう。

　緊張が解けたこともあるが、急に力が入らなくなってしまったのだ。

「……美奈兎、あなた大丈夫……じゃないわよね。《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》に傷をつけられたんだから」

　隣に立つクロエが心配そうな、呆あきれたような顔で手を差し出してくる。

「え……？　どういうこと」

「あとで説明するわ。まあ、この程度の傷ならそれほど影響もないでしょうし」

　美奈兎の手の傷を見ながら、クロエが息を吐く。

「あっ！　それよりクロエこそ大丈夫なの？」

「私？」

「だって、あんな酷ひどい言い方を──」

　そう言いかけた美奈兎に、クロエは優しい笑みで浮かべる。

「私はクロエ……美奈兎の友達で、チーム・赫かぐ夜やの一員、クロエ・フロックハートよ。それ以外の何者でもないわ」

「……うん、そっか。そうだよね」

　美奈兎も笑みを返して立ち上がり、改めてアーネストへと向き直った。

「あの、ありがとうございます！　助かりました！」

「ふふっ、気にすることはないさ。僕は僕の役目を果たしただけだ」

　アーネストはそれだけ言って、くるりと踵きびすを返す。

「ああ、それと……妹を、ソフィアをよろしく頼むよ」

「っ！　は、はい……！」

　ちらりとそのソフィアに視線をやると、胸の前で両手をぎゅっと握り締めながら俯うつむいていた。なにかしらの想おもいがあるのだろう。けれど、いくら仲間といえども踏み込めない領域はある。いや、踏み込んではいけない領域が。

「さて──それでは私たちもステージに向かいましょうか」

　すると場の空気を変えるようにぽんと手を叩たたいた柚ゆず陽ひが、優しくそう言った。





エピローグ







「──以上のような理由から、既存のステージ設備のままでは近い将来《星武祭フエスタ》の進化についていけなくなるだろうと判断した。そこで今回……」

　開会式の壇上では、《星武祭》運営委員長であるマディアス・メサの演説が続いている。

　美奈兎が今立っているのはシリウスドームのステージ──優勝をかけて闘う決勝戦も、ここで行われるはずだ。そう考えるだけで、身体からだの奥から滾たぎってくるのがわかる。

　そして──視線を巡らせれば、同じようにステージに立つ無数のチームの姿。

　その中には優勝候補と目される有力チームも見て取れる。

　今回の《鳳凰星武祭フエニクス》を制した天あま霧ぎり綾あや斗と、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトペアを含む星せい導どう館かん学園のチーム・エンフィールド。

　あの《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露シンルーの一番弟子を擁する界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんのチーム・黄龍フアンロン。

　新しい特別な煌式武装ルークスをこの《獅鷲星武祭グリプス》で披露すると宣言しているアルルカント・アカデミーのチーム・アンドロクレス。

　先ほど美奈兎たちを助けてくれた聖ガラードワース学園の銀翼騎士団ライフローデスことチーム・ランスロットとチーム・トリスタン。

　美み奈な兎とたちと同じクインヴェール女学園からはあのチーム・メルヴェイユとチーム・ルサールカ。

　レヴォルフ黒学院からは、ロヴェリカたち傭よう兵へい生のチーム・ヘリオン。

　どれも普通に考えれば美奈兎たちチーム・赫かぐ夜やが勝てるような相手ではないのだろう。

（だけど……それでも！）

　美奈兎は静かに目を瞑つぶった。

　瞼まぶたの裏に、幼い頃あの海岸沿いで見上げた大きな大きな月が浮かび上がる。

　それは美奈兎の夢だ。どうしても叶かなえたい、美奈兎と父の夢。闘い、勝ち取るべき象徴だ。

　ただ──今はもうそれだけじゃない。

　ゆっくりと目を開く。

　美奈兎の隣には一緒に闘う仲間がいて、彼女たちにもそれぞれの夢がある。

　そのために、闘うのだ。

　美奈兎がぐっと拳を握り締めると、ふいにそこへそっと手が重ねられた。

　はっとして振り向けば、クロエがまっすぐに美奈兎の目を見つめてくる。

　さらに、柚ゆず陽ひが、ソフィアが、ニーナが、同じように手を重ねてきた。

　言葉には出さずとも、皆の気持ちが、想おもいが伝わってくる。

　そうだ。

　このチームとなら、この仲間とならば、たとえどんな相手であろうと臆することはない。

　少なくとも、美奈兎にとっては最高のチームなのだと胸を張って断言できる。

　チーム・赫夜が無言のままうなずき合うのと同時に、壇上のマディアスが高らかに言った。




「それでは──ただ今をもって、第二十四回《獅鷲星武祭グリプス》の開幕を宣言する！」




　それに呼応するように、満員の観衆の大歓声と熱狂がシリウスドームを包み込んだ。





あとがき




　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　この作品は別冊少年マガジンにて私が原作を担当し、茜あかね錆しようさんが連載されていた「学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼」の小説版──その第二巻となります。コミックスのほうは全四巻で完結となりましたが、この小説版第二巻では漫画版のラストまでを収録しました。

　第一巻ではページ数の都合上あまり加筆を行えなかったのですが、今回はあちこちにちょこちょこエピソードを書き足しております。そのあたりは漫画版の読者の方にも目新しく楽しんでいただけたのではないでしょうか。当初は《鳳凰星武祭フエニクス》までの「空白期間」にも触れようかなと思っていたのですが、どうしても中途半端になってしまいそうだったので、その分は新キャラのエピソードであったりバトル描写の増量であったりに回しました。

　そして内容のほうですが、第一巻がチームを結成するまでのお話であるとしたら、この第二巻はチームとして成長するお話になっています。ルサールカとの勝負や星露シンルーとの修行を経へて美み奈な兎とたちがどこまで強くなったのか、その真価はいよいよ開幕となった《鳳凰星武祭》の試合をお待ちください。ここから先は漫画版の読者の方にとっても未知の領域ですし、私も気合が入ります！

　……と言っても、本編読者の方にはチーム・赫かぐ夜やがどこまで勝ち進み、どういった結末を迎えるのかは既にある程度までご存ぞん知じのことでしょう。それでもそこに至るまでの過程と、彼女たちがなにを得ることに──或あるいはなにを失うことに──なるのかは、結果がわかっていても十分にお楽しみいただけるものと思っています。どうぞご期待くださいませ。

　さて、今回も素敵なイラストを添そえてくださった okiura さん！　実はこのところ少し体調を崩されていたようで心配していました。ご回復を待つため読者の皆様には少々お待たせすることになってしまいましたが、今回素晴らしい表紙が届いて安心しました。第一巻から引き続きチーム・赫夜の面々五人が勢せい揃ぞろいながら、構図はがらりと変わってソフィアと柚ゆず陽ひがピックアップされたものになっています。さすが！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　まずは連載が終了したとはいえこの外伝のもう一人の生みの親である茜錆さん、そして担当編集Ｏ氏、同じく編集のＩ氏と、編集部の方々、講談社編集のＫ氏、アニメ関係の方々、ゲーム関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。


二〇一七年二月　三屋咲ゆう











　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　好きな異世界はスダ・ドアカ。




　　外伝に登場するキャラはソフィア先輩やヴァイオレットを筆頭に動かしていて楽しい子が多いです。本編だとクローディアもそういう類のキャラなのですが……楽しいの方向性がやや違うでしょうか。物語を綴る上で、どちらの楽しさも大切だなあと思います。




　イラストレーター

　okiura（オキウラ）

　　ダメなおもちゃをつかまされた悲しみを、いいおもちゃをいじって癒やされる毎日。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／okiura

　　装丁／伸童舎
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